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越谷市 60年のあゆみ
年表 
　古代 
　中世 
　近世 
　近代 
　昭和 30年代 
　昭和 40年代 
　昭和 50年代 
　昭和 60年～平成 6年 
　平成 7年～平成 20年 
　平成 21年～平成 30年 

越谷市 この 10年間の変遷 
越谷今昔物語 
あの頃、あの時、懐かしの写真集 

第1章

越谷で触れる四季と“らしさ” 

いつまでも残したい風景 
いつまでも残したい自然 

越谷の観光第2章

伝統工芸 
農産物 

越谷の産業第4章

未来の越谷
子どもたちの写真コーナー 

小学生の絵画 
中学生の作文 

第6章

いにしえの越谷を伝える 
越谷の伝承を歌う 

越谷の文化財・史跡・伝統第3章

こしがやの歴史を支えた人物館 
わたしと越谷市 

越谷ゆかりの著名人第5章

データでみる越谷第7章

● シンボルマーク● 市章

● 越谷市の歌

　10個の外輪は､ 合併し
た2町8カ村を表し､ 中央
にカタカナの「コ」の字を4
つ集めて「越」の意味､ 中
心は「谷」の文字を図案化
しました。この図案は町村
合併後に､ 町章として町民
の皆さんから募集したもの
で､ 昭和30年1月10日に
制定しました。その後､ 市
制施行とともに市章となり
ました。

　「水郷こしがや」と親子の
シラコバトが未来にはばた
く様子を表現しています。
市民の皆さんとともに暮ら
しやすいまちづくりを進め
るためのシンボルとして､
全国公募の中から市民投
票によって選ばれました。

平成10年11月3日選定

市制施行 60周年記念

　市民の皆さんから募集し、応募のあった63作品から、市民
委員会による選考と市民投票によって選ばれました。
　笑顔の越谷市民と文化と自然が調和しながら、次世代へつ
ながる道が上に伸びている姿を図案化しました。緑色は越谷
市民の文化創造を、青色は水郷こしがやの豊かな自然を象徴
しています。

● ロゴマーク　（髙田伸一さん 作）

　市民の皆さんから募集し、応募のあった52作品から、市民
委員会による選考で選ばれました。
　市民とともに歩んできた60年の節目を喜び祝うと同時に、
みんな（市民）＝越谷（市）が、さらなる飛躍を遂げるよう、未来
に向かって市の鳥（シラコバト）のように羽ばたくイメージです。

● キャッチフレーズ　（倉科さん 作）

市の木　ケヤキ
昭和53年11月3日制定

市の花　キク
昭和53年11月3日制定

市の鳥　シラコバト
昭和63年11月3日制定

椎木一男　作詞　／　宮沢章二　補作　／　奥村　一　作曲

一、流 れ　 幾 す じ　 波 お ど り
空 へ 舞 い 立つ　しらこばと
歌おう　望みを　よろこびを
水 と　 み ど り と　 太 陽 の
わ が 市　 わ が 町　 越 谷 よ

二、花 の い の ち に　 飾 ら れ て
愛 が　 かおるよ　 人 の 輪 に
生きる日　励む日　夢みる日
共 に　 根 を 張り　 幸 を 生 む
わ が 市　 わ が 町　 越 谷 よ

三、昇 る 朝 日 の　 ほ ほ え み は
今 日と　 明 日を　 むすぶ 虹
ひかりを集めて　さわやかに
老 いも　 若きも　 肩 を 組 む
わ が 市　 わ が 町　 越 谷 よ

昭和53年11月3日制定

　市ホームページに、「越
谷市の歌」の音楽ファイル
と楽譜を掲載しています。
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越
谷
市
は
、本
年
、市
制
施
行
60
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
多
く
の
河
川
や
水
路
が
流
れ
る
本
市
は
、
古
く
か
ら
「
水
郷
こ
し
が
や
」

と
し
て
た
く
さ
ん
の
方
に
親
し
ま
れ
、
江
戸
時
代
に
は
、
日
光
道
中
第
三
の
宿

場
町
と
し
て
も
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
、今
も
市
内
に
そ
の
名
残
を
と
ど
め
る
な
ど
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
が
融
合
し
た
ま
ち
で
す
。

　
昭
和
33
年
に
「
越
谷
市
」
が
誕
生
し
た
当
時
、
人
口
4
万
8
3
1
8
人

で
あ
っ
た
本
市
は
、
昭
和
40
年
以
降
、
首
都
近
郊
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
大

き
く
変
貌
し
、
平
成
27
年
に
は
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し

て
、
県
内
で
2
番
目
の
中
核
市
と
な
り
、
市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
の
人
口
は
約
34
万
2
0
0
0
人
で
、
県
南
東
部
地
域
の
中
核

都
市
と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
本
市
の
発
展
が
あ
る
の
も
、

先
人
た
ち
の
努
力
と
熱
意
が
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
近
年
、
越
谷

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
の
ま
ち
び
ら
き
や
、
越
谷
駅
東
口
再
開
発
事
業
の
完
成
、
越
谷

ナ
ン
バ
ー
の
交
付
開
始
な
ど
、
「
越
谷
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も

住
み
続
け
た
い
」と
愛
着
の
も
て
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
、
将
来
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
様
が
、
笑
顔
で
、
安
全
・
安
心
、
そ
し
て
、

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
中
心
に
、
記
念
誌
を
発
行
い
た
し

ま
し
た
。
越
谷
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
推
進
市
民
委
員
会
の
皆
様
を
は

じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
皆
様
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
記
念
誌
を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
が
、
今

後
と
も
、
ふ
る
さ
と
越
谷
に
、
よ
り
一
層
の
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

越谷市長　高橋　　努

市民に愛され、
市民が誇れる越谷を目指して

市制施行 60周年
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越
谷
市
制
施
行
60
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
ご
慶
事
を
、
34
万
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
お

祝
い
で
き
る
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　
本
市
は
昭
和
33
年
11
月
に
市
制
を
施
行
し
、
今
年
で
60
年
に

な
り
ま
す
が
、
古
く
か
ら
「
水
郷
こ
し
が
や
」
と
し
て
親
し

ま
れ
て
お
り
、
水
と
緑
豊
か
な
自
然
環
境
と
が
調
和
し
た
ま
ち

づ
く
り
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
に
ま
ち
び
ら
き
し
た
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
も
、
今

で
は
年
間
5
0
0
0
万
人
を
超
え
る
方
々
が
訪
れ
る
な
ど
、

め
ざ
ま
し
く
発
展
し
つ
つ
あ
り
、
さ
ら
に
平
成
27
年
4
月
に
は
、

多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
、
よ
り
積

極
的
な
市
政
運
営
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
県
内
2
番
目
と
な

る
中
核
市
に
移
行
し
、
県
東
部
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
着
実

に
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
日
の
発
展
の
陰
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
先
人
た
ち

の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
と
情
熱
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
考
え
て
お

り
、
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後

と
も
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
越
谷
市
の
発
展
の
た
め
に
、
一

層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
念
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て
、
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
を
継
続
的
に
進

め
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
更
な
る
努
力
を
重
ね
て
ま
い

る
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
市
民
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
発
行
さ
れ
ま
す
記
念
誌
は
、
60
周
年
を
機
に
、
今

日
の
越
谷
を
築
か
れ
た
先
人
た
ち
の
偉
業
に
思
い
を
は
せ
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
を
新
た
に
す
る
う
え
で
大
変
意
義

深
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
編
集
委
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
越
谷
市
制
施
行
60
周
年
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
越
谷
市
制
施
行
60
年
は
、
市
民
と
行
政
が
手
を
取
り
合
い
な

が
ら
、
市
の
発
展
に
向
け
、
歩
い
て
き
た
60
年
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
越
谷
市
は
、
交
通
網
の
発
達
と
と
も
に
首
都
近
郊
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
急
増
し
、
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

特
に
近
年
で
は
、
J
R
武
蔵
野
線
の
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅

の
開
業
と
と
も
に
、
さ
ら
に
人
口
が
増
加
し
、
地
域
住
民
の
連

帯
意
識
の
希
薄
化
が
地
域
の
課
題
と
な
る
な
か
、
自
治
会
や
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
じ
て
住
民
同
士
の
交

流
が
深
め
ら
れ
、
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
市
制
施
行
60
周
年
を
市
民
全
員
で
お
祝
い
す
る

た
め
、
平
成
29
年
6
月
に
「
越
谷
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事

業
推
進
市
民
委
員
会
」
を
組
織
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
委
員

会
は
、
多
く
の
市
民
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し
、
記
念
事

業
を
企
画
・
運
営
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
編
集
発
行
い
た
し
ま
し
た
こ
の
記
念
誌
も
、
市
民
委

員
会
の
記
念
誌
・
広
報
部
会
が
中
心
と
な
り
編
集
し
た
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
編
集
に
あ
た
り
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
多
く

の
貴
重
な
写
真
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、市
内
の
小
学
生
か
ら
「
未

来
の
越
谷
〜
大
好
き
な
地
域
の
未
来
の
風
景
〜
」
を
描
い
た
絵

画
、
中
学
生
か
ら
「
10
年
後
の
自
分
へ
」
の
作
文
を
ご
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
越
谷
市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
記
念
誌
が
越
谷
市
を
理
解
す
る
一
助
と

な
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市制施行 60周年を祝して

越谷市議会議長　武藤　　智

市民全員で市制施行 60周年を祝う

越谷市制施行 60周年記念事業推進市民委員会委員長　石﨑　一宏
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今
か
ら
約
４
０
０
０
〜
５
０
０
０
年
前
、
縄

文
時
代
後
期
の
こ
ろ
、
越
谷
を
含
む
現
在
の
海

抜
約
10
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
は
海
の
中
に
あ
り

ま
し
た
。
約
３
０
０
０
年
前
に
な
る
と
、
地
球

の
気
温
が
現
在
の
よ
う
な
温
度
に
下
が
り
、
海

が
後
退
し
、
河
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
土
砂
に

よ
っ
て
沖
積
地
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
々
は
丘
陵
地
や
台
地
か
ら
稲
作
に
適
し
た

沖
積
地
に
移
り
住
み
、
自
然
堤
防
に
集
落
を
構

え
農
業
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
中
で
、
越
谷
に
人
々
が
住
み
つ
く
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
増
林
地
区
の
中
妻
の
地
か
ら
集
落
跡

や
土
器
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
古
墳
時
代

前
期
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
大
和
朝
廷
に
よ
り
国
や
郡
が
設
け

ら
れ
、
当
時
、
越
谷
は
元
荒
川
を
境
に
武
蔵
国

と
下
総
国
、
綾
瀬
川
を
境
に
武
蔵
国
埼
玉
郡
と

足
立
郡
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ

大
相
模
郷
に
天
平
勝
宝
２
年
（
７
５
０
）
に
大

聖
寺
が
、
貞
観
２
年
（
８
６
０
）
に
野
島
の
浄

山
寺
が
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲見田方遺跡から出土した土器

▲大聖寺（相模町）

古
く
は
海
の
中
、
中
妻
の
地
か
ら
土
器

３世紀

３
世
紀
後
半

増
林
中
妻（
増
林
一
丁
目
）に
古
墳
時
代
前

期
の
集
落
が
つ
く
ら
れ
、人
々
の
生
活
が
営

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

６世紀

６
世
紀
後
半

見
田
方（
大
成
町
）に
古
墳
時
代
後
期
の
集

落
が
つ
く
ら
れ
る

８世紀

７
５
０�

天
平
勝
宝
２
大
相
模
不
動
坊（
相
模
町
大
聖
寺
）が
創
建

さ
れ
た
と
伝
え
る

７
７
１

宝
亀
２
武
蔵
国
は
東
山
道
よ
り
東
海
道
に
編
入

さ
れ
る
。以
来
奥
州
海
道
、甲
州
海
道
な

ど
海
道
と
称
さ
れ
た

９世紀

８
６
０

貞
観
２
野
島
に
天
台
宗
慈
福
寺（
現
在
の
曹
洞
宗

浄
山
寺
）が
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
る

10
世
紀

９
３
９

天
慶
２
平
将
門
、王
城
を
建
設
、新
皇
と
称
し
た

11世紀

１
０
３
４

長
元
７
大
沢（
現
在
の
北
越
谷
）の
浅
間
社
が
勧
請

さ
れ
た
と
伝
え
る

１
０
４
０
〜

�

長
久
・
寛
徳
年
間
野
与
党
の
一
族
古
志
賀
谷
二
郎
為
基
や
大

相
模
二
郎
能
高
が
越
谷
に
定
住

12世紀

１
１
８
０

治
承
４
源
頼
朝
、武
蔵
国
に
入
り
平
氏
を
攻
め
る

１
１
８
４

寿
永
３
源
頼
朝
、大
河
土
御
厨
を
豊
受
大
神
宮

（
伊
勢
神
宮
の
外
宮
）に
寄
進
す
る

１
１
９
４

建
久
５
大
河
土
御
厨（
越
谷
の
一
部
を
含
む
八
条
領

な
ど
）と
越
ヶ
谷
久
伊
豆
宮
神
人
と
の
争

い
が
起
き
る

13世紀

１
２
４
９

建
長
元
越
谷
最
大
最
古
の
板
碑
が
建
立
さ
れ
る

（
現
在
の
御
殿
町
）

14世紀

１
３
２
６

嘉
暦
元
金
沢
称
名
寺
文
書
新
方
検
見
帳
に
恩
間
の

地
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

１
３
３
３

元
弘
３
鎌
倉
北
条
氏
滅
亡

１
３
４
５

貞
和
元
足
利
尊
氏
、大
泊
安
国
寺
に
利
生
塔
を
造

塔
し
た
と
伝
え
る

15世紀

１
４
６
１

寛
正
２
足
利
成
氏
、上
杉
方
と
越
ヶ
谷
野
に
戦
い

古
河
に
敗
走
し
た
と
伝
え
る

１
４
７
８

文
明
10
越
ヶ
谷
天
嶽
寺
開
基
と
伝
え
る

16世紀

１
５
６
２

永
禄
５
北
条
氏
康
、葛
西
の
本
田
氏
に
越
谷
・
舎
人

（
足
立
区
）の
両
郷
を
与
え
る
と
し
た
文

書
を
発
給

１
５
６
７

10
太
田
氏
資
、平
林
寺
領
馬
籠（
岩
槻
）四
条

（
越
谷
）の
領
地
を
安
堵
す
る

１
５
６
９

12
呑
龍
上
人
、平
方
の
林
西
寺
に
入
り
剃
髪

す
る

１
５
７
２

元
亀
３
岩
槻
城
代
北
条
氏
繁
、大
相
模
不
動
院
に

掟
書
を
発
す

１
５
８
６

天
正
14
太
田
氏
房
、大
相
模
不
動
院
に
禁
制
を
発

す

古 代
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平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
武
士
が
登

場
し
ま
し
た
が
、
こ
の
武
士
を
中
心
に
新
田
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
越
谷
に
は
武

蔵
七
党
の
う
ち
野
与
党
の
一
族
に
古
志
賀
谷（
越

谷
）
二
郎
為
基
、
大
相
模
二
郎
な
ど
の
名
が
み

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、中
世
に
は
生
前
に
死
後
の
冥
福
を
願
っ

て
立
て
ら
れ
た
石
の
塔
婆
が
数
多
く
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
板
石
塔
婆
と
も
板
碑
と
も

い
い
ま
す
。
越
谷
で
は
こ
の
板
碑
は
建
長
元
年

（
１
２
４
９
）
銘
の
も
の
を
は
じ
め
２
０
０
基

以
上
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
の
生

活
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子

育
て
で
有
名
な
呑
龍
上
人
が
住
職
を
務
め
て
い

た
平
方
の
林
西
寺
を
は
じ
め
、
迎
摂
院
、
安
国

寺
、
天
獄
寺
な
ど
市
内
の
主
な
寺
院
は
、
中
世

の
開
山
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
を
経
て
戦
国
時
代
を
迎

え
、
天
正
２
年
（
１
５
７
４
）
の
上
杉
謙
信
の

関
東
撤
退
後
は
北
条
氏
が
関
東
を
制
覇
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

▲建長元年板碑（御殿町）▲天嶽寺（越ヶ谷）

中
世
の
動
乱
と
板
碑

中 世

16世紀

１
５
９
０

18
小
田
原
北
条
氏
滅
亡
。代
わ
っ
て
徳
川
家

康
関
東
移
封
江
戸
城
を
本
城
と
す
る
よ

う
命
ぜ
ら
れ
る

１
５
９
４

文
禄
３
伊
奈
忠
次
、利
根
川
を
太
日
川（
江
戸
川

筋
）に
付
替
え
。こ
れ
以
降
、鷲
宮
以
南
の

利
根
川
は
廃
川
と
な
り
古
利
根
川
と
な
っ

て
い
く

１
６
０
０

慶
長
５
関
ヶ
原
戦
の
勝
利
で
家
康
天
下
に
君
臨

17世紀

１
６
０
２

７
こ
の
こ
ろ
奥
州
海
道
を
公
道
に
指
定
。四

丁
野
村
の
一
部
に
越
ヶ
谷
宿
が
取
立
て
ら

れ
る

１
６
０
３

８
家
康
、江
戸
に
幕
府
を
開
く

１
６
０
４

９
家
康
が
越
ヶ
谷
御
殿
を
造
成（
現
在
の
御

殿
町
）

１
６
１
７

元
和
３
家
康
廟
を
日
光
山
に
改
葬
。以
来
、奥
州

海
道
の
千
住
〜
宇
都
宮
を
日
光
道
中
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
る

１
６
２
５

寛
永
２
三
野
宮
・
大
道
・
大
竹
・
恩
間
を
岩
槻
藩
領

と
す
る

１
６
２
９

６
荒
川
を
入
間
川
筋
に
瀬
替
。熊
谷
か
ら
の

荒
川
は
元
荒
川
と
称
さ
れ
た

１
６
３
０

７
草
加
宿
成
立
。日
光
道
中
は
ほ
ぼ
旧
４
号

国
道
筋
に
な
る

１
６
４
１

18
関
宿
よ
り
金
杉
間
の
新
江
戸
川
開
通

１
６
５
７

明
暦
３
江
戸
城
焼
失
、越
ヶ
谷
御
殿
が
江
戸
城
二

の
丸
に
移
さ
れ
る

１
６
６
０

万
治
３
幸
手
用
水
路（
葛
西
用
水
）が
開
か
れ
る

１
６
６
２

寛
文
２
見
田
方
・
南
百
・
千
疋
・
四
条
・
麦
塚
・
柿
ノ

木
、後
に
東
方
が
忍
藩
領
に
な
る

１
６
８
０

延
宝
８
小
菅
村
か
ら
隅
田
村
ま
で
の
新
綾
瀬
川
開

通
。綾
瀬
川
は
排
水
河
川
と
な
る

１
６
９
５

元
禄
８
越
ヶ
谷
地
域
な
ど
の
幕
府
領
総
検
地

１
６
９
６

９
越
ヶ
谷
宿
な
ど
日
光
道
中
に
助
郷
帳
が
交

付
さ
れ
る

１
６
９
８

11
砂
原
・
後
谷
は
米
倉
藩
領
に
、荻
島
な
ど
は

旗
本
知
行
所
に
分
給
さ
れ
る

18世紀

１
７
０
４

宝
永
元
関
東
洪
水
。越
谷
地
域
の
被
害
も
甚
大

１
７
０
６

３
富
士
山
大
噴
火
。越
谷
地
域
に
も
灰
が
降

り
不
作

１
７
１
６

享
保
元
鷹
場
復
活
。越
谷
地
域
も
鷹
場
と
な
る

１
７
４
２

寛
保
２
関
東
洪
水
。越
谷
地
域
の
被
害
も
甚
大

１
７
６
２

宝
暦
12
蒲
生
一
村
総
検
地
。名
主
処
罰

１
７
８
０

安
永
９
大
松
屋
福
井
家
越
ヶ
谷
宿
本
陣
と
な
る

１
７
８
３

天
明
３
浅
間
山
噴
火
。越
谷
地
域
も
大
凶
作

大
沢
町
大
火

7 越 谷 市 制 施 行 6 0 周 年 記 念 誌
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天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
７
月
、
豊
臣
秀
吉

の
関
東
攻
め
で
北
条
氏
は
滅
ぼ
さ
れ
、
代
わ
っ

て
徳
川
家
康
が
関
東
へ
入
国
し
ま
し
た
。
徳
川

氏
は
荒
川
や
利
根
川
の
流
路
の
大
改
修
を
行
う

ほ
か
、
葛
西
用
水
の
開
発
な
ど
幾
多
の
用
排
水

路
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）
に
奥
州
海

道
（
後
の
日
光
道
中
）
に
も
伝
馬
制
が
敷
か
れ
、

越
ヶ
谷
宿
が
取
り
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
宿
場
は

公
用
荷
人
運
輸
の
中
継
所
と
し
て
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。
街
道
沿
い
に
新
し
く
家
並
み
が
造

成
さ
れ
、
天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
に
は
、
戸

数
１
０
０
５
軒
、
人
口
４
６
０
３
人
を
数
え
、

旅は
た
ご籠
屋
は
、
本
陣
、
脇
本
陣
を
含
め
57
軒
に
及

び
ま
す
。

　
徳
川
家
康
は
民
情
の
視
察
を
兼
ね
、
鷹
狩
り

を
し
な
が
ら
各
地
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
は
じ

め
寺
社
や
民
家
な
ど
で
休
ん
で
い
ま
し
た
が
、

し
だ
い
に
家
康
の
別
荘
で
あ
る
御
殿
が
設
け
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。
増
林
に
も
御
茶
屋
御
殿
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）

に
越
ヶ
谷
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

▲現在も残る古い家並

日
光
道
中
第
三
の
宿
場
町
の
誕
生

18世紀

１
７
８
６

６
関
東
洪
水
。越
谷
地
域
の
被
害
も
甚
大

１
７
９
２

寛
政
４
関
東
郡
代
伊
奈
氏
滅
亡
。家
臣
会
田
七
左

衛
門
家
な
ど
の
土
地
は
取
り
上
げ
ら
れ
る

19世紀

１
８
１
６

文
化
13
大
沢
町
大
火

越
ヶ
谷
町
山
崎
篤
利
・
小
泉
市
右
衛
門
・
町

山
善
兵
衛
、平
田
篤
胤
の
門
人
と
な
る

１
８
２
７

文
政
10
広
域
行
政
に
よ
る
越
ヶ
谷
改
革
組
合
な
ど

が
結
成
さ
れ
る

１
８
５
３

嘉
永
６
ア
メ
リ
カ
の
軍
船
浦
賀
来
航
、通
商
条
約

の
締
結
を
迫
る
。越
谷
地
域
の
農
民
も
御

台
場
構
築
に
協
力
さ
せ
ら
れ
る

１
８
５
４

安
政
元
江
戸
大
地
震
。越
谷
地
域
の
被
害
も
甚
大

１
８
６
４

元
治
元
水
戸
天
狗
党
挙
兵
。倒
伐
隊
越
ヶ
谷
宿
に

止
宿

１
８
６
５�

慶
応
元
〜
長
州
征
伐
・
御
用
金
を
課
せ
ら
れ
る

１
８
６
７

３
徳
川
幕
府
大
政
奉
還

１
８
６
８

４
（
明
治
元
年
）薩
長
を
中
心
と
し
た
鎮
撫
隊

越
谷
に
往
復
。幕
府
崩
壊
。維
新
政
府
が
樹

立
さ
れ
る
。江
戸
城
が
皇
居
と
な
る

明治

１
８
６
９

明
治
２
越
谷
地
域
は
大
宮
県（
同
年
浦
和
県
）と
小

菅
県
の
管
轄
と
な
る

１
８
７
１

４
越
谷
な
ど
は
埼
玉
県
と
な
る

１
８
７
２

５
伝
馬
制
廃
止

１
８
７
３

６
大
沢
町
に
公
立
の
啓
明
学
校
が
設
立
さ
れ

る

１
８
７
４

７
越
ヶ
谷
町
大
火

１
８
７
９

12
郡
役
所
が
置
か
れ
る　

県
議
会
・
町
村

議
会
が
開
か
れ
る

１
８
８
３

16
越
谷
な
ど
は
江
戸
川
筋
御
猟
場
に
指
定
さ

れ
る

１
８
８
４

17
越
谷
な
ど
は
連
合
戸
長
役
場
に
編
成
さ
れ

る

１
８
８
９

22
町
村
制
に
よ
り
大
相
模
村
な
ど
８
カ
村
お

よ
び
越
ヶ
谷
・
大
沢
町
組
合
成
立

１
８
９
３

26
日
光
道
中
、千
住
〜
粕
壁
間
に
千
住
馬
車

鉄
道
が
開
通（
後
、草
加
馬
車
鉄
道
が
大
沢

ま
で
）

草
加
警
察
越
ヶ
谷
分
署
が
越
ヶ
谷
警
察
署

に
昇
格

１
８
９
４

27
日
清
戦
争
が
始
ま
る
。越
谷
の
出
征
兵
に

も
戦
没
者
が
出
る

◀
歌
川
広
重
の「
武
蔵
越
か
や
在
」（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
所
蔵
）

近 世
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現
在
の
越
谷
市
域
は
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）

武
蔵
知
県
事
、
同
４
年
に
は
埼
玉
県
、
同
12
年

に
は
南
埼
玉
郡
の
管
轄
と
な
り
、
同
22
年
に
は

市
制
・
町
村
制
で
２
町
８
カ
村
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
学
校
や
郵
便
所
、
町
村
役
場
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
同
26
年
に
は
千
住
〜
粕
壁
間

に
千
住
馬
車
鉄
道
が
、
同
32
年
に
は
千
住
〜
久

喜
間
に
東
武
鉄
道
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
停
車
場
は
北
千
住
、
西
新
井
、
越
ヶ

谷（
現
在
の
北
越
谷
）、粕
壁（
現
在
の
春
日
部
）、

杉
戸
（
現
在
の
東
武
動
物
公
園
）、
久
喜
の
６

停
車
場
で
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
越
ヶ
谷
町
な
ど
の
貨
物
輸
送
は
、

綾
瀬
川
な
ど
か
ら
舟
で
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、

大
正
９
年
（
１
９
２
０
）
４
月
に
越
ヶ
谷
町
に

停
車
場
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
は
鉄
道
輸
送
に
切

り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
に
は
越
ヶ

谷
町
・
大
沢
町
に
初
め
て
電
灯
が
と
も
り
ま
し

た
。

▲元荒川の鉄橋を渡る蒸気機関車▲高瀬舟

近
代
化
と
交
通
の
変
革

近 代

明治

１
８
９
９

32
越
ヶ
谷
町
大
火

東
武
鉄
道
千
住
〜
久
喜
間
が
開
通
。越
ヶ

谷（
大
沢
町
）と
蒲
生（
三
軒
家
）に
駅
が
設

け
ら
れ
る

１
９
０
４

37
日
露
戦
争
が
始
ま
る
。越
谷
の
出
征
兵
に

も
多
数
の
戦
没
者
が
出
る

１
９
０
８

41
宮
内
庁
埼
玉
鴨
場
が
開
設
さ
れ
る

１
９
１
０

43
関
東
洪
水
。越
谷
地
域
の
被
害
も
甚
大

大正

１
９
１
３

大
正
２
蒲
生
の
綾
瀬
川
に
武
陽
水
陸
運
輸
株
式
会

社
が
設
立
さ
れ
る

１
９
１
６

５
新
方
領
耕
地
整
理
事
業
完
成

１
９
２
０

９
東
武
鉄
道
越
ヶ
谷
駅
が
開
設
さ
れ
、大
沢

の
旧
越
ヶ
谷
駅
は
武
州
大
沢
駅
と
改
称
さ

れ
る

１
９
２
１

10
古
利
根
川
大
吉
の
重
り
土
橋
が
改
築
さ
れ

古
利
根
堰
と
寿
橋
が
建
設
さ
れ
る

１
９
２
３

12
関
東
大
震
災
。越
谷
の
被
害
も
甚
大

郡
制
廃
止

昭和

１
９
３
０

昭
和
５
越
ヶ
谷
町
立
実
科
高
等
女
学
校
が
県
に
移

管
。越
ヶ
谷
高
等
女
学
校
と
称
さ
れ
る

１
９
３
６

11
健
康
保
険
類
似
組
合「
越
ヶ
谷
順
正
会
」が

設
立

１
９
４
１

16
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
。越
谷
の
出
征
兵

に
も
多
数
の
戦
没
者
が
出
る

１
９
４
５

20
終
戦
。連
合
軍
の
一
部
隊
が
荻
島
飛
行
場

跡
に
駐
屯

１
９
４
７

22
関
東
洪
水
。越
谷
地
域
の
被
害
も
甚
大

六
・
三
制
義
務
教
育
制
に
よ
り
新
制
中
学

校
が
開
設

農
地
解
放
に
よ
り
大
地
主
姿
を
消
す

１
９
４
８

23
越
ヶ
谷
大
沢
自
治
体
警
察
が
発
足（
26
年

廃
止
）

１
９
５
４

29
11
月　

越
谷
地
区
２
町
８
ヵ
村
が
合
併
し

越
谷
町
と
な
る

合
併
後
初
の
町
議
会
が
越
ヶ
谷
高
等
学
校

講
堂
で
開
か
れ
る

青
年
団
が
設
立
さ
れ
る

12
月　

町
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
。初
代
町

長
に
大
塚
伴
鹿
氏
が
当
選

新
警
察
法
施
行（
自
治
体
警
察
廃
止
）。

電
気
掃
除
機
、冷
蔵
庫
、洗
濯
機
が
三
種

の
神
器
と
呼
ば
れ
る
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昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）、
町
村
合
併
促
進

法
が
施
行
さ
れ
、
町
村
合
併
の
気
運
が
高
ま
る

中
、
昭
和
29
年
11
月
に
越
谷
地
区
２
町
８
カ
村

が
合
併
し
て
、
越
谷
町
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和

30
年
９
月
に
は
、
町
役
場
新
庁
舎
が
越
ヶ
谷
一

丁
目
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
草
加
町
の

伊
原
、
麦
塚
、
上
谷
の
越
谷
町
へ
の
編
入
を
経

て
、
昭
和
33
年
11
月
３
日
、
県
下
で
22
番
目
、

全
国
で
5
4
3
番
目
に
市
制
が
施
行
さ
れ
人
口

４
万
８
３
１
８
人
の
越
谷
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
る
と
、
昭
和
31

年
に
経
済
企
画
庁
（
現
在
の
内
閣
府
）
か
ら
発

表
さ
れ
た
経
済
白
書
の
副
題
に
は
「
も
は
や
戦

後
で
は
な
い
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
日
本
経
済

は
高
度
成
長
へ
と
進
み
出
し
ま
し
た
。
昭
和
35

年
に
は
、
人
口
が
５
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

ま
た
、
人
口
の
増
加
に
合
わ
せ
て
地
下
鉄
日
比

谷
線
が
北
越
谷
駅
ま
で
相
互
乗
り
入
れ
、
首
都

圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
そ
の
後
の
人
口

の
急
増
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
東

▲越谷町合併3周年記念式典（昭和32年）

越
谷
市
誕
生
。

　
　
　
そ
し
て
人
口
急
増
へ

昭和30年（1955）

１
月

「
越
谷
町
」の
町
章
が
決
定
さ
れ
る

３
月

商
工
会
が
設
立
さ
れ
る

４
月

消
防
団（
10
分
団
）が
結
成
さ
れ
る

体
育
協
会
が
発
足

社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足

連
合
婦
人
会
が
発
足

９
月

町
役
場
新
庁
舎
が
越
ヶ
谷
一
丁
目
に
完
成
、越
谷
町
合
併
・

役
場
庁
舎
竣
工
の
祝
賀
式
典
が
執
り
行
わ
れ
る

10
月

合
併
後
初
の
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、議
員
30
人
が

選
出
さ
れ
る

11
月

草
加
町
の
伊
原
、麦
塚
、上
谷
を
越
谷
町
に
編
入

神
武
景
気
が
始
ま
る
。初
の
ア
ル
ミ
貨
幣
と
な
る
１
円
硬

貨
が
発
行
さ
れ
る
。ジ
ュ
ネ
ー
ブ(

ス
イ
ス)

で
軍
縮
な
ど

を
め
ぐ
り
米
英
仏
ソ
の
４
カ
国
首
脳
が
会
談

昭和31年（1956）

１
月

越
谷
周
辺
に
生
息
す
る「
シ
ラ
コ
バ
ト
」が
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
る

２
月

各
地
区
の
農
業
共
済
組
合
が
統
合
さ
れ
る

４
月

商
工
会
が
元
荒
川
堤（
南
荻
島
〜
瓦
曽
根
堰
）に
桜
の
苗
木

１
３
０
０
本
を
植
え
る

８
月

大
相
模
西
方
と
増
林
東
小
林
を
結
ぶ
不
動
橋
が
完
成

10
月

平
方
と
春
日
部
赤
沼
を
結
ぶ
古
利
根
橋
が
完
成

第
１
回
町
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
る

12
月

武
州
大
沢
駅
が
北
越
谷
駅
と
改
称
さ
れ
る

第
１
回
町
内
一
周
駅
伝
競
走
が
行
わ
れ
る

新
方
向
畑
と
松
伏
を
結
ぶ
堂
面
橋
が
完
成

国
連
総
会
で
日
本
の
加
盟
を
可
決
。日
ソ
国
交
回
復

昭和32年（1957）

４
月

出
羽
地
区
に
町
立
第
１
診
察
所
が
完
成

増
林
・
大
相
模
の
中
学
校
2
校
が
合
併
し
、越
谷
町
初
の
統

合
中
学
と
し
て
東
中
学
校
が
開
校

７
月

大
袋
地
区
に
集
団
赤
痢
発
生
、２
６
１
８
人
が
強
制
検
査

（
保
菌
者
１
０
２
人
）

昭和30年代
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▲第1回町内一周駅伝競走（昭和31年） ▲越谷町役場庁舎（後の市役所庁舎）（昭和30年）

▲越ヶ谷中学校（当時）の校庭で行われた第1回町民体育祭（昭和31年）

昭和32年（1957）

８
月

町
初
の
舗
装
道
路
完
成
。越
谷
駅
前
か
ら
赤
山
街
道
に

通
じ
る
町
道（
弥
生
町
）で
、幅
５
・
85
メ
ー
ト
ル
、延
長

１
４
０
メ
ー
ト
ル

大
袋
小
学
校
に
プ
ー
ル
第
１
号
が
完
成

９
月

建
設
省
か
ら
都
市
計
画
の
指
定
を
受
け
る

11
月

合
併
３
周
年
記
念
行
事
が
開
か
れ
、越
谷
音
頭
を
発
表

12
月

上
水
道
工
事
に
着
手

５
０
０
０
円
札
、１
０
０
円
硬
貨
が
発
行
さ
れ
る
。ソ
連

が
世
界
初
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
に
成
功
。南
極
観
測

隊
が
上
陸
し
、昭
和
基
地
を
建
設

昭和33年（1958）

３
月

定
例
町
議
会
で
町
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、都
市
計

画
税
が
課
税
さ
れ
る

５
月

越
谷
上
水
道
が
通
水
さ
れ
る

６
月

三
野
宮
橋
が
完
成

大
沢
交
差
点
に
初
の
自
動
信
号
機
が
設
置

９
月

青
少
年
補
導
委
員
会
が
発
足

文
化
財
保
護
条
例
が
制
定
さ
れ
る

11
月

市
制
が
施
行
さ
れ
る（
人
口
４
万
８
３
１
８
人
）

市
制
施
行
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
る

第
１
回
郷
土
物
産
大
品
評
会
を
開
催

福
祉
事
務
所
が
設
置
さ
れ
る

12
月

初
の
市
長
選（
無
投
票
）に
お
い
て
大
塚
伴
鹿
氏
が
当
選

市
制
施
行
後
初
の
市
議
会
が
庁
舎
会
議
室
で
開
か
れ
る

日
中
貿
易
全
面
停
止
。１
万
円
札
が
発
行
さ
れ
る
。東
京

タ
ワ
ー
、国
立
競
技
場
が
完
成
。岩
戸
景
気
が
始
ま
る

昭和34年（1959）

４
月

越
ヶ
谷
中
学
校
と
大
沢
中
学
校
を
統
合
、中
央
中
学
校
が

開
校
す
る

５
月

宮
前
橋
が
完
成

８
月

国
際
興
業
バ
ス
、越
谷
〜
大
宮
間（
大
門
野
田
経
由
）バ
ス

路
線
の
運
転
を
開
始

９
月

大
袋
地
区
の
簡
易
水
道
の
通
水
式
が
行
わ
れ
る

初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
校
舎
が
中
央
中
学
校
に
完

成

京
五
輪
開
催
で
日
本
中
が
沸
い
た
昭
和
39
年
、

マ
イ
カ
ー
時
代
の
到
来
に
合
わ
せ
て
道
路
整
備

が
進
め
ら
れ
国
道
４
号
・
草
加
バ
イ
パ
ス
の
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

11 越 谷 市 制 施 行 6 0 周 年 記 念 誌

第
1
章

越

谷

市

60
年

の

あ

ゆ

み

802740　越谷市60周年誌_(P06-33_年表)　再念校.indd   11 2018/10/05   10:56



昭和34年（1959）

10
月

市
制
施
行
後
初
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る

市
消
防
署
が
新
築
開
署
、消
防
車
を
購
入
す
る

都
市
計
画
の
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
る

皇
太
子
明
仁
親
王
が
正
田
美
智
子
さ
ん
と
ご
成
婚
。伊

勢
湾
台
風
で
死
者
・
不
明
者
５
０
９
８
人
。テ
レ
ビ
の
普

及
台
数
が
増
え
る

昭和35年（1960）

４
月

新
方
中
学
校
、桜
井
中
学
校
、大
袋
中
学
校
を
統
合
し
、北

中
学
校
が
開
校

蒲
生
中
学
校
を
南
中
学
校
と
改
称
す
る

７
月

越
谷
松
伏
水
道
組
合
が
発
足

越
谷
郵
便
局
舎
が
越
ヶ
谷
に
完
成

園
芸
組
合
連
合
会
が
発
足

防
犯
協
会
が
発
足

８
月

越
ヶ
谷
小
学
校
に
プ
ー
ル
が
完
成

９
月

人
口
が
５
万
人
を
突
破

工
業
連
合
会
が
結
成
さ
れ
る

11
月

商
工
会
が
法
制
商
工
会
と
な
る

越
谷
郵
便
局
が
特
定
局
か
ら
普
通
局
に
昇
格

御
殿
町
か
ら
瓦
曽
根
溜
井
ま
で
、葛
西
用
水
と
元
荒
川
の

分
離
工
事
が
始
ま
る

安
保
条
約
改
定
反
対
デ
モ
激
化
。池
田
内
閣
が「
国
民
所

得
倍
増
計
画
」を
策
定
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
民
放
４
社
が
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
放
送
を
開
始

昭和36年（1961）

１
月

草
加
・
越
谷
清
掃
組
合
が
設
立
さ
れ
る

３
月

越
谷
で
全
国
初
の
胃
ガ
ン
集
団
検
診
始
ま
る

６
月

警
察
署
庁
舎
が
新
築
移
転（
大
沢
）

９
月

第
１
体
育
館
が
完
成

11
月

増
林
浄
水
場
が
完
成

ソ
連
が
世
界
初
の
有
人
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
に
成
功
。

大
鵬
と
柏
戸
が
横
綱
に
同
時
昇
進
し
柏
鵬
時
代
が
始
ま
る

昭和37年

１
月

開
発
公
社
が
設
立
さ
れ
る

全
国
初
の
子
宮
が
ん
集
団
検
診
が
行
わ
れ
る

北
越
谷
地
区
で
初
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

▲北越谷地区土地区画整理事業（昭和37年）

▲安全都市宣言（昭和37年）

昭和30年代
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▲越ヶ谷商店街（越ヶ谷本町・中町）（昭和30年代）

▲下水道事業（昭和39年）

昭和37年（1962）

３
月

安
全
都
市
宣
言
を
す
る

４
月

東
武
ガ
ス
が
１
６
０
０
戸
に
都
市
ガ
ス
の
供
給
を
始
め
る

５
月

大
相
模
見
田
方
耕
地
で
古
墳
時
代
の
土
器
発
見

消
防
署
で
救
急
車
が
購
入
さ
れ
、救
急
活
動
開
始

地
下
鉄
日
比
谷
線
が
北
越
谷
駅
ま
で
相
互
乗
り
入
れ

９
月

草
加
・
越
谷
ご
み
焼
却
場
が
完
成

11
月

市
長
選（
無
投
票
）に
お
い
て
大
塚
伴
鹿
氏
が
再
選

堀
江
謙
一
氏
が
小
型
ヨ
ッ
ト
で
単
独
太
平
洋
横
断
に
成

功
。当
時
、日
本
最
長
の
北
陸
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
。テ
レ
ビ

受
信
契
約
が
１
０
０
０
万
件
を
突
破

昭和38年（1963）

３
月

越
谷
電
報
電
話
局
庁
舎
が
完
成
し
、市
内
の
電
話
が
ダ
イ

ヤ
ル
式
に
な
る

市
内
11
農
協
が
合
併
し
、越
谷
市
農
業
協
同
組
合
が
発
足

４
月

農
業
振
興
特
別
指
導
事
項
が
実
施
さ
れ
る

出
羽
中
学
校
、荻
島
中
学
校
を
統
合
し
、西
中
学
校
が
開
校

定
使
野
橋
の
架
け
替
え
完
成

６
月

歯
科
医
師
の
山
崎
清
氏
が
初
の
名
誉
市
民
と
な
る

蒲
生
地
区
の
一
部
を
除
き
商
店
の
週
休
制
が
実
施
さ
れ
る

７
月

青
少
年
問
題
協
議
会
が
発
足

８
月

稲
の
害
虫
防
除
と
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
初
の
農
薬

散
布
が
行
わ
れ
る

ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
が
暗
殺
さ
れ
る
。

名
神
高
速
道
路（
尼
崎
Ｉ
Ｃ
〜
栗
東
Ｉ
Ｃ
）が
開
通
。黒

部
川
第
四
発
電
所(

黒
四
ダ
ム)

が
完
成

昭和39年（1964）

４
月

都
市
計
画
法
に
よ
り
市
内
の
用
途
地
域
を
指
定

自
治
会
連
合
会
が
発
足

６
月

市
営
火
葬
場
が
登
戸
町
に
完
成

８
月

地
下
鉄
日
比
谷
線
が
中
目
黒
ま
で
全
線
開
通

国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
の
工
事
が
始
ま
る

30
カ
年
計
画
で
下
水
道
事
業
に
着
手

10
月

農
業
協
同
組
合
の
建
物
が
赤
山
町
に
完
成

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
開
催
。東
海
道
新
幹
線(

東

京
駅
〜
新
大
阪
駅)

が
開
通
。新
潟
地
震
が
発
生
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農
地
の
宅
地
化
や
地
下
鉄
日
比
谷
線
の
東

武
伊
勢
崎
線
へ
の
相
互
乗
り
入
れ
な
ど
に
伴

い
、
昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）
に
は
、
人
口
が

10
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
都
市
化
の
進
展
で

ま
ち
の
様
子
も
大
き
く
変
わ
り
、
人
口
の
急
増

は
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
反
面
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
ま
し
た
。
農
地
の
埋
め
立
て
に

よ
る
無
秩
序
な
住
宅
地
の
拡
大
、
地
下
水
の
汲

み
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
、
排
水
不
良
に
よ
る

浸
水
被
害
、
汚
水
流
出
に
よ
る
河
川
の
汚
濁
、

交
通
事
故
や
防
災
上
の
問
題
、
学
校
や
医
療
施

設
な
ど
の
不
足
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

に
対
応
す
る
た
め
、
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
策

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
増
え
続
け
る
人
口
に

追
わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
時
代
が
続
き

ま
し
た
。

　
一
方
、
昭
和
42
年
に
は
埼
玉
国
体
が
開
催
さ

れ
、
越
谷
市
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
、
国
道
4
号
（
草

加
バ
イ
パ
ス
）
が
開
通
し
、
高
度
経
済
成
長
に

▲現在の市役所庁舎が完成（昭和44年）

日
本
の
経
済
成
長
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
都
市
化
す
る
ま
ち

昭和40年（1965）

３
月

初
の
市
営
住
宅
が
大
袋
に
建
設
さ
れ
る

５
月

大
沢
・
大
房
の
一
部
で
市
内
初
の
新
住
居
表
示
が
施
行
さ

れ
る

９
月

福
祉
会
館
が
完
成
し
、市
立
図
書
館
が
同
館
内
に
移
転

初
の
横
断
歩
道
橋
が
越
ヶ
谷
観
音
横
町（
現
在
の
越
ヶ
谷

三
丁
目
）に
完
成

10
月

埼
玉
県
東
部
清
掃
組
合
が
発
足

11
月

県
民
の
鳥
に「
シ
ラ
コ
バ
ト
」決
定

朝
永
振
一
郎
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
。日
韓
基
本

条
約
調
印
。ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
米
軍
に
よ
る
北
爆
が
開
始

昭和41年（1966）

１
月

南
部
浄
水
場
が
完
成

４
月

立
正
女
子
大
学（
現
在
の
文
教
大
学
）が
開
校

５
月

武
蔵
野
東
線（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
）が
市
内
で
着
工

商
工
会
と
工
業
連
合
が
合
併
し
、新
商
工
会
が
発
足

新
平
和
橋
が
完
成

出
津
橋
が
完
成

６
月

越
谷
駅
前
通
り
が
ほ
ぼ
完
成

10
月

平
和
橋
の
架
橋
工
事
が
始
ま
る

11
月

市
長
選（
無
投
票
）に
お
い
て
大
塚
伴
鹿
氏
が
３
選

国
道
４
号（
草
加
バ
イ
パ
ス
）の
舗
装
工
事
が
始
ま
る

12
月

大
相
模
見
田
方
遺
跡
の
発
掘
調
査
開
始

中
国
で
文
化
大
革
命
が
始
ま
る
。い
ざ
な
ぎ
景
気
が
始

ま
る
。ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日

昭和42年（1967）

４
月

せ
ん
げ
ん
台
駅
が
開
業

川
柳
小
学
校
が
開
校

越
谷
松
伏
水
道
組
合
が
越
谷
松
伏
水
道
企
業
団
に
名
称
を

変
更

東
部
清
掃
組
合
に
し
尿
処
理
場
が
完
成

不
動
橋
架
け
替
え
完
成

５
月

北
越
谷
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
記
念
会
館（
後
の
北

越
谷
公
民
館
）が
完
成

９
月

消
防
署
庁
舎
が
完
成

10
月

人
口
が
10
万
人
を
突
破

埼
玉
国
体
開
幕
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
第
１
・
第
２
体
育

館
で
行
わ
れ
る

昭和40年代
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昭和42年

12
月

国
道
４
号（
草
加
バ
イ
パ
ス
）（
足
立
区
保
木
間
〜
越
谷
市

下
間
久
里
）が
全
線
開
通

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
Ｅ
Ｃ
）が
発
足
。イ
タ
イ
イ
タ
イ
病

が
発
生

昭和43年（1968）

１
月

市
民
交
通
傷
害
保
険
制
度
が
発
足

２
月

東
部
清
掃
組
合
の
ご
み
焼
却
場
が
完
成

４
月

南
越
谷
小
学
校
が
開
校

市
独
自
の
宅
地
造
成
事
業
協
議
基
準
が
設
置
さ
れ
る

市
史
編
さ
ん
事
業
に
着
手

戸
籍
謄
・
抄
本
、住
民
票
の
写
し
の
交
付
の
電
話
受
付
が
始

ま
る

５
月

市
役
所
に
交
通
事
故
相
談
所
を
開
設

蒲
生
、大
里
で
み
ど
り
の
箱
を
設
置
し
、県
内
初
の
機
械
化

に
よ
る
ご
み
収
集
が
行
わ
れ
る

８
月

東
小
林
汚
水
処
理
場
が
完
成

11
月

市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
る

社
会
福
祉
協
議
会
が
社
会
福
祉
法
人
と
な
る

12
月

国
民
健
康
保
険
施
行
30
周
年
を
迎
え
る（
越
谷
は
国
保
発

祥
の
地
）

川
端
康
成
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
。三
億
円
強
奪

事
件
が
発
生
。小
笠
原
諸
島
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ
れ

る

昭和44年（1969）

３
月

瓦
曽
根
溜
井
埋
立
地
に
市
役
所
庁
舎
並
び
に
県
合
同
庁
舎

が
完
成

４
月

蒲
生
第
二
小
学
校（
校
舎
は
蒲
生
小
学
校
）、県
立
越
谷
北

高
等
学
校
が
開
校

越
谷
市
水
道
事
業
と
越
谷
松
伏
水
道
企
業
団
が
合
併
。越

谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
と
な
る

５
月

養
護
老
人
ホ
ー
ム「
順
正
苑
」が
開
設

県
越
谷
保
健
所
、県
越
谷
土
木
事
務
所
が
開
所

６
月

市
制
施
行
10
周
年
並
び
に
市
庁
舎
新
築
落
成
記
念
式
典
が

執
り
行
わ
れ
る

９
月

給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。市
内
中
学
校
５
校
、小
学
校
５
校

に
給
食
の
配
送
を
開
始

元
助
役
の
池
ノ
谷
与
一
郎
氏
が
名
誉
市
民
に
な
る

10
月

市
役
所
に
市
民
相
談
室
を
開
設

11
月

北
部
浄
水
場
が
完
成

伴
い
増
え
る
交
通
量
に
対
応
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
現
在
の
市
庁
舎
が
完
成
、
市
制
施
行
10
周

年
を
祝
う
式
典
と
と
も
に
新
築
落
成
記
念
式
典

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲福祉会館（昭和40年）

▲大袋にできた初の市営住宅（昭和40年）
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昭和44年

12
月

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が
設
立

ア
ポ
ロ
11
号
が
人
類
初
の
月
面
着
陸
。東
名
高
速
道
路

（
東
京
Ｉ
Ｃ
〜
小
牧
Ｉ
Ｃ
）が
全
面
開
通
。大
学
紛
争
が

激
化
し
、東
大
安
田
講
堂
が
占
拠
さ
れ
機
動
隊
が
出
動

昭和45年（1970）

１
月

文
化
連
盟
が
設
立

２
月

第
１
回
市
民
文
化
祭
が
開
催

３
月

堂
面
橋
の
架
け
替
え
完
成

４
月

南
中
学
校
が
移
転
、東
越
谷
小
学
校（
校
舎
は
越
ヶ
谷
小
学

校
と
増
林
小
学
校
）が
開
校

８
月

新
都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
区
域
と
調
整
区
域
が
決
ま
る

図
書
館
で
図
書
の
巡
回
貸
し
出
し
始
ま
る

10
月

大
塚
伴
鹿
氏
が
市
長
退
任

ご
み
収
集
区
域
が
市
内
全
域
に
な
る

11
月

市
長
選
に
お
い
て
島
村
平
市
郎
氏
が
当
選

埼
玉
県
東
部
地
区
の
４
市
５
町
に
よ
る
埼
玉
県
東
部
広
域

行
政
協
議
会
が
発
足

12
月

神
明
橋
が
開
通

大
阪
で
日
本
万
国
博
覧
会（
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
’70)

が
開
催
。日

航
機
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
。三
島
由
紀
夫
が
割
腹

自
殺
。人
口
が
初
め
て
１
億
人
を
超
え
る（
第
11
回
国
勢

調
査
よ
り
）

昭和46年（1971）

２
月

消
防
署
谷
中
分
署
が
開
署

４
月

大
沢
北
小
学
校
が
開
校

精
神
薄
弱
児（
現
在
の
知
的
障
害
児
）通
園
施
設「
み
の
り

学
園
」が
開
設
さ
れ
る

６
月

県
立
越
谷
青
年
の
家
が
開
所

人
口
が
15
万
人
を
突
破

９
月

第
１
回
交
通
安
全
市
民
集
会
を
開
催

11
月

第
１
回
商
工
物
産
展
が
第
１
体
育
館
で
開
催

12
月

第
１
回
農
業
祭
が
第
１
体
育
館
で
開
催

環
境
庁
を
設
置
。円
が
変
動
相
場
制
へ
移
行

昭和47年（1972）

４
月

大
袋
北
小
学
校（
校
舎
は
大
袋
小
学
校
）、富
士
中
学
校
が

開
校

５
月

三
野
宮
橋
の
架
け
替
え
完
成

６
月

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
る

８
月

戦
後
初
の
花
火
大
会
が
元
荒
川
で
開
催

▲消防署庁舎（昭和42年）

▲見田方遺跡発掘（昭和41年）

昭和40年代
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▲移動図書館しらこばと号（昭和48年）

▲�市制施行10周年並びに市庁舎新築落成
記念式典（昭和44年）

昭和47年

12
月

戸
籍
謄
・
抄
本
、住
民
票
の
写
し
な
ど
の
取
り
次
ぎ
店
を
市

内
５
カ
所
に
設
置

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
大
会
が
開
催
。連
合
赤
軍
浅
間

山
荘
事
件
。沖
縄
が
本
土
に
復
帰
。日
中
国
交
が
回
復

昭和48年（1973）

１
月

公
害
防
止
条
例
が
制
定
さ
れ
る

２
月

移
動
図
書
館
し
ら
こ
ば
と
号
の
巡
回
始
ま
る

３
月

消
防
署
蒲
生
分
署
が
開
署

４
月

蒲
生
南
小
学
校
、北
越
谷
小
学
校（
校
舎
は
大
沢
小
学
校
）

が
開
校

武
蔵
野
線（
新
松
戸
〜
府
中
本
町
）が
開
通
し
南
越
谷
駅

が
開
業

越
谷
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
が
開
業

准
看
護
学
校
が
開
校

県
立
児
童
相
談
所
が
開
設

10
月

島
村
平
市
郎
氏
が
市
長
退
任

11
月

市
長
選
に
お
い
て
黒
田
重
晴
氏
が
当
選

市
営
斎
場
が
東
町
に
完
成

12
月

市
役
所
に
緊
急
処
理
セ
ン
タ
ー
が
開
設

第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
。江
崎
玲
於
奈
氏
が
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
を
受
賞
。70
歳
以
上
の
老
人
医
療
の
無
料
化

を
実
施

昭和49年（1974）

１
月

大
沢
・
大
袋
・
蒲
生
・
南
越
谷
の
４
小
学
校
に
市
内
で
初
め

て
学
童
保
育
室
が
開
設

３
月

市
内
初
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
北
越
谷
地
区
で
完
了

４
月

大
袋
東
小
学
校（
校
舎
は
大
袋
小
学
校
）、北
陽
中
学
校
、

県
立
越
谷
南
高
等
学
校
が
開
校

５
月

北
越
谷
地
区
が
行
政
区
域
と
な
る

第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

６
月

開
発
指
導
要
綱
が
施
行
さ
れ
る

７
月

東
武
伊
勢
崎
線
新
越
谷
駅
が
開
業

９
月

寝
た
き
り
老
人
の
た
め
の
移
動
浴
そ
う
車「
し
あ
わ
せ
号
」

が
ス
タ
ー
ト

11
月

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
宣
言
を
す
る

佐
藤
栄
作
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
。長
島
茂
雄
選

手
が
現
役
引
退
。高
校
進
学
率
が
90
％
を
超
え
る
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昭
和
50
年
代
に
入
る
と
、
住
民
の
医
療
や
福

祉
に
重
点
が
置
か
れ
、
重
度
心
身
障
が
い
者
の

医
療
費
の
無
料
化
や
看
護
専
門
学
校
の
開
校
、

市
立
病
院
の
開
院
が
あ
り
ま
し
た
。
人
口
は

年
々
増
加
し
、
昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）
に
は
、

20
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人
口
の
増

加
に
伴
い
小
・
中
学
校
が
各
地
域
で
相
次
い
で

開
校
さ
れ
ま
し
た
。
市
制
施
行
20
周
年
と
な
る

昭
和
53
年
に
は
、
「
越
谷
市
民
で
あ
る
こ
と
に

誇
り
と
責
任
を
持
ち
、
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま

れ
た
豊
か
な
ま
ち
を
築
く
た
め
限
り
な
い
願
い

を
こ
め
て
」
と
い
う
市
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
54
年
に
は
、
市
民
の
ふ
れ
あ
い
を

目
的
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
越
谷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
、
市
制
施
行
20
周

年
記
念
式
典
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
57
年
に
な
る
と
せ
ん
げ
ん
台
駅
南
陸
橋
が

開
通
し
、
東
西
の
往
来
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　
住
み
よ
い
環
境
と
し
て
、
生
活
の
利
便
性
だ

け
で
な
く
快
適
性
（
ア
メ
ニ
テ
ィ
）
が
求
め
ら

▲市立病院が開院（昭和51年）

福
祉
・
医
療
の
充
実
と

　
　
　
　
　
快
適
な
生
活
へ

昭和50年（1975）

２
月

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
中
期
計
画
策
定

３
月

初
代
市
長
の
大
塚
伴
鹿
氏
が
３
人
目
の
名
誉
市
民
に
な
る

４
月

平
方
小
学
校
、弥
栄
小
学
校
、大
間
野
小
学
校
が
開
校

蒲
生
第
二
小
学
校
に
障
が
い
児
学
級
を
設
置

市
立
高
等
看
護
学
院（
後
の
看
護
専
門
学
校
）が
開
校

９
月

第
１
回
交
通
安
全
市
民
ま
つ
り（
現
在
の
越
谷
市
民
ま
つ

り
）が
開
催

10
月

老
人
農
園
が
開
園

重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費
が
無
料
に
な
る

11
月

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
結
成

第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
株
式

会
社
が
設
立
さ
れ
る

東
海
道
・
山
陽
新
幹
線(

東
京
駅
〜
博
多
駅)

が
全
線
開

通
。ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結
。沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
が

開
催

昭和51年（1976）

１
月

市
立
病
院
が
開
院

４
月

西
方
小
学
校
、宮
本
小
学
校
、栄
進
中
学
校
が
開
校

肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設「
あ
け
ぼ
の
学
園
」が
開
園

９
月

人
口
が
20
万
人
を
突
破

11
月

粗
大
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
が
発
生
。鹿
児
島
市
立
病
院
で
日
本
初

の
五
つ
子
が
誕
生

昭和52年（1977）

３
月

消
防
署
間
久
里
分
署
が
開
署

東
部
清
掃
組
合
し
尿
処
理
場
の
総
合
脱
臭
装
置
が
完
成

４
月

国
道
４
号（
草
加
バ
イ
パ
ス
）越
谷
〜
春
日
部
が
開
通

光
陽
中
学
校
が
開
校

県
立
越
谷
養
護
学
校
が
開
校

11
月

市
長
選
に
お
い
て
島
村
慎
市
郎
氏
が
当
選

黒
田
重
晴
氏
が
市
長
退
任

王
貞
治
選
手
が
７
５
６
号
本
塁
打
を
打
ち
、初
の
国
民

栄
誉
賞
を
受
賞
。有
珠
山（
北
海
道
）が
爆
発
。樋
口
久
子

選
手
が
全
米
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
選
手
権
で
初
優
勝

昭和53年

１
月

都
市
総
合
交
通
規
制
を
実
施

２
月

市
立
病
院
が
越
谷
市
医
師
会
に
加
盟

昭和50年代
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昭和53年（1978）

４
月

鷺
後
小
学
校
、平
方
中
学
校
が
開
校

５
月

勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付
制
度
を
開
始

６
月

流
通
セ
ン
タ
ー
内
に
流
通
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
が
完
成

11
月

市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
市
民
憲
章
、市
の
木
、市
の
花
、

市
の
歌
を
制
定

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
第
２
次
中
期
計
画
を
策
定

新
東
京
国
際
空
港（
成
田
空
港
）が
開
港
。サ
ン
シ
ャ
イ
ン

60
が
完
成
。冒
険
家
の
植
村
直
己
氏
が
世
界
初
の
単
独

北
極
点
到
達
に
成
功

昭和54年（1979）

３
月

下
間
久
里
の
獅
子
舞
が
県
指
定
文
化
財
に
な
る

４
月

明
正
小
学
校
、武
蔵
野
中
学
校
、県
立
越
谷
西
高
等
学
校

が
開
校

６
月

県
営
し
ら
こ
ば
と
水
上
公
園
が
オ
ー
プ
ン

７
月

越
谷
税
務
署
が
開
署

８
月

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
館
。市
制
施
行
20
周

年
・
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
落
成
記
念
式
典
が
執
り

行
わ
れ
る

９
月

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内

に
開
所（
現
在
は
中
央
市
民
会
館
内
）

日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
事
故
が
発
生
。東
京
サ
ミ
ッ
ト
が
開

催
。初
の
国
公
立
大
学
共
通
１
次
試
験
実
施
、受
験
者
約

53
万
人

昭和55年（1980）

４
月

大
袋
中
学
校
が
開
校

市
役
所
別
館
が
完
成

私
立
獨
協
埼
玉
高
等
学
校
が
開
校

５
月

精
神
薄
弱
者（
現
在
の
知
的
障
害
者
）通
所
授
産
施
設「
し

ら
こ
ば
と
職
業
セ
ン
タ
ー
」が
開
所

７
月

水
道
管
理
セ
ン
タ
ー（
現
在
の
越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
庁

舎
）が
完
成

12
月

葛
西
用
水
中
土
手
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
植
え
ら
れ
、平
和

橋
た
も
と
に
フ
ジ
棚
が
で
き
る

れ
る
よ
う
に
な
り
、
越
谷
の
美
し
い
自
然
を
選

ん
だ
越
谷
ア
メ
ニ
テ
ィ
八
景
が
選
ば
れ
、
絵
は

が
き
も
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
58
年
に
は
、

市
制
施
行
25
周
年
・
文
化
都
市
宣
言
記
念
式
典

で
文
化
都
市
宣
言
が
多
数
の
市
民
を
前
に
宣
言

さ
れ
、
越
谷
市
の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま
し
た
。

▲市制施行20周年・越谷コミュニティセンター落成記念式典（昭和54年）

▲市民憲章の碑が完成（昭和53年）
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昭和55年

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争
が
始
ま
る
。１
億
円
拾
得
事
件
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
モ
ス
ク
ワ
大
会
に
日
米
中
独
な
ど
が
不
参
加

昭和56年（1981）

１
月

葛
西
下
流
地
区
地
盤
沈
下
対
策
事
業
と
し
て
古
利
根
堰
の

改
築
に
着
手（
対
策
事
業
は
昭
和
54
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
）

２
月

見
田
方
遺
跡
公
園
に
郷
土
資
料
収
納
館
が
完
成

３
月

第
１
回
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
催

鉄
道
高
架
化
促
進
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
る

４
月

千
間
台
小
学
校
、桜
井
南
小
学
校
、新
栄
中
学
校
が
開
校

地
域
体
育
館
と
し
て
初
の
北
体
育
館
が
開
館

５
月

目
の
不
自
由
な
方
へ
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
始
ま
る

６
月

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
が
福
島
県
二
本
松
市
に
開

館

７
月

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
補
助
制
度
を
開
始

東
部
清
掃
組
合
第
二
工
場
し
尿
処
理
施
設
が
完
成

10
月

台
風
24
号
に
よ
り
市
内
に
被
害
が
で
る

11
月

市
長
選
に
お
い
て
島
村
慎
市
郎
氏
が
再
選

福
井
謙
一
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
。夕
張
炭
鉱（
北

海
道
）で
事
故
が
発
生

昭和57年（1982）

３
月

千
間
台
駅
南
陸
橋
が
開
通

元
教
育
長
の
秋
山
長
作
氏
が
４
人
目
の
名
誉
市
民
に
な
る

４
月

南
体
育
館
が
開
館

県
立
越
谷
東
高
等
学
校
が
開
校

５
月

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
る

６
月

福
祉
環
境
整
備
要
綱
が
実
施
さ
れ
る

越
谷
ア
メ
ニ
テ
ィ
八
景
が
市
民
投
票
で
決
定

８
月

都
市
提
携
委
員
会
が
発
足

９
月

台
風
18
号
に
よ
り
市
内
に
被
害
が
で
る

11
月

法
務
局
が
東
越
谷
に
開
設

▲第1回消費生活展（昭和58年）

▲�千間台駅南陸橋が開通（昭和57年）

昭和50年代
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▲市制施行25周年・文化都市宣言記念式典（昭和58年）

▲市立図書館が開館（昭和58年）

昭和57年

12
月

越
谷
警
察
署
が
東
越
谷
に
新
築
・
移
転

新
方
川
改
修
が
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
に
採

択
さ
れ
る

日
航
機
が
羽
田
沖
に
墜
落
。新
し
く
５
０
０
円
硬
貨
が

発
行
さ
れ
る
。東
北
新
幹
線
、上
越
新
幹
線
が
開
通

昭和58年（1983）

３
月

環
境
管
理
計
画
を
策
定

４
月

公
共
下
水
道
が
蒲
生
の
一
部
で
供
用
開
始

大
相
模
中
学
校
が
開
校

市
立
図
書
館
が
東
越
谷
に
開
館

５
月

第
１
回
市
民
環
境
賞
が
決
定

６
月

蒲
生
電
話
局
が
開
局

７
月

移
動
図
書
館
し
ら
こ
ば
と
号
が
２
台
に
な
る

９
月

第
１
回
伝
統
的
地
場
産
業
合
同
展
示
会
を
開
催

11
月

市
制
施
行
25
周
年
・
文
化
都
市
宣
言
記
念
式
典
が
執
り
行

わ
れ
る

第
１
回
消
費
生
活
展
を
開
催

12
月

消
防
署
大
相
模
分
署
が
開
署

越
谷
ひ
な
人
形
が
県
伝
統
的
手
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
る

大
韓
航
空
機
墜
落
事
件
。三
宅
山
噴
火
。東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
が
開
園

昭和59年（1984）

３
月

越
谷
総
合
食
品
地
方
卸
売
市
場
が
開
場

第
２
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
を
策
定

４
月

千
間
台
中
学
校
が
開
校

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
け
や
き
荘
が
開
館

建
築
行
政
全
般
を
司
る
特
定
行
政
庁
と
な
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
と
姉
妹
都
市
提
携
調
印

５
月

西
体
育
館
が
開
館

９
月

越
谷
の
だ
る
ま
が「
越
谷
張
子
だ
る
ま
」と
し
て
県
伝
統
的

手
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
る

グ
リ
コ
・
森
永
事
件
。１
万
円
、５
０
０
０
円
、１
０
０
０

円
の
新
札
が
発
行
さ
れ
る
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
衛
星
テ
レ
ビ
放
送

開
始
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日
本
経
済
が
安
定
成
長
に
移
行
し
た
こ
ろ
か

ら
人
口
の
増
加
が
落
ち
着
き
は
じ
め
、
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
な
ど
の
健
康
的
で
余
暇
を
楽
し

む
生
活
が
求
め
ら
れ
、
各
施
設
の
整
備
や
各
種

団
体
の
育
成
な
ど
の
施
策
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）
に
は
、
人
口
が
25
万

人
を
突
破
し
ま
し
た
。
ま
た
、
快
適
で
便
利
な

生
活
が
営
め
る
よ
う
、
道
路
や
橋
、
公
園
、
公

共
下
水
道
、
鉄
道
の
複
々
線
高
架
化
工
事
な
ど

都
市
基
盤
の
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和

62
年
に
は
、
児
童
館
コ
ス
モ
ス
の
開
館
や
県
民

健
康
福
祉
村
の
オ
ー
プ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
昭

和
63
年
に
は
、
市
制
施
行
30
周
年
を
記
念
し
て

「
シ
ラ
コ
バ
ト
」
が
市
の
鳥
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
平
成
に
入
る
と
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
の
連
続

立
体
交
差
事
業
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
３

年
（
１
９
９
１
）
に
は
、
近
隣
公
園
と
し
て
全

国
初
の
本
格
的
日
本
庭
園
「
花
田
苑
」
が
、

平
成
５
年
に
は
「
こ
し
が
や
能
楽
堂
」
が
開

▲市制30周年記念式典（平成元年）

快
適
で
便
利
な
生
活
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
都
市
基
盤
を
整
備

昭和60年（1985）

１
月

地
盤
沈
下
対
策
事
業
と
し
て
逆
川
改
修
が
始
ま
る

３
月

ア
メ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
計
画
を
策
定

４
月

防
災
行
政
無
線
を
市
内
98
カ
所
に
設
置

東
部
清
掃
組
合
第
二
工
場
ご
み
処
理
施
設
が
稼
働

５
月

人
口
が
25
万
人
を
突
破

７
月

全
国
初
の
ふ
れ
あ
い
公
園（
借
地
方
式
）制
度
を
開
始

９
月

環
境
保
全
条
例
が
制
定
さ
れ
る

10
月

市
長
選
に
お
い
て
島
村
慎
市
郎
氏
が
３
選

11
月

市
立
病
院
で
世
界
初
の
卵
管
内
受
精
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
が

誕
生

第
１
次
行
政
改
革
大
綱
が
策
定
さ
れ
る

日
航
機
が
御
巣
鷹
山（
群
馬
県
）に
墜
落
。つ
く
ば
で
国

際
科
学
技
術
博
覧
会
が
開
催

昭和61年（1986）

１
月

環
境
保
全
条
例
を
施
行

４
月

越
谷
郵
便
局
の
新
局
舎
が
完
成

地
裁
家
裁
簡
易
裁
判
所
が
東
越
谷
に
移
転

県
立
越
谷
総
合
技
術
高
等
学
校
が
開
校

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
か
ら
の
初
の
公
式
使
節
団
が
来
市

５
月

あ
だ
た
ら
高
原「
ふ
れ
あ
い
の
森
」の
植
樹
を
開
始

８
月

台
風
10
号
に
よ
り
市
内
に
被
害
が
で
る

10
月

越
谷
駅
前
通
り
の
電
線
埋
設
工
事
が
始
ま
る

新
方
川
・
綾
瀬
川
が
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

に
採
択
さ
れ
る

11
月

定
使
野
橋
が
開
通

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
号
」爆
発
。大
島

三
原
山
大
噴
火
。チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
。東
京
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催

昭和62年（1987）

３
月

越
ヶ
谷
久
伊
豆
神
社
周
辺
と
宮
内
庁
埼
玉
鴨
場
を
環
境
保

全
区
域
に
指
定

５
月

児
童
館
コ
ス
モ
ス
が
開
館

県
民
健
康
福
祉
村
が
オ
ー
プ
ン
す
る

６
月

せ
ん
げ
ん
台
駅
東
口
が
放
置
自
転
車
整
理
区
域
に
指
定
さ

れ
る

７
月

小
鹿
野
町
に
市
民
保
養
施
設「
お
が
の
山
荘
」を
開
設

昭和60年～平成6年
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昭和62年（1987）

９
月

総
合
体
育
館
が
完
成

11
月

東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
連
続
立
体
交
差
事
業
が
計
画
決
定
さ

れ
る

利
根
川
進
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受
賞
。国
鉄

が
分
割
民
営
化
さ
れ
る

昭和63年（1988）

１
月

第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
新
築

２
月

越
谷
梅
林
公
園
が
開
園

３
月

さ
い
た
ま
博
開
幕
、越
谷
ブ
ー
ス
お
よ
び
伝
統
的
手
工
芸

品
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置

４
月

県
立
越
谷
西
養
護
学
校
が
開
校

姉
妹
都
市
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
に
茶
室「
越
谷
亭
」を
贈

呈

５
月

市
立
病
院
が
中
国
・
丹
東
市
第
一
医
院
と
友
好
病
院
提
携

６
月

保
健
セ
ン
タ
ー
が
開
館

越
谷
市
教
育
委
員
会
と
ハ
ワ
イ
州
教
育
局
の
教
師
相
互
派

遣
協
定
を
調
印

８
月

市
道
30
路
線
の
愛
称
が
決
定

10
月

あ
だ
た
ら
高
原「
ふ
れ
あ
い
の
森
」の
植
樹
が
完
了

11
月

市
制
施
行
30
周
年
、「
シ
ラ
コ
バ
ト
」を
市
の
鳥
に
制
定

北
部
市
民
会
館
が
開
館

世
界
最
長
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
。東
京
ド
ー
ム
が
完

成

平成元年（1989）

１
月

建
設
省
か
ら
63
年
度
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
シ
テ
ィ
の
指
定

を
受
け
る

４
月

市
制
30
周
年
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
る

７
月

越
谷
都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
連

続
立
体
交
差
事
業
が
着
工
開
始

８
月

越
谷
駅
西
口
が
開
設

10
月

市
長
選
に
お
い
て
島
村
慎
市
郎
氏
が
４
選

11
月

初
代
越
谷
市
長
で
名
誉
市
民
の
大
塚
伴
鹿
氏
の
市
葬
が
行

わ
れ
る

昭
和
天
皇
崩
御
、平
成
に
改
元
。消
費
税（
３
％
）が
導
入

さ
れ
る
。ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
。東
京
証
券
取
引
所
の
平

均
株
価
が
史
上
最
高
値（
３
万
８
９
１
５
円
）を
つ
け
る

館
し
ま
し
た
。
平
成
６
年
に
は
、
伊
勢
崎
線
の

一
部
高
架
が
開
通
し
、
元
荒
川
以
南
の
踏
切
８

カ
所
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、市
の
鳥
「
シ

ラ
コ
バ
ト
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
し
ら
こ
ば
と
橋

が
開
通
し
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

▲越谷駅前通りの電線埋設工事が行われる（昭和60年代）

▲総合体育館が完成（昭和62年）

23 越 谷 市 制 施 行 6 0 周 年 記 念 誌

第
1
章

越

谷

市

60
年

の

あ

ゆ

み

802740　越谷市60周年誌_(P06-33_年表)　再念校.indd   23 2018/10/05   10:57



平成2年（1990）

２
月

「
越
谷
発
・
地
球
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

３
月

吉
越
橋
が
開
通

４
月

花
田
小
学
校
が
開
校

７
月

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
シ
テ
ィ
整
備
基
本
計
画
が
承
認
さ
れ

るこ
し
が
や
能
楽
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
を
開
始

８
月

花
田
第
六
公
園
に
宇
田
家
長
屋
門
が
復
元

10
月

環
境
庁
の「
ア
メ
ニ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
優
良
地
方
公
共
団
体

表
彰
」を
受
け
る

バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
。東
西
ド
イ
ツ
が
統
一
、ド
イ
ツ
連

邦
共
和
国
が
誕
生
。大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
第
１
回
試

験
を
実
施

平成３年（1991）

３
月

建
設
省「
う
る
お
い
・
緑
・
景
観
モ
デ
ル
事
業
」の
指
定
を
受

け
る

４
月

第
２
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー

ト

５
月

県
東
南
部
都
市
連
絡
調
整
会
議
が
発
足

８
月

自
治
省
の「
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
構
想
」の
指
定

を
受
け
る

９
月

台
風
18
号
に
よ
り
市
内
に
被
害
が
で
る

10
月

近
隣
公
園
と
し
て
全
国
初
の
本
格
的
日
本
庭
園「
花
田
苑
」

が
開
園

大
杉
橋
が
開
通

第
１
回
建
築
景
観
賞
を
決
定

越
谷
市
で
初
の
国
際
会
議「
第
７
回
日
仏
ア
メ
ニ
テ
ィ
会

議
」を
開
催

11
月

全
国
か
ら
約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
、「
地
域
づ
く
り
全
国

交
流
会
議
」を
開
催

貯
水
量
40
万
ト
ン
の
大
吉
調
節
池
が
完
成

12
月

新
栄
橋
が
開
通

湾
岸
戦
争
が
始
ま
る
。雲
仙
普
賢
岳
が
約
２
０
０
年
ぶ

り
に
噴
火
。ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
消
滅
し
、11
の
共
和
国
へ

平成４年

２
月

向
畑
橋
が
開
通

４
月

中
央
市
民
会
館
が
開
館

テ
レ
ビ
広
報
番
組「
い
き
い
き
越
谷
」が
ス
タ
ー
ト

６
月

第
１
回
子
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

▲日本庭園「花田苑」が開園（平成3年）

▲大吉調節池が完成（平成3年）

昭和60年～平成6年
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▲中央市民会館が開館（平成4年）

▲大杉橋が開通（奥は旧橋）（平成3年）

平成４年（1992）

７
月

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー「
こ
ば
と
館
」（
中
央
市
民
会
館
内
）

が
開
館

８
月

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
南
部
出
張
所
が
開
所

国
際
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
'92
こ
し
が
や
を
開
催

９
月

環
境
庁
の
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
実
験
都
市「
エ
コ

ト
ピ
ア
２
０
０
０
」に
指
定
さ
れ
る

フ
ラ
ン
ス
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
市
で
越
谷
市
設
計
の
日
本
庭
園
起

工
式
が
行
わ
れ
る

日
本
人
宇
宙
飛
行
士
毛
利
衛
氏
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

「
エ
ン
デ
バ
ー
号
」に
搭
乗
。国
連
平
和
維
持
活
動
協
力
法

（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
）が
成
立

平成５年（1993）

２
月

環
境
自
治
体
国
際
会
議
'93
こ
し
が
や
が
開
催

３
月

エ
コ
ト
ピ
ア
計
画
を
策
定

４
月

資
源
化
セ
ン
タ
ー
内
の
不
燃
物
処
理
・
資
源
化
施
設
稼
働

千
代
田
橋
が
開
通

５
月

日
本
文
化
伝
承
の
館「
こ
し
が
や
能
楽
堂
」が
開
館

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
く
す
の
き
荘
が
開
館

６
月

資
源
化
セ
ン
タ
ー
に
全
国
初
の
フ
ロ
ン
回
収
装
置
を
導
入

10
月

東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線（
下
り
）の
一
部
高
架
が
開
通

市
長
選
に
お
い
て
島
村
慎
市
郎
氏
が
５
選

皇
太
子
徳
仁
親
王
、小
和
田
雅
子
さ
ん
と
ご
成
婚
。日
本

初
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー「
Ｊ
リ
ー
グ
」が
開
幕

平成６年（1994）

２
月

救
急
救
命
士（
１
月
誕
生
）に
よ
る
高
規
格
救
急
車
が
稼
働

農
水
省
主
催
の「
農
村
環
境
保
全
機
能
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を

開
催

総
合
福
祉
計
画
を
策
定

４
月

資
源
化
セ
ン
タ
ー
に
、不
燃
ご
み
の
最
終
残
渣
ゼ
ロ
を
目

指
し
、比
重
差
選
別
機
導
入

８
月

架
け
替
え
た
不
動
橋
が
開
通

９
月

市
民
球
場
が
オ
ー
プ
ン
建
設
省
の
平
成
６
年
度
環
境
共
生

モ
デ
ル
都
市（
エ
コ
シ
テ
ィ
）に
指
定
さ
れ
る

10
月

図
書
館
に
野
口
冨
士
男
文
庫
を
開
設

11
月

東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線（
上
り
）の
一
部
高
架
が
開
通
し
、元

荒
川
以
南
の
踏
切
８
カ
所
が
解
消

し
ら
こ
ば
と
橋
が
開
通

松
本
サ
リ
ン
事
件
が
発
生
。大
江
健
三
郎
氏
が
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
を
受
賞
。関
西
国
際
空
港
が
開
港

25 越 谷 市 制 施 行 6 0 周 年 記 念 誌
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地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
個
性
的
で
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
人
口
の
増
加
も
緩
や
か
と
な
り
都
市
施

設
が
充
実
し
、
成
長
す
る
ま
ち
か
ら
成
熟
す
る

ま
ち
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
安
心
し

て
健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
、
自

然
と
共
生
す
る
緑
豊
か
な
ま
ち
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
に
は
、
県
立
越

谷
西
高
等
学
校
が
市
内
で
初
の
夏
の
甲
子
園
出

場
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
平
成
８
年
に

は
、
人
口
が
30
万
人
を
突
破
し
、
平
成
９
年
に

は
、
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
が
越
谷
駅
以
南
で
高

架
複
々
線
と
な
り
、
ま
す
ま
す
利
便
性
が
高
ま

り
ま
し
た
。
平
成
10
年
に
は
、
市
制
施
行
40
周

年
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
、
市
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
と
子
ど
も
憲
章
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
11
年
に
は
、
福
祉
の
ま
ち
の
実
現
を
目
指

し
て
福
祉
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

▲市制施行40周年記念式典（平成10年）

越
谷
ら
し
さ
を
前
面
に
打
ち
出
し
た

�

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ

平成７年（1995）

１
月

阪
神
・
淡
路
大
震
災
へ
救
援
活
動

４
月

都
市
防
災
河
川
等
整
備
構
想
を
策
定

第
三
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

５
月

児
童
館
ヒ
マ
ワ
リ
が
開
館

赤
山
交
流
館
が
開
館

８
月

県
立
越
谷
西
高
等
学
校
が
市
内
の
高
校
と
し
て
初
の
甲
子

園
出
場

公
共
施
設
案
内
・
予
約
シ
ス
テ
ム「
越
谷
コ
ミ
ネ
ッ
ト
」が
ス

タ
ー
ト

９
月

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
が
開
園

10
月

東
部
清
掃
組
合
第
一
工
場
発
電
所
が
本
格
稼
働

群
馬
県
高
崎
市
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
を
締
結

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
。地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
発

生
。円
相
場
が
１
ド
ル
70
円
台
に

平成８年（1996）

１
月

第
２
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

４
月

消
防
署
大
袋
分
署
が
開
署

越
谷
甲
冑
が
県
伝
統
的
手
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
る

市
立
病
院
に
院
内
学
級「
お
お
ぞ
ら
学
級
」が
開
設

５
月

大
沢
北
交
流
館
が
開
館

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
で
公
立
動
物
園
で
は
全
国
初

と
な
る
ク
ル
マ
サ
カ
オ
ウ
ム
の
人
工
ふ
化
に
成
功

６
月

緑
の
森
公
園
越
谷
市
弓
道
場
が
オ
ー
プ
ン

都
市
防
災
河
川
等
整
備
構
想
に
基
づ
く
防
災
取
水
ピ
ッ
ト

と
マ
ン
ホ
ー
ル
の
第
１
号
が
完
成

７
月

福
島
県
二
本
松
市
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
を
締
結

10
月

南
部
図
書
室（
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）が
開
設

12
月

人
口
が
30
万
人
を
突
破

日
米
が
普
天
間
飛
行
場
沖
縄
県
な
ど
の
返
還
に
合
意
。病

原
性
大
腸
菌「
Ｏ
１
５
７
」に
よ
る
感
染
被
害
が
相
次
ぐ

平成９年（1997）

３
月

越
谷
駅
以
南
の
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
が
高
架
複
々
線
と
な

り
、新
越
谷
駅
に
も
準
急（
現
在
の
急
行
）が
停
車

４
月

保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
新
越
谷
駅
前
に
開
設

５
月

相
生
陸
橋
が
開
通

10
月

市
長
選
に
お
い
て
板
川
文
夫
氏
が
当
選

平成７年～平成20年
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平成９年

11
月

島
村
慎
市
郎
氏
が
市
長
退
任

市
立
病
院
の
院
内
学
級「
お
お
ぞ
ら
学
級
」が
、東
越
谷
小

学
校
、東
中
学
校
と
双
方
向
の
通
信
シ
ス
テ
ム
で
結
ば
れ

る
。院
内
学
級
と
学
校
間
で
は
全
国
初

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
が
開
通
。香
港
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら

中
国
に
返
還
さ
れ
る
。消
費
税
が
５
％
に
な
る

平成10年（1998）

３
月

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
に
ワ
ラ
ビ
ー
が
贈
ら
れ
る

市
立
病
院
の
増
改
築
工
事
が
完
了
し
４
８
１
床
に
な
る

４
月

県
東
南
部
５
市
１
町
で
公
共
施
設
の
相
互
利
用（
公
共
施

設
の
一
部
を
同
一
申
込
み
時
期
、同
一
料
金
で
利
用
可
能
）が

開
始

５
月

蒲
生
公
民
館「
パ
コ
ム
」が
開
館

出
羽
公
園
越
谷
市
相
撲
場
が
オ
ー
プ
ン

獨
協
医
科
大
学
越
谷
病
院
内
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
開

設

６
月

障
害
者
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー「
し
ん
め
い
」が
開
設

７
月

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
開
設

蒲
生
交
流
館
、南
部
交
流
館
が
開
館

11
月

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
る

子
ど
も
憲
章
、市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野
大
会
が
開
催
。郵
便
番
号
が
５

桁
か
ら
７
桁
へ
変
更

平成11年（1999）

１
月

越
谷
市
子
育
て
サ
ロ
ン
が
開
設

４
月

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
併
設
し
た
新
方
公
民
館「
な
の

は
な
」が
開
館

埼
玉
県
立
大
学
が
開
校

埼
玉
東
部
清
掃
組
合
が
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
に
改
称

９
月

越
谷
市
福
祉
憲
章
を
制
定

12
月

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

地
域
振
興
券
が
発
行
さ
れ
る
。脳
死
移
植
が
初
め
て
行
わ

れ
る

平成12年（2000）

２
月

市
役
所
第
二
庁
舎
が
完
成

４
月

第
３
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト

11
月

桜
井
公
民
館「
あ
す
ぱ
る
」が
開
館

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
。三
宅
島
噴
火
で
全
島
民
避
難
。

白
川
英
樹
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

め
る
た
め
、
第
３
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
が

平
成
12
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
16
年
に

は
、
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
の
開
催
、
国
道
４

号
東
埼
玉
道
路
が
開
通
し
ま
し
た
。
平
成
20
年
、

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
の
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
が
開

業
し
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
が
ま
ち
び
ら
き
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典

が
執
り
行
わ
れ
、
国
の
安
全
と
市
民
一
人
ひ
と

り
の
幸
せ
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
い

平
和
都
市
宣
言
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

▲埼玉県立大学が開学（平成11年）

▲県立越谷西高校が甲子園に初出場
　（平成7年）
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平成13年（2001）

３
月

東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
の
高
架
複
々
線
化
が
完
成

第
１
回
越
谷
市
美
術
展
覧
会
を
開
催

５
月

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー「
ミ
ラ
ク
ル
」が
開
館

７
月

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
越
谷
」が
オ
ー
プ

ン

10
月

市
長
選
に
お
い
て
板
川
文
夫
氏
が
再
選

ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
。野
依
良
治
氏
が

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

平成14年（2002）

11
月

南
越
谷
公
民
館「
パ
レ
ッ
ト
」が
開
館

い
き
い
き
館（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
の
き
荘
と
市
民

プ
ー
ル
の
複
合
施
設
）が
開
館

12
月

小
児
夜
間
急
患
診
療
所
が
開
所

福
祉
保
健
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
が
開
始

し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
競
技
場
が
オ
ー
プ
ン

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
共
同
開
催
。ノ
ー
ベ
ル
賞

W
受
賞（
物
理
学
賞
・小
柴
昌
俊
氏
、化
学
賞
・田
中
耕
一
氏
）

平成15年（2003）

３
月

東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
と
地
下
鉄
半
蔵
門
線
・
東
急
電
鉄
田

園
都
市
線
が
相
互
乗
り
入
れ
開
始

４
月

特
例
市
に
移
行

消
防
本
庁
舎
が
開
設

10
月

越
谷
市
ま
ち
の
整
備
に
関
す
る
条
例
を
施
行

新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
ア
ジ
ア
で
流
行
。米
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル「
コ
ロ
ン
ビ
ア
号
」が
空
中
分
解
。個
人
情
報
保

護
法
が
成
立
、住
基
ネ
ッ
ト
が
本
格
稼
動

平成16年（2004）

４
月

市
内
13
地
区
に
地
区
セ
ン
タ
ー
を
設
置

９
月

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
開
催
、サ
ッ
カ
ー（
成
年
女
子
）が
行

わ
れ
る

10
月

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
開
催
、軟
式
野
球（
成
年
）、バ
レ
ー

ボ
ー
ル（
成
年
男
子
６
人
制
）が
行
わ
れ
る

国
道
４
号
東
埼
玉
道
路
が
一
部
開
通

11
月

保
存
民
家
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
の
一
般
公
開
を
開
始

新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
。台
風
が
相
次
ぎ
、日
本
列
島

へ
の
上
陸
が
最
多
の
10
個
に
。79
年
ぶ
り
に
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
発
生

平成17年

３
月

市
立
看
護
専
門
学
校
が
閉
校

４
月

産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー「
ス
テ
ッ
プ
ワ
ー
ク
こ
し
が
や
」

が
オ
ー
プ
ン

７
月

越
谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
施
行

▲保存民家大間野町旧中村家住宅の一般公開を開始（平成16年）

▲�第１回越谷市美術展覧会（平成13年）

平成７年～平成20年
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▲市制施行50周年記念式典（平成20年）▲平和都市宣言の碑（平成20年）

▲�越谷レイクタウンオープニングフェスタ
（平成20年）

平成17年（2005）

８
月

越
谷
市
斎
場（
増
林
）の
供
用
を
開
始

10
月

市
長
選
に
お
い
て
板
川
文
夫
氏
が
３
選

11
月

農
産
物
直
売
所
蒲
生
店「
と
れ
と
れ
の
」が
オ
ー
プ
ン

Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
線
で
脱
線
事
故
。愛
知
県
で
日
本
国

際
博
覧
会(

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
０
５)

が
開
催
。耐
震
強
度
の

偽
装
で
不
安
が
広
が
る

平成18年（2006）

４
月

荻
島
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館「
た
ん
ぽ
ぽ
」が
開
館

第
３
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー

ト中
学
校
の
学
校
選
択
制
を
導
入

ご
み
の
分
別
方
法
が
変
更（
８
品
目
か
ら
15
品
目
へ
）

10
月

南
越
谷
公
民
館
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら
優
良
公
民
館
表
彰

を
受
賞

11
月

病
後
児
保
育
室
が
開
設

ワ
ー
ル
ド
・ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）で
王

ジ
ャ
パ
ン
が
初
代
王
者
に
。人
口
動
態
統
計
で
初
の
自
然

減
、人
口
減
社
会
に
突
入

平成19年（2007）

４
月

増
林
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
、教
育
セ
ン
タ
ー
が
開
館

市
民
課
で
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）の
申
請
・
発
給
業
務
を
開
始

南
越
谷
地
区
が
市
内
13
番
目
の
行
政
区
と
な
る

８
月

最
高
気
温
40
・
４
度
を
記
録

10
月

越
谷
社
会
保
険
事
務
所
が
オ
ー
プ
ン

11
月

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

賞
味
期
限
改
ざ
ん
や
原
材
料
偽
装
な
ど
が
続
き
、「
食
」の

安
全
・
信
頼
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
。日
本
列
島
74
年
ぶ
り
猛

暑
、熊
谷
市（
埼
玉
県
）・
多
治
見
市（
岐
阜
県
）で
40
・
９
度

平成20年（2008）

３
月

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
が
開
業

市
民
保
養
施
設
お
が
の
山
荘
を
廃
止

４
月

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
が
ま
ち
び
ら
き

越
谷
市
安
全
で
安
心
な
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
、越
谷
市

路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る
条
例
を
施
行

８
月

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
大
会
を
開
催

11
月

市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
る

平
和
都
市
宣
言
を
す
る

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
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人
口
増
加
社
会
か
ら
人
口
減
少
社
会
へ
と
移

り
ゆ
く
な
か
で
、
全
国
の
自
治
体
は
以
前
に
も

増
し
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

越
谷
市
で
も
中
核
市
へ
の
移
行
を
主
に
、
よ
り

市
民
に
身
近
で
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
（
２
０
０
9
）
に
は
、
越
谷
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
越
谷
市
自
治
基

本
条
例
が
制
定
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

23
年
に
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
越

谷
市
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
平

成
24
年
に
は
、
越
谷
駅
東
口
に
越
谷
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
が
完
成
。
再
開
発
事
業
も
完
了
し
、
越

谷
駅
前
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。
平
成

25
年
に
は
市
北
部
を
竜
巻
が
襲
い
、
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
に
は
、

越
谷
市
が
中
核
市
に
移
行
。
越
谷
市
保
健

所
の
運
用
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
梶

田
隆
章
さ
ん
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
、

▲越谷市障害者就労訓練施設「しらこばと」が開設（平成23年）

中
核
市
・
越
谷
の
誕
生

�

さ
ら
に
便
利
で
豊
か
な
ま
ち
へ

（年表で★マークのあるものは、「越谷市　この10年間の変遷」（P.34～41）に掲載しています）

平成21年～平成30年

平成21年（2009）

４
月

大
相
模
地
区
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
オ
ー
プ
ン

大
相
模
調
節
池
に
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
が
オ
ー
プ
ン

８
月

越
谷
駅
東
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
、再
開
発
ビ
ル

着
工

９
月

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
を
施
行
★

10
月

市
長
選
挙
で
高
橋
努
氏
が
初
当
選

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
が
環
境
に
配
慮
し
た
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
国
際
賞（
リ
ブ
コ
ム
ア
ワ
ー
ド
２
０
０
９
）プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
部
門
で
金
賞

11
月

板
川
文
夫
氏
が
市
長
退
任

日
本
人
４
人
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
。後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
長
寿
医
療
制
度
）ス
タ
ー
ト

平成22年（2010）

４
月

福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
が
開
設

７
月

市
長
と
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催

９
月

越
谷
市
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト

10
月

中
学
校
修
了
ま
で
医
療
費
が
原
則
無
料
に

越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
が
開
園
★

裁
判
員
裁
判
始
ま
る
。ポ
ッ
プ
ス
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
、

マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
さ
ん
死
去

平成23年（2011）

１
月

越
谷
い
ち
ご
観
光
農
園
が
開
園
★

３
月

東
日
本
大
震
災
が
発
生
。帰
宅
困
難
者
対
策
、避
難
者
支
援
、

放
射
線
対
策
を
実
施
★

４
月

障
が
い
者
の
就
労
支
援
と
地
域
交
流
の
拠
点「
し
ら
こ
ば

と
」が
開
設

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト

６
月

こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
が
ス
タ
ー
ト

10
月

地
域
の
支
え
合
い
と
憩
い
の
場「
ふ
ら
っ
と
」が
も
う
開
設
★

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
が
ス
タ
ー
ト

11
月

「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
」に
特
別
住
民
票
を
交
付

東
日
本
大
震
災
、原
発
事
故
で
甚
大
被
害
。な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
、サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
優
勝
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越
谷
市
名
誉
市
民
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

28
年
に
は
、
星
奈
津
美
さ
ん
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
２
大
会
連
続
と
な
る
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

越
谷
市
民
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲越谷ツインシティがオープン（平成24年）

▲「ガーヤちゃん」に特別住民票を
　交付（平成23年）

平成24年（2012）

４
月

市
役
所
東
側
に
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が
完
成
★

成
人
夜
間
急
患
診
療
所
が
開
設

６
月

越
谷
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
Ｂ
シ
テ
ィ
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
オ
ー
プ
ン
★

７
月

星
奈
津
美
選
手
、足
立
夢
実
選
手
が
ロ
ン
ド
ン
大
会
に
出

場
。星
選
手
が
銅
メ
ダ
ル
獲
得
★

８
月

全
国
中
学
校
剣
道
大
会
を
開
催
。越
谷
市
か
ら
も
個
人
戦

３
人
、団
体
戦
１
チ
ー
ム
が
出
場

９
月

越
谷
駅
東
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
が
完
了
し
、越

谷
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
が
オ
ー
プ
ン
★

山
中
伸
弥
氏
に
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
。東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
完
成
。地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
完
了

平成25年（2013）

４
月

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設

９
月

市
北
部
に
甚
大
な
竜
巻
被
害
が
発
生
★

10
月

駅
の
橋
上
化
と
東
西
自
由
通
路
の
開
通
に
よ
り
利
用
し
や

す
く
な
っ
た
新
し
い
大
袋
駅
舎
が
誕
生

「
ふ
ら
っ
と
」お
お
ぶ
く
ろ
が
開
設
★

月
１
回
の
休
日
市
民
課
業
務
を
開
始

11
月

越
谷
市
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
を
新
設

12
月

出
羽
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
が
オ
ー
プ
ン
。地
区
セ
ン

タ
ー
・
公
民
館
初
の
太
陽
光
発
電
を
採
用

特
定
秘
密
保
護
法
が
成
立
。２
０
２
０
年
夏
季
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
開
催
決
定

平成26年（2014）

３
月

サ
ン
シ
テ
ィ
２
階
に
南
部
出
張
所
が
移
転

９
月

サ
ン
シ
テ
ィ
６
階
に
新
南
部
図
書
室
が
オ
ー
プ
ン

10
月

市
指
定
有
形
文
化
財「
旧
東
方
村
中
村
家
住
宅
」が
開
館

11
月

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー「
越
谷
」の
交
付
ス
タ
ー
ト
★

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了
★

日
本
人
３
人
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
。消
費
税
が
８
％
に
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▲旧東方村中村家住宅が開館（平成26年）

▲�新しい大袋駅舎が誕生（平成25年）

平成27年（2015）

１
月

越
谷
い
ち
ご
タ
ウ
ン
が
開
園
★

３
月

小
児
、成
人
の
夜
間
急
患
診
療
所
を
統
合
し
、越
谷
市
保
健

所
内
に
移
設

４
月

県
か
ら
福
祉
、保
健
衛
生
、環
境
分
野
な
ど
の
事
務
の
移
譲

を
受
け
、中
核
市
・
越
谷
が
誕
生
★

越
谷
市
保
健
所
が
開
設
★

越
谷
市
消
防
本
部
に
高
度
救
助
隊
が
発
足

原
付
バ
イ
ク
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

を
開
始
★

９
月

台
風
18
号
に
伴
う
記
録
的
な
大
雨
の
影
響
に
よ
り
、市
内

各
所
で
大
き
な
被
害
が
発
生
★

10
月

梶
田
隆
章
・
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
長
が
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
決
定
★

11
月

木
下
半
助
商
店
の「
店
舗
及
び
土
蔵
・
石
蔵
・
主
屋
・
稲
荷

社
」が
国
の
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）に
登
録

12
月

市
内
４
カ
所
目
と
な
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
の
き
荘
が

オ
ー
プ
ン

梶
田
隆
章
氏
な
ど
日
本
人
科
学
者
２
人
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
始
ま
る

平成28年（2016）

２
月

梶
田
隆
章
氏
に
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
呈
★

３
月

越
谷
市
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局「
こ
し
が
や
エ
フ
エ

ム
」が
開
局

４
月

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト

越
谷
市
商
工
会
が
越
谷
商
工
会
議
所
へ
移
行

６
月

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区
が
都
市
景
観
大
賞（
国
土
交
通

大
臣
賞
）を
受
賞

８
月

星
奈
津
美
選
手
、杉
町
マ
ハ
ウ
選
手
が
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

大
会
に
出
場
。星
選
手
が
銅
メ
ダ
ル
獲
得
★

野
島
に
あ
る
浄
山
寺
の「
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
」が
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定

９
月

星
奈
津
美
選
手
に
市
民
栄
誉
賞
を
贈
呈
★

熊
本
地
震
、死
者
１
５
０
人
超
。大
隅
良
典
氏
に
ノ
ー
ベ

ル
生
理
学
・
医
学
賞

（年表で★マークのあるものは、「越谷市　この10年間の変遷」（P.34～41）に掲載しています）
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▲大塚商会アルファーズ（現�大塚商会越谷アルファーズ）に支援書を交付（平成29年）

▲�リオデジャネイロ大会に出
場する星選手をイオンレ
イクタウンで行われたパブ
リックビューイングで応援。
銅メダル獲得の当日に広報
こしがやの号外も発行された
（平成28年）

平成29年（2017）

２
月

中
心
市
街
地
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
目
指
し
て
株
式
会
社

中
央
住
宅
と
基
本
協
定
を
締
結
。油
長
内
蔵
が
市
に
寄
贈

さ
れ
る

越
谷
市
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
が
開
設

３
月

越
谷
八
潮
線
が
市
内
全
線
開
通

４
月

病
児
保
育
室
が
開
設

５
月

新
観
光
物
産
拠
点
施
設「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
の
蔵
屋
敷
」が

オ
ー
プ
ン
★

８
月

消
防
署
谷
中
分
署
が
開
署

小
学
校
30
校
、中
学
校
15
校
に
空
調
設
備
の
設
置
が
完
了

10
月

市
長
選
挙
で
高
橋
努
氏
が
３
選

11
月

大
塚
商
会
ア
ル
フ
ァ
ー
ズ
を
母
体
と
す
る
Ｂ
リ
ー
グ
ク
ラ

ブ
発
足
に
係
る
支
援
書
を
交
付

12
月

増
林
地
区
の
水
田
で
古
墳
時
代
前
期
の
遺
跡
を
発
見

天
皇
退
位
、平
成
31
年
４
月
末
に
。陸
上
男
子
１
０
０

メ
ー
ト
ル
で
桐
生
祥
秀
選
手
が
日
本
人
初
の
９
秒
台

平成30年（2018）

２
月

大
相
模
交
番
が
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
前
交
番
に
移
設

埼
玉
発
地
域
ド
ラ
マ「
越
谷
サ
イ
コ
ー
」（
N
H
K
）が
放
送

さ
れ
る

３
月

越
谷
市
手
話
言
語
条
例
を
制
定

４
月

こ
し
が
や
愛
さ
れ
グ
ル
メ
を
認
証

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設

ラ
ジ
オ
広
報
番
組「
教
え
て
！
ダ
イ
ジ
先
生
〜
越
谷
の
コ
コ

が
大
事
〜
」が
ス
タ
ー
ト

総
合
体
育
館
で
大
相
撲
越
谷
場
所
が
開
催

６
月

旧
大
相
模
交
番
を
活
用
し
、大
相
模
安
全
安
心
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
開
所

７
月

サ
ン
シ
テ
ィ
で
N
H
K
の
ど
自
慢
が
開
催

８
月

市
民
球
場
で
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

が
開
催

11
月

市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
る

小
学
校
で
道
徳
が
教
科
化
。梅
雨
前
線
の
活
発
化
で
、

西
日
本
で
記
録
的
な
大
雨
。北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が

発
生
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越
谷
市 

こ
の
10
年
間
の
変
遷

▲�市役所１階ロビーで行われた移行式。高橋市長による決意表明の後、くす
玉が開披されました

▲27年４月に開設した越谷市保健所

県
内
２
市
目
の
中
核
市
へ
移
行
。

名
実
と
も
に
県
東
部
地
域
の
中
心
都
市
へ

　
平
成
27
年
４
月
１
日
、
越
谷
市
は
、

全
国
44
市
目
、
県
内
２
市
目
の
中
核
市

に
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
福

祉
や
環
境
、
保
健
衛
生
、
都
市
計
画
な

ど
の
事
務
や
許
認
可
な
ど
２
０
２
４
項

目
の
権
限
が
県
か
ら
市
に
移
り
、
市
の

自
主
的
・
主
体
的
な
判
断
の
も
と
、
従

来
よ
り
も
市
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
越
谷
市
保
健
所
の
設
置
や
消

防
本
部
の
高
度
救
助
隊
の
発
足
な
ど
、

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
分
野
に
お

い
て
も
新
た
な
施
設
や
組
織
が
誕
生
。

越
谷
市
は
県
東
部
地
域
の
中
心
都
市
と

し
て
大
き
く
歩
み
を
進
め
ま
し
た
。

越
谷
市
出
身
者
の
活
躍
、
災
害
の
発
生
、
数
十
年
に
わ
た
る
事
業
の
完
了
な
ど
、
こ
の
10
年
間
で
越
谷
に
は
大
き
な
出
来
事
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
特
に
印
象
的
だ
っ
た
出
来
事
を
年
表
か
ら
抜
粋
し
、
紹
介
し
ま
す
。

平
成
21
年
～
30
年
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▲�多くの市民の参加により自
治基本条例が形作られてい
きました

▲第１体育館に集められた支援物資

▲�計画停電によって消えた信号
の下で交通整理する警察官

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
を
定
め
た

条
例
が
制
定
・
施
行

東日本を襲った巨大地震と津波。
� 越谷にも大きな影響が出る

希
少
な
樹
木
や
草
花
を
集
め
た

植
物
園
が
開
園

　
平
成
21
年
６
月
、
「
越
谷
市
自
治
基
本
条

例
」
が
制
定
、
９
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
な
ど
、
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た

こ
と
で
、
市
民
と
行
政
が
お
互
い
に
協
力
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
治
基
本
条
例
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

的
な
考
え
方
や
進
め
方
、
市
民
と
行
政
が
ど

　
平
成
23
年
３
月
11
日
、
宮
城
県

三
陸
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０

の
地
震
が
発
生
。
太
平
洋
沿
岸
を

襲
っ
た
津
波
と
合
わ
せ
、
東
日
本
を

中
心
に
多
数
の
死
者
・
行
方
不
明

者
が
出
ま
し
た
。

　
越
谷
市
内
で
も
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒

壊
な
ど
の
物
損
被
害
や
負
傷
者
が

発
生
し
た
ほ
か
、
電
車
の
運
行
中
止

に
よ
り
帰
宅
困
難
者
が
続
出
。
市

内
に
複
数
開
設
し
た
避
難
所
に
延
べ

１
５
０
０
人
が
避
難
す
る
な
ど
、
混

乱
が
起
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
越
谷
市
社
会
福
祉
協

議
会
や
、
越
谷
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

　
平
成
22
年
10
月
、
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園

が
開
園
し
ま
し
た
。
植
物
学
者
の
故
・
有
瀧

龍
雄
氏
が
国
内
外
の
植
物
を
私
有
地
に
集
め

て
い
た
も
の
を
、
ご
遺
族
が
市
に
寄
贈
さ
れ
、

植
物
園
と
し
て
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　
約
９
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
園
内
に
は

市
の
天
然
記
念
物
「
ラ
ク
ウ
シ
ョ
ウ
」
や

多
種
の
ツ
バ
キ
な
ど
、
約

３
０
０
種
、
１
２
０
０
本
の

植
物
が
植
え
ら
れ
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
に
よ
っ
て

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
よ
う
に
協
力
す
れ
ば
良
い
か
を
示
し
た
も

の
で
、
市
政
へ
の
市
民
参
加
や
協
働
の
推
進

な
ど
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
規
範
と
な
る

も
の
で
す
。

▲�23年10月には、
野生では絶滅した
「コシガヤホシク
サ」を特別に展示

▲越谷アリタキ植物園の入口

絡
会
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
っ
て
集
め
ら

れ
た
支
援
物
資
を
被
災
各
県
へ
輸
送

し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
が
れ
き
の
撤
去
作
業
な

ど
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
地
震
は
直
接
的
な
被
害
を
与
え

る
だ
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

複
数
の
発
電
所
や
設
備
が
被
災
し
た

こ
と
で
、
電
気
の
安
定
供
給
が
困
難

に
な
り
、
約
半
月
に
わ
た
り
計
画
停

電
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
っ
て
放
射
性
物
質
が
拡

散
し
た
た
め
、
市
で
は
公
園
や
学
校

で
の
放
射
線
量
、
給
食
食
材
な
ど
の

放
射
性
物
質
を
定
期
的
に
計
測
。
ま

た
、
原
発
事
故
に
よ
り
居
住
が
困
難

と
な
っ
た
地
域
か
ら
越
谷
市
に
も
多

く
の
方
が
避
難
す
る
な
ど
、
市
民
の

生
活
に
も
影
響
が
出
ま
し
た
。
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▲�市民活動支援センターではさまざま
な分野の団体が活動しています

▲ �Aシティの前を通る越ヶ谷秋ま
つりの山車。歴史ある神輿や山
車と新たなシンボルの越谷ツイ
ンシティの対比が印象的です

越谷の玄関口が新たな姿に。
� 市民活動の拠点施設も開設

　
平
成
24
年
９
月
15
日
、
越
谷
駅
東
口

に
越
谷
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
29
階
建
て
の
Ａ
シ
テ
ィ
と
、
５
階

建
て
の
Ｂ
シ
テ
ィ
の
２
棟
で
構
成
さ
れ
る

こ
の
施
設
は
、
平
成
２
年
の
再
開
発
推

進
協
議
会
設
立
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た

駅
東
口
の
再
開
発
事
業
を
象
徴
す
る
も

の
で
す
。
Ａ
シ
テ
ィ
に
は
住
宅
と
商
業
施

設
、
Ｂ
シ
テ
ィ
に
は
公
共
施
設
と
商
業

施
設
が
整
備
さ
れ
、
駅
前
の
利
便
性
が

大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　
再
開
発
事
業
で
は
駅
前
広
場
や
周
辺

道
路
の
整
備
も
行
わ
れ
、
特
に
駅
前
広

場
は
２
つ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
が
設
置
さ
れ
る

な
ど
、
整
備
前
の
２
倍
、
約
７
０
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
越
谷
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
オ
ー
プ

ン
に
先
立
ち
、
24
年
６
月
に
は
Ｂ
シ
テ
ィ

内
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
。

越谷ツインシティの完成によって様変わりした越谷駅東口

市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
こ

の
施
設
で
は
、
市
民
団
体
が
情
報
発
信

や
情
報
交
換
、
市
民
と
の
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
設
備
が
整
え
ら

れ
、
駅
前
広
場
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

も
た
び
た
び
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
ほ
か
、Ｂ
シ
テ
ィ
内
に
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
と
中
央
図
書
室
が
開
設
さ

れ
、
25
年
に
は
越
谷
年
金
事
務
所
が
サ

ン
シ
テ
ィ
か
ら
移
転
し
ま
し
た
。

山車と越谷ツインシティ
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▲�大相模調節池を中心に、住宅や商業施設が立ち
並んでいます

▲にぎわう越谷いちごタウン
◀�多くの利用者で盛り上が
る「ふらっと」おおぶくろ

高齢者の憩いと
ふれあいの施設が
市内２カ所にオープン

　
市
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
、
Ｊ

Ａ
越
谷
市
と
連
携
し
、
農
業
に
意

欲
の
あ
る
若
者
が
観
光
農
園
を
経

営
す
る
技
術
・
知
識
を
学
ぶ
、
「
都

市
型
農
業
経
営
者
育
成
支
援
事

業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
23
年
１
月
、
こ
の
事
業
を
推
進

す
る
場
と
し
て
、
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
の
試
験
用
の
温
室
を
改
装
し

た
「
越
谷
い
ち
ご
観
光
農
園
」

「
越
谷
で
イ
チ
ゴ
狩
り
」の

拠
点
と
な
る
観
光
農
園
が
開
園

世
界
に
誇
る
親
水
・
環
境
の
ま
ち

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
が
つ
い
に
完
成

　
平
成
23
年
10
月
、
蒲
生
駅
前
商

店
街
に
「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う
、

25
年
10
月
に
大
袋
商
店
街
に
「
ふ

ら
っ
と
」
お
お
ぶ
く
ろ
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
施

設
は
、
近
年
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
高
齢
者
の

孤
立
化
を
防

ぎ
、
生
き
が
い

を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て

お
り
、
高
齢
者

が
交
流
す
る
た

め
の
談
話
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
て
い

る
ほ
か
、
ス
タ
ッ
フ
も
常
駐
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う

オ
ー
プ
ン
と
同
じ
23
年
10
月
に
、

高
齢
者
が
介
護
保
険
施
設
な
ど
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
ポ
イ

ン
ト
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
の
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
も
立
ち
上
が
る
な
ど
、
高
齢

者
が
地
域
で
い
き
い
き
で
き
る
環

境
が
整
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
、
約
39
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
大
相
模
調
節
池
が
竣
功
し
、
越
谷
レ

イ
ク
タ
ウ
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
昭
和
63
年
、
大
雨
等
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
た
め
の
調
節
池
の
建
設
と
、
市
街

地
の
整
備
を
一
体
的
に
行
う
「
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
整
備
事
業
」
が
国
の
新
規
施

策
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
11
年
に
都
市
基
盤
整
備
公
団
（
現

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
）
に
よ
っ
て
土
地
区
画

整
理
事
業
が
始
め
ら
れ
、長
期
に
わ
た
っ

て
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
は
、
20
年
4
月

に
ま
ち
び
ら
き
を
行
っ
て
以
降
、
次
々

と
住
宅
や
商
業
施
設
な
ど
が
建
て
ら
れ
、

１
万
7
0
0
0
人
以
上
（
30
年
8
月
時

点
）
が
住
む
大
き
な
ま
ち
と
な
り
ま
し

た
。
休
日
に
な
る
と
、
公
園
な
ど
で
遊

ぶ
家
族
連
れ
や
、
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
を
訪
れ
る
人
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
池
の
ほ
と
り
に
は
ハ
ン
ザ

デ
ィ
ン
ギ
ー
（
小
型
ヨ
ッ
ト
）
や
カ
ヌ
ー

な
ど
で
遊
べ
る
施
設
が
で
き
、
北
西
部

に
は
水
辺
の
動
植
物
が
自
然
の
ま
ま
に

生
息
す
る
区
画
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、

人
と
自
然
が
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。
21
年
、

国
際
的
な
表
彰
「
リ
ブ
コ
ム
ア
ワ
ー
ド
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
で
、
日
本
で
初
め

て
金
賞
を
受
賞
。
28
年
に
は
都
市
景
観

大
賞
で
都
市
空
間
部
門
の
大
賞
（
国
土

交
通
大
臣
賞
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ストロング
ベリーちゃん

を
開
設
し
ま
し
た
。
研
修
生
が
一

生
懸
命
に
栽
培
し
た
イ
チ
ゴ
は
評

判
を
呼
び
、
市
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
イ
チ
ゴ
狩
り
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
27
年
１
月
に
は
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
す
る
敷
地
に
、
全
８

棟
、
栽
培
面
積
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も

及
ぶ
大
規
模
観
光
農
園
「
越
谷
い

ち
ご
タ
ウ
ン
」
が
開
園
。
毎
年
、
大

変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

▲�風の力で進むハンザ
ディンギー。後ろは
水辺のまちづくり館
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越
谷
を
突
然
襲
っ
た
竜
巻
と
大
雨
。

市
民
の
生
活
に
大
き
な
被
害

　
平
成
25
年
９
月
、
さ
い
た
ま
市

か
ら
茨
城
県
坂
東
市
へ
と
抜
け
る

巨
大
な
竜
巻
が
発
生
。
越
谷
市
で

も
北
部
の
大
杉
、
船
渡
、
砂
原
な

ど
を
中
心
に
、
重
軽
傷
者
合
わ
せ

て
75
人
、
被
災
世
帯
数
１
６
６
８

と
い
う
非
常
に
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
翌
日
に
は
気
象
庁
が

竜
巻
の
規
模
を
Ｆ
２
（
風
速
が
約

７
秒
間
の
平
均
で
秒
速
50
～
69

メ
ー
ト
ル
）
と
推
定
。
公
共
施
設

も
被
災
し
、
特
に
、
調
理
器
具

が
破
損
し
た
第
二
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
業
務
を
再
開
す
る
ま
で

半
年
以
上
を
要
し
ま
し
た
。

　
竜
巻
は
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
市
内
５
カ
所
に
開
設

さ
れ
た
避
難
所
に
は
、
半
月
後
に

す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で

に
、
延
べ
２
６
８
人
が
身

を
寄
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

自
宅
な
ど
が
被
災
し
た
住

民
の
た
め
に
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
約
９
０
０
０
枚
、
土
の

う
袋
約
１
万
９
０
０
０
枚

な
ど
が
配
布
さ
れ
、
屋
根

や
壁
の
応
急
処
置
、
が
れ

き
の
撤
去
な
ど
を
行
う
様

子
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
市
民
に
よ
る
支

援
の
輪
が
広
が
り
、
連
合
婦
人
会

や
自
治
会
に
よ
る
炊
き
出
し
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
延
べ
約
２
０
０
０

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
家
屋

の
清
掃
や
が
れ
き
の
撤
去
、
家

財
の
搬
出
な
ど
の
支
援
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
か
ら
約

４
６
０
０
万
円
の
義
援
金
が
集
ま

り
、
被
災
者
へ
と
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
27
年
９
月
に
は
台
風
18
号
の
影

響
に
よ
る
記
録
的
な
大
雨
で
、
関

東
北
部
に
大
き
な
被
害
が
発
生
。

越
谷
市
で
は
１
時
間
当
た
り
40
ミ

リ
を
超
え
る
雨
量
を
観
測
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
東
武
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
ラ
イ
ン
せ
ん
げ
ん
台
駅
東
口

を
は
じ
め
市
内
各
所
で
道
路
が
冠

水
し
た
ほ
か
、
46
カ
所
で
道
路
が

通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
建
物

の
被
害
も
多
く
、
桜
井
、
新
方
、

増
林
地
区
を
中
心
に
、
住
宅
等

６
６
８
件
の
床
上
・
床
下
浸
水
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鉄

道
の
運
転
見
合
わ
せ
や
学
校
の
休

校
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
近
年
ま
れ
に
見
る
２
つ
の
災
害

の
発
生
に
よ
っ
て
、
日
頃
の
備
え

が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
再
認

識
さ
れ
ま
し
た
。

▲大雨で冠水したせんげん台駅東口

▲竜巻で大きな被害を受けた大杉橋付近の住宅地

▲�被災家屋から家財道具を運び出
すボランティア
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▲越谷ナンバーを付けた車に笑顔の高橋市長

▲�特徴的な外観に、思わず中をのぞい
てみたくなる「ガーヤちゃんの蔵屋敷」

▲�川面を抜ける風を感じられる散歩コース
としても人気の「葛西用水ウッドデッキ」

「越谷」の名が全国を走る。
ガーヤちゃんのデザインが入った
ナンバープレートも制作

　
平
成
26
年
11
月
、
越
谷
駅
東
口
駅

前
広
場
で
、
越
谷
ナ
ン
バ
ー
出
発
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
、
越
谷
市
で
新
た
に
登

録
さ
れ
た
自
動
車
に
は
春
日
部
ナ
ン

バ
ー
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

25
年
に
国
が
募
集
し
た
地
域
の
活
性

化
や
知
名
度
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、

い
わ
ゆ
る
「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
」（
第

２
弾
）
に
、
中
核
市
へ
の
移
行
を
控

え
、
市
の
魅
力
発
信
を
目
指
し
て
い

た
越
谷
市
が
応
募
し
、越
谷
ナ
ン
バ
ー

導
入
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
事
前
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
約

８
割
が
導
入
に
賛
成
。
ふ
る
さ
と
越

谷
の
発
展
の
た
め
、
市
民
も
力
強
く

水
郷
こ
し
が
や
を
象
徴
す
る

親
水
施
設
と
越
谷
の
観
光
物
産

拠
点
施
設
が
完
成

後
押
し
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
27
年
４
月
に
は
中
核
市
移

行
を
記
念
し
て
、
原
付
バ
イ
ク
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交

付
を
開
始
。
し
ら
こ
ば
と
橋
を
背
景

に
羽
ば
た
く
越
谷
特
別
市
民
ガ
ー
ヤ

ち
ゃ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
が
人
気
と
な
り

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
30
年
５
月
に
は
、
自
動

車
用
の
越
谷
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
ガ
ー
ヤ

ち
ゃ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
。
10
月
か
ら
交
付
が
始

ま
り
、
「
越
谷
」
の
名
称
と
ガ
ー
ヤ

ち
ゃ
ん
が
全
国
を
駆
け
巡
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

◀�自動車用越谷版図
柄入りナンバープ
レート

▶�原付バイクオリジナル
ナンバープレート

ル
メ
イ
ベ
ン
ト
も
た
び
た
び
開
催
さ
れ
、

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
29
年
５
月
に
は
、
越
谷
駅
東
口
に
新

た
な
観
光
物
産
拠
点
施
設
「
ガ
ー
ヤ

ち
ゃ
ん
の
蔵
屋
敷
」
が
オ
ー
プ
ン
。
日

光
街
道
の
宿
場
町
の
歴
史
を
持
つ
越
谷

ら
し
さ
の
あ
る
、
蔵
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

外
観
の
建
物
が
特
徴
的
で
す
。

　
店
内
で
は
、
越
谷
の
名
産
品
や
伝
統

的
手
工
芸
品
の
販
売
、
せ
ん
べ
い
の
手
焼

き
体
験
や
だ
る
ま
の
絵
付
け
体
験
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
で
の
市
内

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
案
内
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
越
谷
の
魅
力
を
市
内
外
へ
発
信

す
る
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
に
か
け
て
、

市
役
所
東
側
の
葛
西
用
水
沿
い
に
葛
西

用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が
整
備
さ
れ
、
越

谷
の
豊
か
な
水
辺
を
生
か
し
た
新
た
な

に
ぎ
わ
い
と
憩
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
整
備
に
あ
わ

せ
、
用
水
内
に
飛
び
石
等
も
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
用
水
の
水
位
が
下
が
る
秋
や

冬
を
含
め
、
１
年
を
通
し
て
水
辺
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
現
在
で
は
毎
年
恒
例
の
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
や
「
K
O
S
H
I
G
A
Y
A
て

し
ご
と
市
」
も
広
く
定
着
。
音
楽
や
グ
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▲�リオ大会へ向け、しらこばと陸上競技場で練習に励む
杉町さん（平成28年）。大会後も、４００メートルハー
ドルを専門に、さらなる活躍を目指し日々奮闘する

▲�華麗な演技を見せる足立さん（平成30年）。現在はアーティスティッ
クスイミングのミックス（男女混合）デュエット日本代表として世界
に挑んでいる

越
谷
ゆ
か
り
の
３
選
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
。

市
民
も
声
を
か
ら
し
て
応
援

市
内
で
初
の

パ
ブ
リ
ック
ビュー
イ
ン
グ
も

開
催

　
平
成
24
年
の
ロ
ン
ド
ン
と

28
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
。

こ
の
２
つ
の
大
会
に
、
越
谷

市
か
ら
３
人
の
選
手
が
出
場

し
ま
し
た
。

　
１
人
は
競
泳
の
星
奈
津

美
さ
ん
。
20
年
の
北
京
大

会
か
ら
３
大
会
連
続
出
場

を
果
た
し
、
ロ
ン
ド
ン
大
会

と
リ
オ
大
会
で
は
、
と
も
に

２
０
０
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ

ラ
イ
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

リ
オ
大
会
後
に
は
そ
の
す

ば
ら
し
い
功
績
を
た
た
え
、
第
１

号
と
な
る
越
谷
市
民
栄
誉
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
も
う
１
人
が
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
（
当
時
は

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
と

呼
称
）
の
足
立
夢
実
さ
ん
。
ロ
ン

ド
ン
大
会
で
チ
ー
ム
競
技
に
出
場

し
、
５
位
入
賞
の
立
役
者
と
な
り

ま
し
た
。

　
最
後
の
１
人
が
陸
上
の
杉
町
マ

ハ
ウ
さ
ん
。
８
歳
で
来
日
し
、
祖

▶�

市
民
栄
誉
賞
受
賞
式
で
、
獲
得
し
た
2
つ
の
メ
ダ
ル
を
披
露
す
る
星
さ
ん（
平
成
28

年
９
月
）。
リ
オ
大
会
後
に
現
役
を
引
退
し
、
各
地
で
の
講
演
や
テ
レ
ビ
・
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
演
な
ど
で
水
泳
の
普
及
に
努
め
て
い
る

国
ブ
ラ
ジ
ル
の
代
表
と
し

て
リ
オ
大
会
に
出
場
（
北

京
大
会
以
来
２
度
目
）。

４
０
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド

ル
で
準
決
勝
進
出
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
越
谷
そ
し
て
国
の
期
待

を
背
に
躍
動
す
る
３
選
手

を
、
市
民
は
声
を
か
ら
し
て

応
援
し
、
競
技
終
了
後
に
は

惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
り
ま

し
た
。

　
リ
オ
大
会
で
は
星
さ
ん
を
応
援

し
よ
う
と
、
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

の
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
で
、
２
０
０
メ
ー

ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
準
決
勝
・
決
勝

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
の
期
待
が

か
か
る
決
勝
に
は
、
星
さ
ん
の
家

族
や
友
人
、
高
橋
市
長
ら
３
５
０

人
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

銅
メ
ダ
ル
獲
得
の
瞬
間
に
は
、
会

場
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
、
健
闘
を

た
た
え
ま
し
た
。
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▲代表で質問した小中高生と笑顔で記念写真に応じる梶田さん▲講演「ニュートリノのなぞに挑む」に聞き入る満員の聴衆

越谷の歴史で初の快挙。
越谷市民からノーベル賞受賞者が誕生

　
平
成
27
年
10
月
、
越
谷
市
民
で

東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
長
の
梶

田
隆
章
さ
ん
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
梶
田
さ
ん
は
、観
測
装
置
「
ス
ー

パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
」
で
素
粒
子

「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
」
を
調
査
し
、

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
と
い
う
現
象

か
ら
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
質
量
が
あ

る
こ
と
を
発
見
。
素
粒
子
理
論
の

定
説
を
覆
す
研
究
成
果
が
高
く
評

価
さ
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の

受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
こ
の
偉
業
を
た
た
え
、

梶
田
さ
ん
を
越
谷
市
名
誉
市
民
に

推
薦
。
27
年
12
月
の
定
例
市
議
会

で
、
秋
山
長
作
元
教
育
長
（
故
人
）

以
来
５
人
目
の
名
誉
市
民
と
な
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
名
誉

市
民
の
決
定
は
、
昭
和
57
年
以
来
、

33
年
ぶ
り
の
出
来
事
で
し
た
。

　
越
谷
市
か
ら
初
と
な
る
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
が
輩
出
さ
れ
た
こ
と

は
、
市
民
に
大
き
な
驚
き
を
も
っ

て
受
け
止
め
ら
れ
、
28
年
２
月
に

サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
名
誉
市
民
称
号
贈
呈
式
・
記

念
講
演
会
に
も
多
く
の
注
目
が
集

ま
り
ま
し
た
。
市
内
の
小
中
高
生

を
は
じ
め
約
１
６
０
０
人
の
来
場

者
で
ホ
ー
ル
は
満
員
と
な
り
ま
し

た
。

▲記念講演会で「広く目と心を開いて、大切なものに出会ったときのための準備を」とメッセージを発した梶田さん
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大
正
９
年
４
月
17
日
、
越
谷
駅

が
「
越
ヶ
谷
駅
」
と
し
て
開

設
さ
れ
る
以
前
は
、
現
在
の
北
越
谷
駅
が

「
越
ヶ
谷
駅
」
だ
っ
た
。
「
町
の
発
展

と
産
業
の
振
興
の
た
め
に
町
の
中
心
部
に

▲�まだ高架化されてい
ない線路と越谷駅舎。
ホームに到着する直
前の電車を北越谷駅
方面に望む＝昭和35
年ごろ。市民提供

越谷駅とその周辺

越 谷 駅 と そ の 周 辺
国鉄武蔵野線と東武伊勢崎線
越 谷 レ イ ク タ ウ ン
越 谷 市 内 の 元 荒 川
葛 西 用 水 と 赤 水 門
越 谷 の 商 店 街
越 谷 市 民 ま つ り
越 谷 の 小 学 校 ①
越 谷 の 小 学 校 ②
越 谷 の 中 学 校
越 ヶ 谷 高 等 学 校

駅
を
」
と
い
う
、
当
時
の
越
ヶ
谷
町
民

の
熱
心
な
誘
致
活
動
の
結
果
、
東
武
鉄
道

の
初
の
請
願
駅
と
し
て
新
駅
・
越
ヶ
谷
駅

が
開
設
。
そ
れ
に
伴
い
、
旧
・
越
ヶ
谷
駅

は
武
州
大
沢
駅
と
改
称
さ
れ
、
昭
和
31
年

▲�現在の越谷駅を北越谷駅方面に向かって撮影。木々に代わりマンショ
ンが立ち並ぶ＝産婦人科菅原病院の協力により撮影

12
月
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
越
谷
駅
、
北
越
谷

駅
と
改
称
さ
れ
た
。

　
平
成
９
年
に
複
々
線
高
架
化
が
完
了
し

た
越
谷
駅
は
、
24
年
９
月
、
市
の
玄
関
口

に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
顔
に
生
ま
れ
変
わ

る
。
平
成
２
年
か
ら
22
年
の
歳
月
を
経
て

越
谷
駅
東
口
再
開
発
事
業
が
完
了
。
駅
前

広
場
も
南
北
２
つ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
擁
し

整
備
前
の
２
倍
の
７
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
に
拡
張
、
東
口
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
越
谷
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

（広報こしがやお知らせ版平成29年11月・12月号、
30年2月〜10月号に掲載したものを再編集しました）
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昭
和
48
年
4
月
、
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）

武
蔵
野
線
は
府
中
か
ら
浦
和
、
越

谷
を
経
て
松
戸
ま
で
が
開
通
し
た
。
市
内

で
は
、
東
武
伊
勢
崎
線
を
ま
た
い
で
交
差

す
る
地
点
に
、
国
鉄
武
蔵
野
線
「
南
越
谷

駅
」
が
開
設
さ
れ
、
約
1
キ
ロ
離
れ
た
蒲

生
駅
と
と
も
に
、
国
鉄
武
蔵
野
線
と
東
武

伊
勢
崎
線
の
乗
換
駅
に
利
用
さ
れ
た
。
49

年
7
月
に
東
武
伊
勢
崎
線
「
新
越
谷
駅
」

が
開
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
南
越
谷
駅
・
新

越
谷
駅
周
辺
の
人
口
が
急
速
に
増
加
し
て

い
っ
た
。

　
平
成
元
年
7
月
、
都
市
計
画
に
基
づ

く
東
武
伊
勢
崎
線
の
複
々
線
高
架
化
工
事

（
連
続
立
体
交
差
事
業
）
が
埼
玉
県
主

体
で
着
工
す
る
と
、
6
年
11
月
に
東
武
伊

勢
崎
線
の
高
架
が
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
の
上
を

ま
た
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
13
年

3
月
に
東
京
都
境
か
ら
北
越
谷
ま
で
の
約

12
・
5
キ
ロ
に
わ
た
る
東
武
伊
勢
崎
線
連

続
立
体
交
差
事
業
が
完
成
し
た
。 

▲�新越谷駅上りホーム
の蒲生駅寄りから撮
影した写真。右に
写っているのが南越
谷駅である。この頃
の東武伊勢崎線は国
鉄武蔵野線より低い
ところを走っていた
＝昭和49年ごろ

国鉄武蔵野線と
東武伊勢崎線

◀�現在の新越谷駅と南越
谷駅＝朝日生命越谷支
社の協力により撮影

治
水
対
策
を
目
的
と
す
る
河
川
事

業
に
よ
る
調
節
池
の
建
設
と
、

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
新
市
街
地

整
備
を
一
体
的
に
行
う
「
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

整
備
事
業
」
が
、
昭
和
63
年
４
月
に
国
の

新
規
事
業
と
し
て
創
設
さ
れ
、
越
谷
レ

イ
ク
タ
ウ
ン
地
区
が
事
業
採
択
さ
れ
た
。

平
成
11
年
12
月
か
ら
都
市
基
盤
整
備
公
団

（
現
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
）
に
よ
り
、
計
画

面
積
２
２
５
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計
画
人

口
２
万
２
４
０
０
人
と
い
う
大

規
模
な
事
業
が
始
ま
っ
た
。

　
事
業
は
順
調
に
進
み
、
20
年
３
月
に
Ｊ

Ｒ
武
蔵
野
線
に
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
が

開
業
、
４
月
に
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区

の
ま
ち
び
ら
き
が
行
わ
れ
た
。
26
年
10
月

に
、
最
大
で
１
２
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を

貯
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
相
模
調
節
池

が
完
成
。
同
年
11
月
に
換
地
処
分
公
告

が
行
わ
れ
、
相
模
町
、
大
成
町
、
川
柳

町
、東
町
の
各
一
部
が
「
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
」

に
町
名
を
改
め
た
。

▲�造成中のレイクタウン。大相模調節池の北西方向から、
現在の越谷レイクタウン駅方面を望む＝平成17年

越谷レイクタウン

��▶�現在の大相模調節
池とその周辺（調
節池南側から）
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中
央
市
民
会
館
の
東
側
の
葛
西
用

水
は
「
瓦
曽
根
溜
井
」
と
称
さ

れ
、
江
戸
時
代
か
ら
川
を
せ
き
止
め
、
か

ん
が
い
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

水
も
き
れ
い
で
遊
泳
場
と
し
て
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
た
が
、
昭
和
30
年
代
に
入
り

都
市
化
が
進
む
と
、
工
場
の
廃
液
や
家
庭

排
水
が
流
れ
込
み
、
水
は
汚
濁
し
て
い
っ

た
。
そ
の
た
め
埼
玉
県
は
、
35
年
か
ら

瓦
曽
根
溜
井
の
用
水
分
離
工
事
に
着
手
。

葛
西
用
水
（
逆
川
）
を
元
荒
川
と
切
り
離

し
、
元
荒
川
の
下
を
立
体
交
差
さ
せ
た
新

水
路
を
開
通
さ
せ
、
現
在
の
２
筋
の
流
路

と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
江
戸
時
代
に
石
で
造
ら
れ
た

瓦
曽
根
堰
は
、
大
正
13
年
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
門
10
門
を
備
え
る
堰
と
し

て
竣
工
。
平
成
９
年
に
取
り
壊
さ
れ
る
ま

で
、
そ
の
色
彩
に
よ
り
赤

水
門
（
赤
門
）
と
呼
ば
れ

親
し
ま
れ
た
。

▲�瓦曽根せき下流で釣りを
楽しむ人＝昭和32年ご
ろ。鈴木康央さん（東大
沢）提供

◀�瓦曽根せき下流の現在の
様子。木々に囲まれている

葛西用水と赤水門

江
戸
時
代
、
元
荒
川
に
複
数
の
堰せ

き

が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
水

量
不
足
と
な
っ
た
下
流
域
は
、
中
島
用
水

の
開
発
と
鷺
後
用
水
路
を
新
設
す
る
こ
と

で
こ
れ
を
補
っ
た
。
鷺
後
用
水
路
は
水
元

の
水
門
を
閉
鎖
す
る
季
節
に
元
荒
川
が
こ

の
水
路
を
つ
た
っ
て
逆
流
し
た
の
で
、
通

称
逆
川
と
呼
ば
れ
た
。

　
古
く
は
、
大
沢
地
蔵
橋
か
ら
花
田
村
を
う

回
す
る
形
で
大
き
く
湾
曲
し
て
い
た
元
荒
川

だ
が
、
後
に
治
水
対
策
の
た
め
と
み
ら
れ
る

工
事
に
よ
り
、
越
ヶ
谷
天
嶽
寺
前
か
ら
小
林

村
東
福
寺
に
か
け
て
直
流
の
新
川
が
開
削
さ

れ
た
。
こ
の
新
川
の
開
削
に
よ
り
、
天
嶽
寺

前
の
寺
橋
付
近
は
穏
や
か
な
流
れ
と
な
り
、
昭

和
35
年
ま
で
は
子
ど
も
た
ち
の
水
練
場
と
し

て
利
用
さ
れ
、
元
気
に
泳
ぐ
姿
が
夏
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
た
。
34
年
に
は
、
木
製
だ
っ
た

寺
橋
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
宮
前
橋
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
平
成
15
年
に
架
け
替
え
ら
れ
、

現
在
の
長
さ
70 

メ
ー
ト
ル
、幅
６
メ
ー
ト
ル
の
、

歩
行
者
・
自
転
車
専
用
の
橋
と
な
っ
て
い
る
。

▲�多くの子どもたちでにぎわう水練場＝昭和32年ごろ

越谷市内の元荒川

▶�現在の宮前橋。橋
の下を流れる元荒川
の流れは今も穏やか
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日
光
街
道
第
三
の
宿
場
町
と
し
て

栄
え
た
越
ヶ
谷
宿
は
、
日
光
街

道
の
公
用
荷
人
運
輸
の
中
継
所
と
し
て
設

け
ら
れ
た
。
天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
に

は
戸
数
１
０
０
５
軒
、
人
口
４
６
０
３

人
を
数
え
、
旅は
た
ご籠
屋
は
、
本
陣
、
脇
本

陣
を
含
め
57
軒
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。

　
近
年
に
な
る
と
、
鉄
道
の
開
通
に
よ
り

各
駅
周
辺
を
中
心
と
し
て
商
業
活
動
が
活

発
化
。
日
光
街
道
沿
い
に
も
多
く
の
商
店

が
建
ち
並
び
、
都
心
的
商
業
地
で
あ
る
越

谷
駅
周
辺
地
区
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

性
格
を
持
つ
商
店
街
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
平
成
30
年
現
在
、
市
内
に
は
21
の
商
店

街
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本

市
初
の
国
登
録
有
形
文
化
財
の
木
下
半

助
商
店
が
あ
る
旧
日
光
街
道
沿
い
の
中
町

商
店
街
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の

新
設
や
蔵
や
屋
敷
の
再
利
用
な
ど
が
行
わ

れ
、
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の

創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

▲�河内屋旅館の看板
と左側に四ツ目屋
の看板が確認でき
る＝昭和37年ごろ

越谷の商店街

◀現在の中町商店街

越
谷
市
民
ま
つ
り
の
始
ま
り
は
、

昭
和
50
年
に
行
わ
れ
た
「
第
１

回
交
通
安
全
市
民
ま
つ
り
」
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
。
第
１
回
交
通
安
全
市
民
ま
つ
り

で
は
、
46
年
９
月
開
催
の「
交
通
安
全
市

民
集
会
」で
行
わ
れ
た
パ
レ
ー
ド
を
継
承

し
、
北
越
谷
駅
東
口
広
場
か
ら
市
役
所
ま

で
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
。
当

時
は
１
カ
所
か
ら
の
出
発
だ
っ
た
パ
レ
ー

ド
も
、
現
在
は
、
越
ヶ
谷
小
学
校
な
ど
３

カ
所
か
ら
の
出
発
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
つ
り
の
催
し
も
時
代
と
と
も
に
変
化

し
て
き
た
。
昭
和
51
年
の
第
２
回
交
通

安
全
市
民
ま
つ
り
で
は
、
ふ
る
さ
と
へ
無

料
で
電
話
が
か
け
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と
電

話
」
が
人
気
を
呼
び
、
52
年
の
第
３
回
交

通
安
全
市
民
ま
つ
り
で
は
、
24
年
間
続
い

た
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
第
１
回
が
行
わ
れ

た
。

　
元
号
が
昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
り
、
交

通
安
全
市
民
ま
つ
り
も
越
谷
市
民
ま
つ
り

と
名
称
を
改
め
た
。

▲�ステージに立つ歌謡漫唱「シャ
ンバロー」。ステージ以外にも
野菜市やオークションなどで
市民を楽しませた＝昭和50年
9月

越谷市民まつり

▶�第1回から続く交通安全パレード。
市民栄誉賞第1号を受賞した星奈
津美さんも参加した＝平成28年
10月
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幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の

越
谷
に
は
、
庶
民
の
教
育
機
関
と

し
て
多
数
の
寺
子
屋
が
あ
っ
た
が
、
明
治

５
年
に
学
制
が
頒
布
さ
れ
る
と
、
そ
の
多

く
が
学
校
施
設
へ
と
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
全
国
に
２
万
６
０
０
０
ほ
ど
の
小
学

校
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
学
制
頒
布
か

ら
、
わ
ず
か
３
年
か
ら
４
年
の
こ
と
。
越

谷
に
お
い
て
も
、
明
治
初
期
に
は
10 

校
を

超
え
る
小
学
校
が
あ
っ
た
。
明
治
６
年
に

越
ヶ
谷
小
学
校
、
新
方
小
学

校
、
大
袋
小
学
校
、
荻
島
小
学
校
、
出

羽
小
学
校
、
蒲
生
小
学
校
、
大
相
模
小

学
校
、
増
林
小
学
校
の
前
身
と
な
る
学
校

が
開
校
。
次
い
で
、10
年
に
大
沢
小
学
校
、

19
年
に
桜
井
小
学
校
の
前
身
と
な
る
学
校

が
開
校
し
た
（
開
校
当
時
は
現
在
の
校
名

と
異
な
る
学
校
も
あ
っ
た
）。
こ
れ
ら
は
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
３
つ
の
時
代
を
経

て
、
現
在
ま
で
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を

つ
な
い
で
い
る
。

▲�昭和30年ごろの蒲生小学校。校庭に人文字で右に「ガモウ小」、左
に「GAMO」と描かれているように見える＝谷澤正己さん（蒲生西町）
提供

越谷の小学校①

▶�中央の白い建物が
現在の蒲生小学校。
左端の白い建物は
隣接する蒲生第二
小学校

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
22
年

３
月
、
学
校
教
育
法
が
発
布
さ

れ
、
六
・
三
制
の
学
制
改
革
が
行
わ
れ
た
。

　
市
で
は
37
年
の
東
武
鉄
道
と
地
下
鉄
日

比
谷
線
の
相
互
乗
り
入
れ
な
ど
を
契
機
に

人
口
が
急
増
し
、
42
年
10
月
に
は
10
万
人

を
突
破
。こ
れ
に
合
わ
せ
、小
学
校
も
次
々

と
新
設
さ
れ
、
42
年
か
ら
51
年
ま
で
の
間

に
、
川
柳
小
学
校
を
皮
切
り
に
、
14
校
の

小
学
校
が
開
校
し
た
。
さ
ら
に
、
53
年
か

ら
56
年
に
か
け
て
４
校
が
開
校
、
33
年
の

市
制
施
行
か
ら
25
年
間
に
18
校
も
の
小
学

校
が
開
校
し
た
。
児
童
数
も
43
年
の
１
万

人
弱
か
ら
、
53
年
の
２
万
５
０
０
０
人

超
と
、
約
２
・
５
倍
に
増
え
た
。
そ
の
後
、

平
成
２
年
に
花
田
小
学
校
、
19
年
に
30

校
目
と
な
る
城
ノ
上
小
学
校
が
開
校
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

▲�建築中の平方小学
校。4月の開校を目
前に建設工事が急い
で進められた＝昭和
50年１月

越谷の小学校②

◀現在の平方小学校
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昭
和
22
年
４
月
に
新
学
制
に
よ
る

３
年
課
程
の
新
制
中
学
校
が
発

足
し
た
こ
ろ
、
戦
後
の
資
材
不
足
に
よ
り

新
制
中
学
校
の
ほ
と
ん
ど
が
、
小
学
校
の

一
部
の
教
室
な
ど
を
代
用
し
て
い
た
。

　
越
谷
町
が
成
立
し
た
29
年
。
施
設
や

設
備
の
充
実
を
図
る
た
め
に
町
内
に
10
校

あ
っ
た
中
学
校
を
５
校
に
統
合
す
る
計
画

が
進
め
ら
れ
た
。
当
時
、
独
立
し
た
校

舎
が
な
か
っ
た
増
林
と
大
相
模
の
中
学
校

は
、
校
舎
の
新
設
を
熱
望
。
結
果
、
32
年

に
越
谷
初
の
統
合
中
学
校
で
あ
る
東
中
学

校
を
開
校
す
る
に
至
っ
た
。

　
33
年
の
市
制
施
行
以
降
は
、
34
年
か
ら

38
年
に
か
け
て
３
校
の
開
校
、
１
校
の
改

称
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
40
年
代
の
人

口
急
増
に
伴
い
、
次
々
と
小
学
校
が
新
設

す
る
と
、
中
学
校
も
47
年
か
ら
59
年
に
か

け
て
10
校
が
開
校
し
た
。

▲�木造校舎の北側（写真左奥）に鉄筋造りの新校舎が並ぶ
東中学校＝昭和42年ごろ

越谷の中学校

◀�現在の東中学校。木造校舎
のあった場所には、昭和53
年に職員室などが入る現在の
校舎が建てられた

市
内
で
最
も
歴
史
が
あ
る
高
校
の

埼
玉
県
立
越
ヶ
谷
高
等
学
校
は
、

大
正
15
年
、
越
ヶ
谷
町
立
越
ヶ
谷
実
践
女

学
校
と
し
て
開
校
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
る
。

　
昭
和
３
年
に
越
ヶ
谷
町
立
越
ヶ
谷
実
科

高
等
女
学
校
に
改
称
。
５
年
に
県
に
移
管

さ
れ
、
埼
玉
県
立
越
ヶ
谷
高
等
女
学
校
と

な
っ
た
後
、
23
年
に
は
戦
後
の
学
制
改
革

に
よ
っ
て
埼
玉
県
立
越
ヶ
谷
女
子
高
等
学

校
に
改
称
さ
れ
た
。

　
24
年
に
男
女
共
学
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

現
在
の
校
名
に
改
称
。
33
年
11
月
３
日
の

越
谷
市
制
施
行
記
念
式
典
が
越
ヶ
谷
高

校
を
会
場
に
行
わ
れ
た
ほ
か
、
越
ヶ
谷
高

校
の
教
員
だ
っ
た
故
・
有
瀧
龍
雄
氏
の
所

有
地
が
市
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
越
谷
ア

リ
タ
キ
植
物
園
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
な
ど
、
市
の
歴
史
と
も
関
係
が
深

い
学
校
と
な
っ
て
い
る
。

▲�越ヶ谷高等女学校のころの
正門。久伊豆通り側にあ
る（現在は使用されていな
い）＝昭和20年ごろ。安藤
一枝さん（北越谷）提供

越ヶ谷高等学校

▶�現在の越ヶ谷高校の正門。
青葉通り沿いに設置されて
いる
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1 ゆかた地の天日干し

2 久伊豆神社の参道入口

3 越ヶ谷町の町並み

23

明治時代

懐かしの写真集
　市民の皆さんからお寄せいただいた写真は、越谷ならではの数々のエピソードが

詰まっています。そんな思い出の写真の中から名シーン、名場面をご紹介します。
（一部は越谷市制施行50周年記念誌から転載）

あの頃、
あの時、

1
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7

4 元荒川の鉄橋を渡る蒸気機関車

5 寺橋を渡る神
み

輿
こし

渡御の行列

6 越ヶ谷停車場完成祝賀会（大正 9年）

7 民家とこいのぼり（大正 14年）

5 4

6

明治〜大正時代
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8

10 9

昭和初期〜20年代

8 大沢町での共同の田植え風景（昭和 18年）

9 久伊豆神社の例大祭（昭和 20年代）

10 蒲生の久伊豆神社付近（昭和 20年代）

50KOSHIGAYA CITY 60TH AnnIverSArY 

802740　越谷市60周年誌_(P48-57)あの頃あの時　再念校.indd   50 2018/10/05   15:58



11

11 米の収穫（稲こき）の様子（昭和 30年）

12 養鶏場の消毒（昭和 38年）

13 東小林の香取神社での紙芝居（昭和 30年代）

14 消防署からの眺め（昭和 38年）

14 13

12

昭和30年代
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昭和30年代

17

15

16

15 野球ごっこをする子どもたち（昭和 39年）

16 夏作園芸農産物共進会での花卉
き

の展示（昭和39年）

17 逆川（現在のキャンベルタウン公園付近）（昭和36年）
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18 越谷駅の通勤風景（昭和 42年）

19 越ヶ谷で2、7のつく日に開かれていた二・七の市
（昭和 43年）

20 大袋商店街（昭和 48年）

21 ヘリコプターによる農薬散布（昭和 45年）

1819

20

昭和40年代

21
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22 越谷駅（昭和 40年代）

23 赤山町の踏切（昭和 48年）

24 中島橋の架け替え（昭和 48年）

25 藤助河岸（昭和 49年）

昭和40年代

22

25 24

23
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26 第1・第2体育館で開催されていた商工物産展（昭
和 52年）

27 小学校の授業風景（昭和 52年）

28 登校風景（昭和 52年）

29 せんげん台駅前（昭和55 年）

30 せんべいの生地作り（昭和 53年）

2627

28

30 29

昭和50年代
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昭和50・60年代

31 しらこばと水上公園のスケートリンク（昭和 55年）

32 葛西用水のハナショウブ（昭和 57年）

33 南越谷駅と新越谷駅を結ぶ通路（昭和 61年）

34 越谷駅東口（昭和 60年ごろ）

35 クワイの出荷風景（昭和 62年）

3132

34

33

35
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平成元年〜現代

36 赤水門と呼ばれた旧瓦曽根堰
せき

（平成 8年）

37 市役所前からスタートしていた元旦マラソン大会
（平成 5年）

38 花田周辺の空撮（平成 5年）

39 越谷駅付近（東柳田町付近）の稲掛け風景（平成3年）

40 総合公園陸上競技場で行われていた市民体育祭
中央大会（平成 10 年）

3637

38

40 39
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元荒川

大落古利根川

新方川

綾瀬川

中川

葛西用水
（逆川）

葛西用水

古利根堰
せき

藤助河岸
とう すけ

さかさがわ

越谷の観光
第2章

越谷で触れる四季と“らしさ ”
　市内には、元荒川、大落古利根川、新方川、中川、綾瀬川の5本の一級河川が流れています。
元々お皿のような地形の越谷市は、昔から水害に悩まされながらも、江戸と地方を結ぶ舟運
の中継地点としてにぎわい、水の豊かさから「水郷こしがや」と呼ばれ親しまれてきました。

　大落古利根川の古利根堰　

水郷は花も緑も美しく

　新方川とキャンベルタウン野鳥の森　

　中川と大落古利根川の合流点　

　元荒川と葛西用水　　綾瀬川と藤助河岸　
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中央市民会館東側、
葛西用水中土手のハナショウブ

久伊豆神社の藤まつり（4月下旬〜 5月上旬開催）。
樹齢 200 年を超えるフジの花房が見事です

神明橋遊歩道のシバザクラ 越谷梅林公園のウメ

出羽公園で行われる出羽チューリップコミュニティフェスタ（4月中旬〜
下旬開催）では、約6万本もの色とりどりのチューリップが咲き誇ります

　豊かな水に育まれ、越谷市では四季折々に美しい自然が目を
楽しませます。春から夏にかけては、市内各所で美しい花々に
出会えます。

水郷は花も緑も美しく

元荒川の桜堤
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約 5,000 発の花火が夜空を彩る越谷花火大会は
越谷の夏の風物詩です

平成 22年から行っているこしがや田んぼアート。
市内を見渡せる東埼玉資源環境組合第一工場の
展望台から全景を眺めることができます

水郷こしがやを象徴するスポットとして
市役所東側に整備された葛西用水ウッドデッキ。

音楽イベントやマルシェなど、
市民参加型の各種イベントが開催されています

　市内では、季節ごとにさまざまな催しが行われていますが、
夏は市内外から多くの観光客が集まるイベントが盛りだくさん
です。人々の熱気は、夏の暑さもしのぎます。

人が集まる、まちがにぎわう

南越谷阿波踊りは、徳島市、東京・高円寺とともに
「日本三大阿波踊り」の一つとされ、毎年 70 万
人の人出でにぎわう夏の一大イベントです

市民とまつりと文化芸術と
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越ヶ谷秋まつりは、旧越ヶ谷町
で行われてきた五穀豊穣

じょう

を祝
う山

だ

車
し

祭りです。江戸時代中頃
の元禄年間より300年以上にわ
たって伝えられ、現在は数年に
一度の開催となっています

商工業者と農業者が一堂に会すこしがや産業フェスタ。
直径2mの大鍋で作る5,000人分のこしがや鴨ネギ鍋は、

名物になっています

郷土芸能祭では、越谷市に古くから伝わる囃子・
神楽・木遣などのさまざまな郷土芸能が披露されます。

市内小学校の郷土芸能クラブの児童による発表も行われます

市民の手づくりによる、市民のための祭典、越谷市
民まつり。交通安全を願って行われる恒例のオープ
ニングパレードには約 100 団体が参加しています

　越谷市民まつりや協働フェスタなど、秋から冬にかけては市民
一人ひとりが作り上げる催しが開かれます。また、屋外能楽堂
で行われる薪能など、越谷だからこそ楽しめる芸術があります。

市民とまつりと文化芸術と

県内唯一の屋外能舞台をもつこしがや能楽堂。
毎年 9月に開催される薪能では、
かがり火の幻想的な雰囲気の中、
一流能楽師の演能が鑑賞できます
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ガーヤちゃんの蔵屋敷はかり屋

花田苑キャンベルタウン野鳥の森 旧東方村中村家住宅

大間野町旧中村家住宅

　市文化財として登録されている建造物から、本格的な日本庭
園、商業施設などの新たな観光名所まで、越谷には来て・見て・
体験して楽しい、見どころいっぱいな施設が数多くあります。

個性豊かなこしがやの顔

越谷いちごタウン

越谷レイクタウン
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宮内庁が管理する全国で2カ所だけの鴨場

宮内庁埼玉鴨場

賓客をもてなす食堂は
鴨場開設当時の面影を残しています

元溜周辺は竹林で覆われており、人の気配を
鳥たちに伝わりにくくしています

埼玉鴨場入口の門

　
宮
内
庁
が
管
理
す
る
「
鴨
場
」
は
、
越
谷
市

大
林
に
あ
る
『
埼
玉
鴨
場
』
と
千
葉
県
市
川
市

に
あ
る
『
新
浜
鴨
場
』
の
2
カ
所
だ
け
で
す
。
宮

内
庁
や
県
、
市
が
行
う
見
学
会
な
ど
を
除
き
、
ふ

だ
ん
は
一
般
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
内
外
の
賓

客
を
も
て
な
す
特
別
な
場
所
で
す
。

　
江
戸
時
代
、
越
谷
に
は
鷹た
か
を
使
っ
て
猟
を
行
う

鷹
場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
時
代
に
越
谷
を

含
む
地
域
が
皇
室
専
用
の
御
猟
場
と
し
て
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
鴨
場
で
捕
獲
し
た
鴨
は
調

査
を
行
っ
た
後
、
す
べ
て
放
鳥
し
て
い
ま
す
。

　
埼
玉
鴨
場
は
、
明
治
41
年
（
1
9
0
8
）

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
広
さ
は
約
12
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
東
京
ド
ー
ム
2
・
5
個
分
ほ
ど
あ
り
ま

す
。
中
央
に
あ
る
約
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
元も
と

溜
だ
ま
り
と
い
う
池
は
、
毎
年
8
月
の
終
わ
り
か
ら
翌

年
の
5
月
ま
で
、
渡
り
鳥
な
ど
3
0
0
0
羽

を
超
え
る
野
鳥
が
飛
来
す
る
、
鳥
た
ち
の
楽
園

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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　富士山が見えることは、開けた眺望のシンボルであり、以
前に比べて少なくはなりましたが、富士山や日光連山を遠望
できる場所は市内にまだ残っています。

眺望が開け富士山の見える風景

　参道の長い松並木とフジの花、うっそうと茂る樹木を背に
した朱塗りの社殿、境内に残された越谷吾山や平田篤胤の遺
跡など歴史的雰囲気に緑がよく調和し、荘厳な趣があります。

久伊豆神社の社叢

　市の東べりを流れる大落古利根川の流域は、比較的人の
手が加わらず、自然堤防上の緑が広い川面に映り、見る人の
心を和ませます。

古利根川の緑豊かな水辺

　旧日光街道沿いの越ヶ谷や大沢には、数は少なくなりまし
たが、蔵造りの家や千本格子の家が見られ、古い宿場の面影
を残しています。

古い家並・宿場の面影

越谷アメニティ八景（画・大徳 幸雄 氏）
昭和57年に市民投票で決定

いつまでも 残したい風景
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　どこの地区でも見られるお寺や鎮守のもりは、信仰の場で
あると同時に木陰を作り、子どもたちの遊び場ともなり、地
域のコミュニティの場となっています。

鎮守のもり

　青々と広がる水田の間を縦横に流れる大小の水路と、そこ
に植えられたハンノキ、点在する農家などは市を代表する景
観の一つです。

豊かな水をたたえた田園風景

　北越谷の元荒川堤に植えられた桜並木は、延々2kmにわ
たり見事な花をつけ、広々とした河川敷と一体となり、市街
地の中の行楽の場となっています。

元荒川の桜堤

　元荒川の宮前橋から市役所わきを経て瓦曽根堰の水門に
かけては、葛西用水が隣接し、川辺は釣りを楽しむ人、お弁
当を広げる家族連れなど市民の憩いの場となっています。

元荒川と葛西用水の開けた水辺

いつまでも 残したい風景
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植
　
物

　
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
越
谷
で
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
自
然

が
残
っ
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
に
美
し
い
花
が
咲
き
、
訪

れ
る
人
を
優
し
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
目
に
つ
く
ウ
メ
や

ナ
ノ
ハ
ナ
、
サ
ク
ラ
、
フ
ジ
、
ボ
タ
ン
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
コ
ス
モ
ス
な
ど
だ
け
で
な
く
、
ひ
っ
そ

り
と
咲
い
て
い
る
花
た
ち
、
越
谷
の
地
名
が
付
い
た
コ
シ

ガ
ヤ
ホ
シ
ク
サ
や
キ
タ
ミ
ソ
ウ
な
ど
、
埼
玉
県
の
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
絶
滅
危
惧
種
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

植
物
た
ち
も
精
い
っ
ぱ
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

ノウルシ
埼玉県レッドデータブック絶滅危惧Ⅱ類

　河川敷の泥地などの湿地に生える高さ
30cmほどの多年草です。茎は直立し、葉は
互生し、細長い楕円形で長さ5cm〜6cm、幅
6mm〜7mmです。4月〜5月に茎の先端に5
枚の葉を輪生し、そこから放射状に枝を出して
複数の花をつけます。葉や茎を傷つけるとウル
シに似た白い汁が出て、かぶれることからこの
名が付きました。

コシガヤホシクサ
埼玉県レッドデータブック絶滅

　昭和13年に旧越ヶ谷町の元荒川付近で発見さ
れ、14年に新種として発表されたホシクサです。
発見地にちなみ、コシガヤホシクサと命名されました。
　越谷市と茨城県下妻市に自生していた小さく
かわいい水草です。湿地に生育するホシクサ科の
植物ですが、現在、野生のものは絶滅しています。
国の研究機関で野生復帰のための取り組みが進
められており、越谷市でも残された種子から野生
復帰のための取り組みを行っています。
　8月〜9月に直径1mm〜2mmほどの白い星
型の小さな花を咲かせます。

い
つ
ま
で
も
残
し
た
い
自
然

キタミソウ
埼玉県レッドデータブック絶滅危惧ⅠB 類

　北海道の北見地方で最初に発見されたのでこの名前
がついたといわれています。
　北方系の植物で、現在群生地としては、越谷市を中心
とする埼玉県東部周辺、茨城県の小貝川、北海道や熊本
県熊本市の一部だけとなっている珍しい植物です。
　越谷市で最も多く群生して見られるのは、葛西用水路
瓦曽根溜井です。用水の水位の下がる10月と3月ごろの2
回、直径2mmほどの白いかれんな花を咲かせます。
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フジバカマ

シロバナタンポポ

ガガイモ

ナガボノシロワレモコウ

アキノノゲシ

ホトケノザ

スミレ

キクイモ

オオジシバリ

イシミカワ

レンゲソウ

セリ

クコ

カラスウリ

イモカタバミ
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みんな一緒に生きている…

シラコバト
埼玉県レッドデータブック絶滅危惧ⅠB 類

　昭和31年（1956）1月14日、国の天然記念
物に指定され、埼玉県の「県民の鳥」、越谷市の
「市の鳥」になっています。以前は、市内や県
内で多く見られましたが、現在では数が急激に
減っており、埼玉県内の生息数は100羽程度と
なっています。近郊では、千葉県、茨城県、栃木
県などの一部にも分布しています。

カワセミ
埼玉県レッドデータブック地帯別危惧

　全国の川、湖、沼などにすんでおり、ほとんど
の地域で一年中見ることができます。河川周辺
の土や崖に巣穴を掘って子育てをします。一時
水の汚れや河川改修などにより低地ではほと
んど見られなくなりました。市内では、大落古
利根川やしらこばと水上公園、大相模調節池な
どの水辺で確認されています。

アオバズク
埼玉県レッドデータブック準絶滅危惧 2 型 
　夏鳥として4月の終わりごろ日本全国に渡って
きます。県内では山地の森林や低地の市街地の
神社などの大木で繁殖が確認されています。市内
では、神社の社叢林や宮内庁埼玉鴨場で確認さ
れています。巣となるうろがある大木や餌となる
昆虫が減ってきていることから、子育ての場所が
少なくなり、個体数の減少が心配されています。

 

生
き
物

　
市
内
の
緑
道
や
水
辺
を
散
策
す
る
と
た
く
さ
ん
の
生
き

物
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
カ
ル
ガ
モ
や
サ
ギ
、
カ
ワ
ウ
、
セ
キ
レ
イ
、
シ
ジ
ュ
ウ

カ
ラ
な
ど
…
。

　
そ
の
ほ
か
埼
玉
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
シ
ラ
コ
バ
ト
や
ア
オ
バ
ズ
ク
、
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
の

鳥
た
ち
と
す
て
き
な
出
会
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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ヨシゴイ

カイツブリ

コチドリ

アオサギ

ツミ

アオモンイトトンボ

ホンドイタチ

ジャコウアゲハアオスジアゲハ

アマサギ

アマガエル

ナナホシテントウ

キジ ギンヤンマ メジロ
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木下半助商店
　市内の日光街道の中ほどに位置する、明治時代後期から大正時代にか

けて建築された道具店です。古くは参勤交代の行列を相手に、旅道具の

売買を行う道具屋として商いをしていたと伝えられています。表通りに面

する店舗のほか、土蔵、石蔵、主屋、稲荷社が現存し、明治期の越谷に

おける商店の面影を伝えています。平成 27 年 11 月、市内初の国の登

録有形文化財（建造物）に登録されました。

第
3
章

越
谷
の
文
化
財
・
史
跡
・
伝
統

木造地蔵菩薩立像

　浄山寺の本尊。肉付豊かな

体躯、深く鋭い衣文表現に平安

時代前期の特色がよくみられ、

定型化されない彫り口から 9 世

紀前半に遡る可能性が考えられ

ます。

　関東でも屈指の古さを誇る木

彫仏として、平成 28 年 8 月に

国の重要文化財（美術工芸品・

彫刻）に指定されました。

い
に
し
え
の

　
　
越
谷
を
伝
え
る

越ヶ谷のシラコバト

　江戸時代に外国から輸入されたといわれる鳥

で、埼玉県のマスコット「コバトン」のモデル

にもなっています。近い将来における野生での

絶滅の危険性が高いものとして、埼玉県レッド

データブック絶滅危惧Ⅰ B 類に分類されてお

り、国の天然記念物に指定されています。

国

国

登
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市
内
に
は
、い
に
し
え
の
人
々
の
生
活
や
文
化
、信
仰
な
ど
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
が
有
形
・

無
形
を
問
わ
ず
数
多
く
存
在
し
、中
に
は
、そ
の
歴
史
的
な
価
値
を
、国
や
県
か
ら
指
定
さ
れ
た
文
化

財
や
史
跡
が
あ
り
ま
す
。

　 

国 

…
国
指
定
文
化
財
　
登 

…
国
登
録
文
化
財
　
県 

…
県
指
定
文
化
財



下間久里の獅子舞

　埼玉県東部および千葉県西部の獅子舞行事の源流と

されています。例大祭は毎年7月の第3日曜日に行われ、

笛や太鼓の音に合わせ太夫獅子、中獅子、女獅子 3 頭

1 組が下間久里の香取神社の境内や地区内の家々で家

内安全を祈る舞などを披露します。

北川崎の虫追い

　北川崎の川崎神社において毎年 7 月 24 日に行われ

る行事で、江戸時代から続いています。麦わらを束ねた

たいまつに火を灯し、稲につく害虫を追い払い、豊作を

祈願するもので、鐘や太鼓を鳴らしながら「稲の虫ホー

イホイ」と声を合わせ田んぼのあぜ道を行進します。

蒲生の一里塚

　一里塚は、江戸時代に街道沿いに一里（約 3.9km）

ごとに設置され、道程の目標や旅人の休息の場などに利

用されていました。蒲生の一里塚は、県内の日光街道沿

いに残る唯一の一里塚です。

県

県

県
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木造伝正観音菩薩坐像

　鎌倉時代後期の作で、像高は 84cm、檜材の寄木造

です。顔のつくりと服装が、鎌倉時代後期の関東地方に

流行していた宋風美術の影響をうかがわせます。

県

平田篤胤仮寓跡

　平
ひら

田
た

篤
あつ

胤
たね

（1776 〜 1843）は、江戸時代後期の国

学者で、荷田春満、賀茂真淵、本居宣長とともに国学

四
し

大
う

人
し

の一人として位置付けられています。平田篤胤は

越ヶ谷と深い関わりがあり、3 度目の夫人を越ヶ谷から

迎えているほか、越ヶ谷の山崎家から援助を受けていま

した。

県

廿一仏板石塔婆

　板石塔婆のうち種子（梵字）二十一仏を刻んだ板碑

は、全国的にも珍しく、貴重なものです。増森にあるこ

の板碑には、天正 3 年（1575）8 月の銘があり、山王

二十一社の本地仏をあらわした種子が刻まれています。

県

久伊豆神社のフジ

　越ヶ谷久伊豆神社のフジは、天保 8 年（1837）に越ヶ

谷町の住人、川鍋国蔵が下総国流山から樹齢 50 余年の

フジを舟で運び植樹したといわれ、樹齢 200 年を超え

る古木といわれています。

県
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◆文化財一覧
区分・種類 名称 所在地

国指定文化財

彫刻 木造地蔵菩薩立像 野島32（浄山寺）

天然記念物 越ヶ谷のシラコバト 越谷市周辺

国登録文化財
建造物 木下半助商店 中町（個人蔵）

県指定文化財
彫刻 木造伝正観音菩薩坐像 増林3818（林泉寺）

考古資料 廿一仏板石塔婆 増森（個人蔵）

無形民俗文化財
下間久里の獅子舞 下間久里（香取神社）

北川崎の虫追い 北川崎（川崎神社）

史跡 蒲生の一里塚 蒲生愛宕町876

旧跡 平田篤胤仮寓跡 越ヶ谷1700
（久伊豆神社）天然記念物 久伊豆神社のフジ

市指定文化財

建造物
大聖寺の山門 相模町6-442（大聖寺）

旧東方村中村家住宅 レイクタウン9-51

絵画
斎藤豊作遺作「風景」

東越谷4-9-1
（市立図書館）鳥文斎栄之筆

「瓦曽根溜井図」

彫刻

安国寺の円空仏
大泊910（安国寺）

木造阿弥陀如来立像

木造会田七左衛門
夫婦坐像 七左町7-278（観照院）

木造地蔵菩薩立像 瓦曽根1-5-43（照蓮院）

木造釈迦如来涅槃像 越ヶ谷2549（天嶽寺）

香取神社の彫刻 大沢3-13-38（香取神社）

西福院の円空仏 谷中町3-90（西福院）

銅造五智如来立像 北越谷4-8-5（浄光寺）

弘福院の円空仏 北越谷1-21-26（弘福院）

木造阿弥陀如来坐像
大松60（清浄院）

木造阿弥陀如来坐像

銅造阿弥陀如来立像 増林3818（林泉寺）

工芸品

野島浄山寺の大鰐口 野島32（浄山寺）

懸仏 越ヶ谷1700
（久伊豆神社）

林泉寺の香炉 増林3818（林泉寺）

古文書

北条氏繁掟書 相模町6-442（大聖寺）

伊奈備前差添書 越ヶ谷本町（個人蔵）

本陣資料一括
（福井家文書）

大沢
（県立文書館寄託）

浄山寺の朱印状 野島32（浄山寺）

代々の朱印状 平方249（林西寺）

寺領寄進朱印状 宮本町2-54( 迎攝院）

観智国師書状 大泊910（安国寺）

西方村旧記 東越谷4-9-1
（市立図書館）

区分・種類 名称 所在地
市指定文化財

考古資料

建長元年板碑 御殿町3-36

文明3年十三仏板碑 増林2687（勝林寺）

文和3年六字名号板碑 大成町（個人蔵）

貞治6年七字題目板碑 大道（個人蔵）

天文22年
弥陀三尊図像板碑 大成町（個人蔵）

承応2年庚申塔 大成町（個人蔵）

廿一仏板石塔婆 東町5-238（金剛寺）

歴史資料

徳川家康の夜具 相模町6-442（大聖寺）

清蔵院の山門 蒲生本町13-41
（清蔵院）

一乗院の建具 三野宮618（一乗院）

会田家歴代の墓所 神明町（個人蔵）

呑龍上人供養墓石 平方249（林西寺）

平田篤胤奉納大絵馬 越ヶ谷1700
（久伊豆神社）

越谷吾山供養墓石 越ヶ谷2549（天嶽寺）

窮民救済の碑 瓦曽根1-5-43（照蓮院）

越巻中新田の
産社祭礼帳 新川町（個人蔵）

越ヶ谷順正会関連資料
越ヶ谷4-2-1
（市役所。

一部市立図書館）

三ノ宮卯之助銘の力石

三野宮333
（香取神社）
越ヶ谷1700

（久伊豆神社）

有形民俗文化財
第六天の算額 下間久里（個人蔵）

「観音堂の縁日風景」
絵馬 大泊104（大泊観音堂）

無形民俗文化財 越谷の木遣歌 越谷市木遣保存会

史跡

見田方遺跡 見田方遺跡公園周辺

清浄院開山塚 大松60（清浄院）

越谷吾山句碑 越ヶ谷1700
（久伊豆神社）

旧跡
越ヶ谷御殿跡 御殿町

千徳丸供養塔 瓦曽根1-5-43（照蓮院）

名勝 久伊豆神社社叢 越ヶ谷1700
（久伊豆神社）

天然記念物

林泉寺駒止のマキ 増林3818（林泉寺）

有瀧家のタブノキ 中町（個人蔵）

ラクウショウ 越ヶ谷2566
（越谷アリタキ植物園）

大聖寺のタブノキ 相模町6-442（大聖寺）

浅間神社のケヤキ 中町7（浅間神社）

中村家のイチョウ 東越谷（個人蔵）

聖徳寺のイチョウ 北川崎18（聖徳寺）

田中家のクスノキ 川柳町（個人蔵）

森家のイチョウ 平方（個人蔵）

中村家のクスノキ 大成町（個人蔵）
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　民謡は、唄の文句や歌われた場所から、土地の歴史や昔の習慣、人々の考え方や信仰と風習など
を知ることができます。北海道の「ソーラン節」や沖縄県の「てぃんさぐぬ花」のように、越谷市に
も郷土の生活に結びついて伝承されてきた民謡が数多く存在します。寺社の祭礼や婚礼などの宴席、
田植えなどの労働中など、さまざまな場面で歌われ
てきた民謡。現在も郷土芸能祭などで披露されている
中から一部を紹介します。

▌昔、婚礼やお祝い事は、式場やレストランではなく、自宅に人を招いて宴会がひらかれたものでした。招待された人々は、
おめでたい言葉を唄にのせて、唄でその家のたたずまいをほめ、人をほめて、お祝いしました。

（資料提供：越谷伝承民謡民舞保存会）

　江戸時代、交通の要所であった越谷では、行き交

う旅人からさまざまな唄が運ばれてきました。唄は

人々に愛され、暮らしに寄り添いながら越谷の民謡

として育まれましたが、昭和 50 年代には、越谷の

民謡の多くが忘れられ、消えつつありました。

　現在、郷土芸能祭などで披露されている越谷の民

謡は、昭和 50 年代に越谷市出身の民謡師範が市内

に長く暮らしている高齢者から採譜し、保存・伝承

したものです。

今日こちらに　招かれて　奥の間座敷を　見申せば

水仙花が　三つ咲いて　一つはこの座のお肴よ

二つはこちらの　上がり花　三つはヨーオ　ヨーオエ

身上の上がり花

今日はこちらの　だんなさま　朝日のさすよな　息子もち

夕日のさすよな　嫁もらい　七福神なる　孫をもち

末代長者で　暮らします　さてはヨーオ　ヨーオエ

めでたやおめでたい

（昭和 54 年　越谷市袋山　山崎アキ氏から江川麻裕美氏が採譜・編曲）

—　越谷の祝い唄　—

越谷の伝承を歌う

越谷の伝承民謡

　右記の二次元コードから、「越谷の祝
い唄」と「遣声・鳶かけ」を視聴できます。
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▌鳶かけは流し物に分類されます。声を張らずに歌える流し物は道中物ともいわれます。道中とは、長い作業をすることを
いい、祭りでは渡御や還御の行列の様に長い時間歌う時に歌われます。

　[　]の部分では、「御葉は目
め

出
で

たの若松様よ枝も栄えて葉も茂る」と歌っています。他にも、「峰の小松の雛鶴かけて谷の

流れで亀あそぶ」など、さまざまなめでたい歌詞を盛り込み、全体を繰り返しながら歌います。
（資料提供：越谷市木遣保存会）

▌いかなる木遣を歌うときも最初に歌う木遣歌で、地歌に分類されます。「やるよー」「いいよー」という意味の掛け声に

なっています。

▌記号の意味：　 …「木遣り」1人で歌う　 …「側
か（わ）うけ

受」みんなで歌う

越谷の木遣

よおーーいーやーあーりょうー

えーえーえー　よおーーいーーいーーいーーいーーいーー

—　遣
やり

声
ごえ

　—

—　鳶かけ　—

　越谷の木遣は、一説には江戸開府以降、関東地方

を中心にとび職などの土木工事等に関わる職人の間

で労働歌として発達した木遣歌が伝えられてきたも

のといわれています。棟上げ祝儀等に歌われ、主に

久伊豆神社の祭りの練歌、山車の曳き歌として伝え

られてきました。

　地歌、端物、流し物など、種類により 5 つに分類

された 23 曲を組み合わせて歌います。

　越谷の木遣歌は、平成 2 年に市の指定無形民俗文

化財に指定されました。

おーおーお
　おーおーいーまーあーあー

　だぁーもーおーそー　

あーそーほーりゃー
　よぉーほぃーよぉーほぃーね

あーあーえーえーえーやぁーあー

あーやーれーこーりゃーねー
ごーよーおーわーあーめーえーでー

　めーでーたーのー

あーやーれーこーりゃーねー
わーかーまーつーうーうー

　さーあーあーまーあーあーよー

あーやーれーこーりゃーねー

えーだーあーもーおー
　 さーあーかーあーえーえーえーてー

あーやーれーこーりゃーねー 　
えーえーえ　はもーやーあー

　しーいーげーえーるーうーえー

　　 あーこーりゃ

あーそーほーりゃーはーれーわー
　 せーえーえーそーほー

　 ほーりゃーよーおーほーおーよー

　 いーさぁーやぁーあー

　 あーあ　やぁーあーあー

　 はーのーおーせーえーえーえ

　 えーえーえーやぁー

　 はーらーやーれーこーりゃーねー
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お
よ
そ
３
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
越
谷
だ
る
ま
。
江
戸
時
代
に
、

「
だ
る
吉
」
と
い
う
人
形
師
が
、

だ
る
ま
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
「
達

磨
大
師
」
の
姿
を
起
き
上
が
り
小

法
師
に
描
い
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
魔
よ
け
と

し
て
、
や
が
て
は
縁
起
物
と
し
て
、

全
国
へ
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
越
谷
だ
る
ま
は
年
間

40
万
体
ほ
ど
作
ら
れ
て
お
り
、
川

崎
大
師
や
柴
又
帝
釈
天
な
ど
、
関

東
を
中
心
に
全
国
各
地
へ
届
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

鼻
が
高
く
、

�
色
白
で
優
美
な
顔
立
ち

　
ど
こ
と
な
く
上
品
な
雰
囲
気
を

感
じ
る
越
谷
だ
る
ま
。
そ
の
理
由

は
横
か
ら
見
る
と
よ
く
分
か
り
ま

す
。
鼻
が
す
っ
と
高
い
の
で
す
。

こ
れ
は
越
谷
の
「
地
の
利
」
の

お
か
げ
。
出
荷
先
で
あ
る
江
戸
ま

で
距
離
が
あ
る
と
、
道
中
で
だ
る

越
谷
の
産
業

第
4
章

塗
っ
て
は
乾
か
し
、
描
い
て
は
乾
か
し
…
。

時
間
を
か
け
て
だ
る
ま
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
同
士
が
ぶ
つ
か
っ
て
欠
け
る
お

そ
れ
が
あ
る
た
め
、
形
を
平
べ
っ

た
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
点
、
越
谷
は
江
戸
に
近

か
っ
た
た
め
、
越
谷
だ
る
ま
は
鼻

を
高
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
や
や
色
白
な
の
も
越
谷
だ
る

ま
の
特
徴
で
、“
美
男
子
”
と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

二
つ
と
し
て

　
　
　

同
じ
顔
は
な
い

　
現
在
、
越
谷
だ
る
ま
を
作
っ
て

い
る
工
房
は
市
内
に
数
カ
所
。
お

お
よ
そ
の
描
き
方
は
統
一
さ
れ
て

い
ま
す
が
、眉
に
「
寿
」
と
入
っ

て
い
た
り
、
鼻
の
輪
郭
が
描
か
れ

て
い
る
な
ど
、
表
情
は
工
房
ご
と

に
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
工
房
で
作
ら
れ
た

だ
る
ま
で
あ
っ
て
も
、
代
替
わ
り

や
時
代
の
変
遷
に
合
わ
せ
て
少
し

ず
つ
顔
は
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
一

体
一
体
手
で
描
か
れ
る
た
め
、
同

じ
だ
る
ま
は
世
界
に
二
つ
と
あ
り

ま
せ
ん
。

越谷だるま
世の中を丸くおさめる、福だるま

全体的に丸みを帯び、球のようにまん丸の越谷だるま。世の中が丸く収まり、
皆が幸福であるようにと願うだるまたちの顔は、一つひとつ手で描かれています。

〝願いを伝える＂

①下地塗り
顔料とに・・・かわを混
ぜた下地を塗り、
真っ白なだるまが
出来上がります

②上塗り
下地が乾いたら、
今度は全体を真っ
赤に塗っていきま
す

④顔描き（２）
最後に眉、ひげを
描き入れ、墨が乾
いたら完成です

③顔描き（１）
顔は白、目の周
りはオレンジ色に
塗っていきます

伝
統
工
芸
越
谷
の
匠
の
技
が
生
み
出
す
美
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越
谷
手
焼
き
せ
ん
べ
い
の
起
源

は
、
江
戸
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
越
谷
は
、
か
つ
て
「
江
戸

の
米
蔵
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ほ
ど

の
米
ど
こ
ろ
。
米
農
家
が
、
余
っ

た
米
を
団
子
状
に
丸
め
て
か
ら
つ

ぶ
し
て
焼
き
、
「
焼
米
」
と
い
う

お
や
つ
に
し
て
食
べ
て
い
た
の
が

①乾燥
焼く前の生地は、
焼き器の上部に置
いて温めておきま
す

②焼き（１）
均等に火が入るよ
う、こまめにひっ
くり返します

④仕上げ
しょうゆを塗ると
途端に香ばしい匂
いが立ち上ります

③焼き（２）
膨らんできたら、
「押し瓦」で平らに
なるよう押さえなが
ら焼いていきます

越
谷
手
焼
き
せ
ん
べ
い
の
始
ま
り

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
ょ
う
ゆ
の
ま
ち
と
し
て
知
ら

れ
る
千
葉
県
野
田
市
が
近
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
焼
米
に
し
ょ
う
ゆ
を

塗
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
今
の

せ
ん
べ
い
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
越
谷
市
内
の
せ
ん
べ

い
屋
は
、
も
と
も
と
は
団
子
屋

だ
っ
た
と
い
う
お
店
が
少
な
く
な

い
の
で
す
。

天
候
を
見
な
が
ら
行
う

�

生
地
作
り

　
せ
ん
べ
い
の
味
を
決
め
る
の
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
生
地
で
す
。

　
越
谷
で
は
米
１
０
０
％
で
作
ら

れ
て
い
る
せ
ん
べ
い
が
多
く
、
そ

の
生
地
は
天
候
の
影
響
を
大
き

く
受
け
ま
す
。
そ
の
た
め
、
天
気

や
気
温
、
湿
度
や
風
の
有
無
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
最
適
と
思
わ
れ
る

日
を
選
ん
で
生
地
作
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
生
地
が
出
来
上
が
っ
た
後
も
、

天
日
干
し
で
２
日
、
陰
干
し
で
１

日
ほ
ど
と
、
時
間
を
か
け
て
水
分

を
飛
ば
し
て
い
き
ま
す
。

１
枚
ず
つ
、
炭
火
で
手
焼
き

　
出
来
上
が
っ
た
生
地
は
、
炭
火

で
１
枚
ず
つ
焼
き
上
げ
て
い
き
ま

す
。
生
地
が
乾
燥
し
て
し
ま
う
の

で
、
夏
場
で
も
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

機
は
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

時
に
過
酷
な
状
況
で
も
、
た
だ
た

だ
丁
寧
に
。
き
れ
い
な
円
に
な
る

よ
う
に
こ
ま
め
に
裏
返
し
、
し
ょ

う
ゆ
を
さ
っ
と
塗
り
、
さ
ら
に
乾

燥
さ
せ
て
よ
う
や
く
出
来
上
が
り

で
す
。

　
パ
リ
ッ
と
い
う
音
と
と
も
に
、

米
の
お
い
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
の

で
き
る
越
谷
手
焼
き
せ
ん
べ
い

は
、
手
間
暇
と
心
を
込
め
て
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

乾
燥
の
時
間
を
た
び
た
び
取
り
な
が
ら
、

手
間
暇
を
か
け
て
丁
寧
に
焼
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

越谷手焼きせんべい
米の味わいを噛みしめる手焼きせんべい
口に入れると、米の味をしっかりと感じることのできる越谷手焼きせんべい。
パリッとした食感としょうゆの風味を堪能できるよう、手焼きにこだわっています。

〝食文化を伝える＂
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京
都
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
ひ

な
人
形
。
江
戸
へ
伝
わ
る
と
、
現

在
の
日
本
橋
付
近
に
多
く
の
人

形
師
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
越
谷
ひ
な
人
形
は
、
会
田

佐さ

右う

衛え

門も
ん

と
い
う
人
が
江
戸
で

人
形
作
り
を
学
び
、
故
郷
で
あ
る

越
谷
に
技
術
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と

が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
と
も
江
戸
と
も
少
し
違
う
、

優
雅
な
顔
立
ち
が
評
判
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
で
も
た
く
さ
ん
の
人
形
師

が
、
会
田
氏
の
技
を
受
け
継
い
で

い
ま
す
。

多
く
の
職
人
の
技
が

�

一
体
の
人
形
に

　
ひ
な
人
形
が
完
成
す
る
ま
で
に

は
、
何
人
も
の
職
人
が
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
髪
付
師
、
頭
師
、
手
足

師
、
小
道
具
師
、
着
付
師
…
。
彼

ら
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
一

体
の
ひ
な
人
形
が
出
来
上
が
る
の

で
す
。

　
絹
糸
で
作
ら
れ
た
髪
、
一
筆
ず

つ
描
か
れ
た
表
情
、
何
枚
も
の

布
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
着
物
。
見

つ
め
る
ほ
ど
に
引
き
込
ま
れ
て
い

く
、
芸
術
品
と
も
い
え
る
美
し
さ

は
、
職
人
た
ち
の
高
い
技
術
の
結

晶
で
す
。

離
れ
た
家
族
へ
の
思
い
を

�

人
形
に
込
め
て

　
女
の
子
の
成
長
を
願
っ
て
飾
ら

れ
る
ひ
な
人
形
。
子
ど
も
や
孫
と

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
人
が
、も
っ

と
子
ど
も
を
身
近
に
感
じ
た
い
と

ひ
な
人
形
を
購
入
す
る
こ
と
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
着
物
の
柄
は

時
代
や
流
行
に
合
わ
せ
て
変
わ
っ

て
い
く
も
の
な
の
で
、
最
近
で
は

大
人
で
も
ひ
な
人
形
を
飾
り
や
す

い
よ
う
、モ
ノ
ト
ー
ン
な
ど
の
シ
ッ

ク
な
デ
ザ
イ
ン
の
着
物
も
。

　
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
て
も
、
ど

う
か
健
や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

ひ
な
人
形
は
、
そ
ん
な
願
い
を
小

さ
な
体
で
そ
っ
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。

越谷ひな人形
人の手で積み重ねられてゆく繊細な美しさ
気品にあふれた優雅な顔立ちの越谷ひな人形。
その美しさは、たくさんの職人たちの、丁寧な仕事の積み重ねによって生まれています。

繊
細
な
人
形
作
り
は
、

た
く
さ
ん
の
職
人
の
手
を
経
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①胴体作り
束ねたわらを削り、紙を
巻きつけて胴体にします

②手足作り
胴体に手足を取り付ける
と、少しずつ人形の輪郭
が見えてきます

④頭付け
出来上がった胴に頭を差
し込み、小道具を取り付
けて完成です

③着付け
何枚もの布を実際に重ね
ることで、重厚感が出て
きます

〝子どもへの思いを伝える＂
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な
ぜ
越
谷
で
甲か

っ
ち
ゅ
う冑が

作
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
は
っ
き
り

し
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

か
つ
て
防
具
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
甲
冑
は
、
平
安
時
代
に
は
勝
利

祈
願
の
た
め
に
奉
納
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、

子
ど
も
の
た
め
に
端
午
の
節
句
に

飾
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
つ
し
か
越
谷
に

①金具作り
金属を叩き、金具を形作
ります

②小
こ

札
ざね

作り
専用の工具を使い、紐を
通すための穴を空けてい
きます

③組み立て
少しずつ鎧が組み上がっ
ていきます

④仕上げ
出来上がった部品を縫い
合わせ、鎧が出来上がり
ます

は
、
甲
冑
を
作
る
工
房
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
。

大
き
な
甲
冑
を
支
え
る

�

小
さ
な
手
仕
事
の
数
々

　
甲
冑
の
製
作
工
程
を
見
学
す
る

人
が
必
ず
驚
く
と
い
う
の
が
、
細

か
な
手
仕
事
で
す
。
絹
や
組
み
紐

や
金
細
工
な
ど
、
大
き
な
甲
冑
は

た
く
さ
ん
の
小
さ
な
部
品
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
ほ
と
ん
ど
が
人
の
手
で
作
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
ど
ん
な
細
工
品
を
使
う
の
か
、

紐
を
ど
こ
ま
で
細
か
く
編
み
込
む

の
か
、
細
部
に
各
工
房
の
特
徴
が

表
れ
ま
す
。
使
わ
れ
て
い
る
部
品

は
、
す
べ
て
が
伝
統
工
芸
品
だ
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
。
全

国
各
地
の
伝
統
工
芸
品
を
身
に
ま

と
っ
て
い
る
の
が
甲
冑
な
の
で
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な

�

成
長
を
願
っ
て

　
甲
冑
に
は
、「
大
願
」
「
武
勇
」

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前
が
あ
り
ま

す
。
祝
い
の
言
葉
や
、
子
ど
も
へ

の
願
い
な
ど
を
込
め
て
付
け
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
甲
冑
の
色
合
い
は
時
代

や
流
行
に
合
わ
せ
て
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
が
、
色
に
よ
っ
て
願
い
ご
と

も
変
わ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長

を
心
か
ら
願
い
、
人
々
は
昔
か
ら

甲
冑
を
飾
っ
て
き
ま
し
た
。
数
百

人
に
も
の
ぼ
る
職
人
が
思
い
を
込

め
て
作
り
上
げ
た
甲
冑
を
、
親
が

子
を
思
い
な
が
ら
選
び
、
手
渡
す
。

一
体
の
甲
冑
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

越
谷
甲
冑

匠
が
生
み
出
す
伝
統
技
術
の
結
晶

皮
革
、漆
工
芸
、金
工
、組
み
紐
…
。甲
冑
を
形
作
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、職
人
の
手
仕
事
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

甲
冑
に
は
、日
本
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
技
術
が
結
集
し
て
い
る
の
で
す
。

一
体
の
甲
冑
に
は
、

何
百
と
い
う
小
さ
な
部
品
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

〝
子
ど
も
への
思
い
を
伝
え
る
＂
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江
戸
時
代
、
流
行
作
家
の
式

亭
三
馬
が
「
江
戸
の
水
」
と
い

う
化
粧
水
で
大
成
功
を
収
め
ま
し

た
。
化
粧
水
が
入
っ
た
ガ
ラ
ス
瓶

は
桐
箱
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
越
谷
産
だ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
来
、
越
谷
に
は
桐
材
の
加
工

技
術
が
根
付
き
ま
し
た
。
細
か
な

加
工
や
接
着
は
今
も
す
べ
て
手
仕

事
で
、
機
械
化
さ
れ
た
切
り
出
し

の
工
程
も
、
作
業
自
体
は
昔
か
ら

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
２
０
０
年
以
上
も
前
か
ら
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
職
人
の
技

術
が
、
今
も
越
谷
の
桐
箱
に
生
き

て
い
ま
す
。

ど
ん
な
も
の
で
も

�

最
適
な
保
存
状
態
に

　
桐
箱
に
は
焼
物
や
掛
け
軸
、
最

近
で
は
メ
ロ
ン
な
ど
の
果
物
が
入

れ
ら
れ
る
こ
と
も
。
昔
か
ら
「
大

切
な
も
の
は
桐
箱
へ
」
と
言
わ
れ

て
き
た
の
に
は
ち
ゃ
ん
と
理
由
が

あ
り
ま
す
。

　
桐
の
年
輪
に
は
目
に
見
え
な
い

細
か
い
穴
が
無
数
に
空
い
て
い
ま

す
。
外
の
湿
度
が
高
い
と
き
に
は

穴
を
ふ
さ
ぎ
、
乾
燥
し
て
い
る
と

き
に
は
通
気
を
良
く
し
、
常
に
中

の
も
の
を
ベ
ス
ト
の
状
態
に
保
つ

性
質
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
湿

気
が
こ
も
る
こ
と
も
、
乾
燥
す
る

こ
と
も
な
い
の
で
、
保
存
剤
の
な

い
時
代
か
ら
と
て
も
重
宝
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

子
ど
も
へ
、
孫
へ
伝
え
ら
れ
る

�

品
質
の
良
さ

　
か
つ
て
、
桐
材
で
作
ら
れ
た
箱

は
、
代
々
受
け
継
が
れ
る
も
の
で
、

親
子
３
代
で
使
う
こ
と
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
職
人
た
ち

は
、
木
材
の
裏
表
や
年
輪
の
様
子

を
見
て
、
自
然
の
道
理
に
沿
う
よ

う
、
最
適
な
箇
所
に
最
適
な
木
材

を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
桐
に
決
し
て
無
理
を
さ
せ
な
い

そ
の
丁
寧
な
仕
事
が
、
10
年
後
、

20
年
後
も
、
中
に
収
め
ら
れ
て
い

る
宝
物
を
守
っ
て
い
る
の
で
す
。

②切りまわし
箱の大きさにぴったり合うよう、
桐を切っていきます

③組み立て
接着剤で桐材を貼り合わせたあ
と、ゴムを巻いて圧をかけ、しっ
かり接着します

④仕上げ
かんなで角に丸みをつけ、紙やす
りで表面をなめらかにします

桐
材
加
工
の
工
程
は
、
江
戸
時
代
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

越谷桐箱
美しい桐が宝物をそっと包み込む
焼物や掛け軸など、とっておきのものを保存しておくために使われてい
るのが桐箱です。桐自体の輝くような美しさに加え、親子３代で使うこと
もできるという品質の高さも自慢です。

①木取り
たくさんの桐材の中から最適なも
のを選び出し、厚みが均一にな
るように切り揃えていきます

〝品質を伝える＂
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越
谷
に
は
、
ほ
か
に
も
日
本
の
文
化
と
も
い
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
を

現
代
に
受
け
継
い
で
い
る
事
業
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

越
谷
に
伝
わ
る
工
芸
品
た
ち

昔ながらの鍛冶仕事で、彫刻に関する刃
物を製造しています

彫刻刃物
国内産の桐材を使用し、一人の職人が精
魂込めて最後まで仕上げています

桐たんす

浴衣地の表と裏に異なる柄を同時に染め
られる「籠染め」の技法。現在は休止中の
ため、染色に使われる型（籠）は灯籠とし
て活用しています

ゆかた染色
伝統と技術を守り、三味線や琴の製造、
修理、調整などを行っています

三味線

江戸切子の技法を現代に受け継ぎ、現代
風の柄にも力を入れています

切子ガラス
関東では唯一、真竹と上質和紙を使い、
独特の形状のうちわをすべて手作業で
作っています

都うちわ
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越谷には、古くから受け継がれてきた技術を生かし、全国そして海外へと進出した新たな
製品があります。いずれも、伝統工芸のよさをさらに引き出した逸品です。

伝統を受け継ぎ、新たなステージへ

　
平
成
27
年
、
経
済
産

業
省
の
日
本
が
世
界
に

誇
る
べ
き
優
れ
た
商
品
を

発
掘
す
る
事
業
「T

he 

W
onder 500™

」
に
、

越
谷
の
「
籠か
ご
ぞ
め
と
う
ろ
う

染
灯
籠
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
大
正
時
代
か
ら
、
真し
ん

鍮ち
ゅ
う

製
の
筒
状

の
型
で
あ
る
「
籠
」
に
柄
を
施
し
、

ゆ
か
た
の
生
地
を
染
め
る
「
籠
染

め
」
が
国
内
に
広
ま
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
近
年
そ
の
数
を
減
ら
し
、
市

内
の
中
野
形
染
工
場
が
国
内
最
後
の

　
古
く
か
ら
漆
な
ど
「
塗
り
」
の

技
術
が
身
近
に
あ
っ
た
日
本
人
。
鏡

の
よ
う
に
も
の
が
映
る
塗
装
は
、
そ

の
品
を
一
段
と
美
し
く
見
せ
、
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
き
ま
し
た
。「
鏡

面
塗
装
」
と
も
言
わ
れ
る

塗
り
の
技
術
を
独
自
に
発

展
さ
せ
、
一
点
の
曇
り
も

無
い
「
か
つ
て
な
い
鏡
面

塗
装
」
（
商
標
登
録
済
）

と
し
て
確
立
さ
せ
た
の
が
、

㈲
栗
原
木
工
所
で
す
。

１
軒
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
技

法
と
籠
を
後
世
に
残
し
、
新
た
に
活

用
す
る
方
法
を
模
索
し
て
い
た
の
が
、

市
内
で
創
業
し
た
デ
ザ
イ
ン
企
業
、

ハ
ナ
ブ
サ
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　
２
社
の
協
力
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

籠
染
灯
籠
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、

籠
の
中
に
照
明
を
取
り
付
け
た
も
の

で
す
。
明
か
り
を
灯
す
と
、
籠
の
き

め
細
か
で
美
し
い
模
様
が
浮
か
び
上

が
り
、
周
囲
を
照
ら
し
ま
す
。
伝
統

的
な
技
術
と
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
組

み
合
わ
さ
っ
た
逸
品
で
す
。

　
そ
の
高
い
技
術
と
新
た
な
分
野
に

も
果
敢
に
挑
戦
す
る
姿
勢
は
、
海
外

の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
店
の
目
に
も
留
ま

り
、
店
舗
の
内
装
を
依
頼
さ
れ
る
ほ

ど
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
栗
原
木

工
所
で
は
「K ケ
ー.T

ト
ゥ
ー
ラ

U
R

A

」
と
い
う

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、

鏡
面
塗
装
を
施
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ケ
ー
ス
や
イ
ン
テ
リ
ア
を
発
表
す

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技

術
を
存
分
に
生
か
し
た
新
た
な
製
品

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

失われかけた籠染め技法から生まれた
優しい光を放つ照明器具

独自の塗装技術を開発。その美しい「塗り」は
海外からも注目される
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人
形・甲
冑
作
り
の
技
術
を
最
大
限
に
生
か
し
た
現
代
風
の
製
品
［ 

木
目
込
み
技
法
を
活
用
し
た
新
製
品
の
開
発 

］

　
木き

め

こ
目
込
み
は
、ひ
な
人
形
や
五
月
人
形
な
ど
の
技
術
の
１
つ
で
、

型
か
ら
抜
き
出
し
た
人
形
に
、
着
物
の
し
わ
や
模
様
な
ど
の
ラ
イ

ン
を
彫
り
、
そ
こ
に
布
の
端
を
押
し
込
ん
で
い
く
技
法
で
す
。

　
㈱
柿
沼
人
形
で
は
、
こ
の
技
法
を
取
り
入
れ
た
、
通
年
販
売

で
き
る
商
品
を
開
発
で
き
な
い
か
と
、
伝
統
的
な
縁
起
物
で
あ
る

「
招
き
猫
」
に
着
目
。
木
目
込
み
技
法
と
招
き
猫
と
い
う
こ
れ

ま
で
に
な
い
組
み
合
わ
せ
や
、
パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン
や
革
な
ど
従
来

に
な
い
素
材
を
取
り
入
れ
た
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
、平
成
28
年
、

経
済
産
業
省
の
「T

he W
onder 500™

」
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
小
物
入
れ
に
も
な
る
ト
レ
イ
な
ど
も
開
発
し
、
招
き

猫
と
あ
わ
せ
国
内
外
か
ら
注
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

［ 
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
戦
国
武
将
の
装
い
に 

］

　
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
に
飾
る
五
月
人
形
。
古
く
か
ら
越
谷

で
も
作
ら
れ
、
「
越
谷
甲
冑
」
と
し
て
現
代
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
甲
冑
に
施
さ
れ
た
多
く
の
技
法
の
一
つ
が
「
威お
ど

し
」
で
す
。

威
し
と
は
、
甲
冑
を
形
作
る
板
を
、
色
鮮
や
か
な
糸
で
結
び
合
わ

せ
組
み
上
げ
て
い
く
技
法
で
、
使
用
す
る
糸
の
色
や
編
み
方
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
柄
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
㈲
朝
比
奈
で
は
、
こ
の
「
威
し
」
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ケ
ー

ス
と
組
み
合
わ
せ
た
、
新
た
な
製
品
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。

甲
冑
を
作
る
と
き
と
同
じ
く
、
職
人
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作
る

こ
の
製
品
は
「
サ
ム
ラ
イ
　
フ
ォ
ン
　
カ
バ
ー
」
と
名
付
け
ら
れ
、

平
成
28
年
に
「IM

P
A

C
T

 SA
IT

A
M

A

」
で
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

［ 

戦
国
武
将
の
象
徴
が
生
活
空
間
と
一
体
化 

］

　
織
田
信
長
や
徳
川
家
康
、
伊
達
政
宗
…
。
名
だ
た
る
戦
国
武

将
を
特
徴
付
け
る
も
の
の
一
つ
が
、
「
兜
」
で
す
。
鮮
や
か
な
色

彩
や
特
徴
的
な
形
状
の
前
立
て
な
ど
で
、
甲
冑
の
中
で
も
特
に
人

気
を
集
め
る
部
位
で
す
。

　
㈱
忠
保
で
は
、
甲
冑
作
り
の
技
術
を
生
か
し
、
兜
を
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
に
し
た
「
サ
ム
ラ
イ
　
ボ
ト
ル
　
兜
」
を
開
発
し
ま

し
た
。
平
成
28
年
に
埼
玉
県
伝
統
工
芸
品
等
新
製
品
開
発
コ
ン
テ

ス
ト
「IM

P
A

C
T

 SA
IT

A
M

A

」
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
た

こ
の
製
品
は
、
サ
イ
ズ
こ
そ
ボ
ト
ル
用
に
小
さ
く
作
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
素
材
や
製
法
、
戦
国
武
将
ご
と
に
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
な
ど

は
、
本
物
の
兜
そ
の
ま
ま
。
作
り
手
の
こ
だ
わ
り
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
感
じ
ら
れ
る
逸
品
で
す
。
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越
谷
ね
ぎ

　
越
谷
ね
ぎ
は
、
白
身
が
し
っ
か
り
と
締

ま
り
、
料
理
に
使
っ
て
も
煮
く
ず
れ
せ
ず
、

辛
味
と
甘
み
が
絶
妙
な
越
谷
特
産
の
ネ
ギ

で
す
。
煮
て
、
焼
い
て
、
揚
げ
て
、
薬
味
で
、

ど
ん
な
食
べ
方
で
も
お
い
し
さ
を
発
揮
し
ま

す
。
そ
の
品
質
の
高
さ
か
ら
、
東
京
の
有

名
料
亭
、
高
級
料
理
店
や
そ
ば
屋
な
ど
で

も
使
わ
れ
て
い
る
、
高
級
食
材
と
し
て
名

高
い
ネ
ギ
で
す
。

ク
ワ
イ

　
ク
ワ
イ
は
、
冬
に
収
穫
さ
れ
る
水
生
植

物
で
、
越
谷
で
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
、

水
田
の
裏
作
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
芽
が

で
る
こ
と
か
ら
「
め
で
た
い
」
と
正
月
料

理
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
越
谷
は
全
国
で
も

有
数
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
越
谷
の
ネ
ギ
栽
培
が
始
ま
っ
た
時
期
は

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
に
は

良
質
な
ネ
ギ
が
栽
培
さ
れ
、
広
く
愛
さ
れ

て
い
た
と
す
る
古
い
資
料
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
主
に
増
林
地
区
や
新
方
地
区

な
ど
で
作
付
け
さ
れ
て
お
り
、
出
荷
量
は

年
間
約
２
０
０
０
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
荻
島
・
出
羽
地
区
で
栽
培
さ

れ
て
お
り
、
大
玉
は
京
浜
、
小
玉
は
関
西

方
面
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ワ

イ
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
、
ク
ワ
イ
を
使
っ

た
お
菓
子
も
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
ワ
イ
を
使
っ
た
お
菓
子

　
市
内
の
事
業
所
で
、大
福
や
饅
頭
、パ
イ
、

サ
ブ
レ
な
ど
多
種
多
様
な
お
菓
子
が
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ワ
イ
の
風
味
や
ほ
の
か

な
苦
味
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。

農
産
物

　

越
谷
は
、
古
く
か
ら
豊
か
な
水
源
を
生
か
し
て
稲
作
が
営
ま
れ
て
き
た
農
業
の
ま
ち
で
す
。
し
か
し
、
農
地
の
宅
地

化
の
進
行
に
よ
る
農
地
の
減
少
や
農
業
者
の
高
齢
化
な
ど
の
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
首
都
近
郊
と
い
う
地
理
的
特
性
を
生
か
し
、
野
菜
の
生
産
や
観
光
農
園
の
経
営
に
取
り
組
む
農
家
が
現
れ

る
な
ど
、
多
彩
な
農
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

越谷くわい銘菓 慈姑サブレ

慈姑パイ
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山さ
ん
と
う
さ
い

東
菜

　
山
東
菜
は
、
中
国
山
東
省
原
産
の
白
菜

の
一
種
で
す
。
越
谷
で
は
昭
和
40
年
代
に

栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
「
さ
ん
と
う
な
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
越
谷
で
は
「
さ
ん
と

う
さ
い
」
が
一
般
的
で
す
。

　
大
き
さ
は
白
菜
よ
り
も
一
回
り
大
き
く
、

白
菜
と
違
っ
て
葉
の
先
が
丸
く
な
ら
ず
、

先
端
の
内
側
の
葉
が
黄
色
味
を
帯
び
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

　
12
月
～
１
月
に
収
穫
さ
れ
、
栄
養
価
が

米
　
越
谷
は
、
か
つ
て
「
江
戸
の
米
蔵
」
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
稲
作
が
栄
え
て
い
ま
し

た
。
現
在
で
も
、
市
の
農
地
面
積
の
約
７

割
が
水
田
で
、
豊
か
な
水
源
を
生
か
し
た

稲
作
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
栽
培
品

種
は
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
キ
ヌ
ヒ
カ

リ
」
の
ほ
か
、
埼
玉
県
の
推
奨
品
種
「
彩

の
か
が
や
き
」
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
越
谷
は
４
０
０
年
以
上
前
の
慶

長
年
間
か
ら
続
く
も
ち
米
「
太
郎
兵
衛
も

ち
」
の
原
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。
戦
時
中

に
栽
培
農
家
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
市
や
市

内
農
家
な
ど
が
保
存
に
向
け
協
力
し
た
こ

と
で
、
現
在
は
作
付
面
積
が
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
越
え
る
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

高
く
漬
物
な
ど
で
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、

越
谷
の
冬
の
代
表
的
な
野
菜
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

越
谷
の
米
か
ら
作
ら
れ
た
酒

　
市
制
50
周
年
を
記
念
し
て
、
市
内
の

酒
販
組
合
が
、
県
内
の
酒
造
業
者
と
日

本
酒
「
越
ヶ
谷
宿
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

市
内
産
の
米
を
原
料
と
す
る
こ
と
に
こ
だ

わ
り
つ
つ
、
風
味
や
口
当
た
り
に
も
妥
協

し
な
い
逸
品
で
す
。

昔
な
が
ら
の
味
を
現
代
に
伝
え
る
餅

　
原
料
と
同
じ
名
前
の
「
太
郎
兵
衛
も
ち
」

は
、
コ
シ
が
強
く
粘
り
が
あ
り
、
独
特
の

風
味
が
特
徴
の
餅
で
す
。
保
存
料
な
ど
は

使
わ
ず
、
丁
寧
に
手
づ
く
り
さ
れ
て
い
ま

す
。
天
皇
家
へ
の
献
上
品
と
し
て
用
い
ら

れ
た
ほ
か
、
徳

川
家
康
も
食
し

た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

山東菜漬
　山東菜のよく知られる食べ方が漬物です。越
谷市の特産品として親しまれています。
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イ
チ
ゴ

　
越
谷
の
新
た
な
特
産
物
と
し
て
市
内
外

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
イ
チ
ゴ
。
首
都
近

郊
と
い
う
越
谷
の
地
理
的
条
件
を
生
か
し
、

市
内
で
は
、
越
谷
い
ち
ご
タ
ウ
ン
を
含
む

９
軒
で
観
光
農
園
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
と
な
る
冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
多

く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

小
松
菜

　
温
室
栽
培
の
小
松
菜
は
、
１
年
を
通
し

て
栽
培
さ
れ
、
夏
は
30
日
、
冬
は
60
日
ほ

ど
で
出
荷
さ
れ
ま
す
。
年
間
5
回
～
8
回

栽
培
で
き
る
効
率
の
よ
い
野
菜
で
、
カ
ル
シ

ウ
ム
は
、
野
菜
の
な
か
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

量
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　
東
京
の
小
松
川
（
江
戸
川
区
）
が
原
産

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
埼
玉
県
の
小
松

菜
の
生
産
量
は
全
国
１
位
（
平
成
22
年
度
）

で
、
越
谷
市
で
も
小
松
菜
の
専
業
農
家
が

あ
る
な
ど
生
産
が
盛
ん
で
す
。

　
ま
た
、
各
観
光
農
園
や
飲
食
店
な
ど
で

越
谷
産
イ
チ
ゴ
の
加
工
品
を
製
造
・
販
売

し
て
い
ま
す
。

お
菓
子
に
も
使
わ
れ
る
イ
チ
ゴ

　
市
内
の
洋
菓
子
店
な
ど
で
、
イ
チ
ゴ
を

そ
の
ま
ま
使
っ
た
り
、
ジ
ャ
ム
な
ど
に
加
工

し
た
り
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
幅
広

い
世
代
に
喜
ば
れ
る
イ
チ
ゴ
の
お
菓
子
は
、

土
産
物
に
も
最
適
で
す
。

市内産野菜を使ったこんな商品も
自家栽培のトマト 100％を使ったジュース

越谷を全国に発信する新たなご当地グルメ

市内のトマト農家が栽
培・製造・販売まです
べてを行っているこだわ
りのトマトジュース。
甘くさっぱりとした
味わいで高い人気
を誇っています。

越谷ねぎと市内の宮内
庁埼玉鴨場がモチーフの
「こしがや鴨ネギ鍋」を
商品化。冬季には、
市内の複数の飲
食店でも食する
ことができるメ
ニューです。

こしがや苺いち笑苺のかけジャム

越谷いちごの森

いちご雪
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〈 新たな農業の担い手を育てる取り組み 〉

　越谷市が抱えている農業問題の 1 つが、農業従事者

の高齢化と農業後継者・担い手の不足です。

　市では、これからの越谷の農業を支えていく若者を

育成するため、生産だけでなく、流通・販売などのノ

ウハウも習得できる研修事業を行っています。

　これまで、イチゴ（平成 22 年度～ 26 年度／２期）、

ネギ（平成 27 年度～／２期）、クワイ（平成 30 年度

～／１期）の研修を行いました。

〈 イチゴに続く高収益農業の実現に向けて 〉

　農業を今後も継続・発展させていくためには、人材

の育成とともに、収益性の高い農業経営を支援する必

要があります。

　越谷市では、平成 30 年度からメロンの試験栽培を

新たに始めました。メロンを水耕栽培し、1 株から 20

個以上収穫することができるシステムで、省力化で高

収益農業が期待できます。

　市内でにぎわいを見せているイチゴに続く新しい特

産品にするため、生産技術の向上や販路の検討を重ね

ています。

〈 優良農地の保全・有効活用 〉

　農地は、食料生産だけでなく、気温の上昇の抑制

や洪水の防止、生態系の保全など多くの機能を有して

います。首都近郊に位置する越谷市においては、環境

を保つ役割を果たしている農地は大変貴重な資源であ

り、財産です。

　このような考えから、市内に残された優良な農地を

計画的に保全・活用し、農作業の効率化、農業経営の

安定化を目的として、農地の集積・集約化に取り組ん

でいます。
農地の集積・集約化のイメージ

越谷の農業を未来へつなぐ
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出
羽
地
区
の
開
発
者

会あ

い

田だ

七し

ち

左ざ

衛え

門も

ん

政ま

さ

し

げ重

�

（
1
5
8
0
？
～
1
6
4
2
）

　
関
東
代
官
頭
伊
奈
半
十
郎
忠
治
の
重
臣
の
１
人
と
し

て
、
各
地
の
検
地
奉
行
を
務
め
た
。
ま
た
、
出
羽
地
区
の

新
田
開
発
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
村
々
に
寺
院
の
創
立

等
を
行
い
、
近
世
の
村
づ
く
り
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
。

七
左
衛
門
村
（
現
在
の
七
左
町
）
の
村
名
は
、
こ
の
地
を

開
発
し
た
会
田
七
左
衛
門
政
重
の
名
を
と
っ
て
つ
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

越
ヶ
谷
郷
の
開
発
領
主

会あ

い

田だ

出で

羽わ

資す

け

ひ

さ久

�

（
？
～
1
6
1
9
）

　
綾
瀬
川
の
氾
濫
で
荒
廃
し
て
い
た
沼
沢
地
の
干
拓
を
図

り
、
谷
中
か
ら
蒲
生
愛
宕
山
地
先
の
綾
瀬
川
ま
で
落
と
し

堀
を
掘
り
割
っ
た
。
こ
れ
を
出
羽
掘
と
称
す
る
。
徳
川
家

康
治
世
の
も
と
、
越
ヶ
谷
郷
を
解
体
し
、
数
多
く
の
行
政

村
の
成
立
に
尽
力
し
た
。

家康の御用を勤めた褒賞として
屋敷地１町歩を与えることが記された伊奈備前差添書

越谷ゆかりの著名人
第5章

会田七左衛門政重像（木造会田七左衛門夫婦坐像一部）

こしがやの歴史を支えた人物館

88KOSHIGAYA CITY 60TH AnnIverSArY 

802740　越谷市60周年誌_(P88-91_著名人活躍した人)　再念校.indd   88 2018/10/05   11:16



俳
諧
師
に
し
て
方
言
学
の
祖

越こ

し

が

や谷
吾ご

山ざ

ん

�

（
1
7
1
7
～
1
7
8
7
）

　
越
ヶ
谷
新
町
の
会
田
家
出
身
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
若

年
よ
り
江
戸
の
文
人
と
交
流
し
て
俳
諧
に
精
通
し
、
の
ち
に

江
戸
に
出
て
芸
道
の
高
位
で
あ
る
「
法
橋
」
に
推
挙
さ
れ

た
。
日
本
初
の
方
言
を
中
心
と
し
た
民
俗
学
の
著
書
を
残

し
、
方
言
学
の
祖
と
評
さ
れ
た
。

漢
学
者
兼
国
学
者

渡わ

た

な

べ

こ

う

よ

う

辺
荒
陽

�

（
1
7
5
2
～
1
8
3
8
）

　
恩
間
村
の
名
主
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
儒
学
を

中
心
に
学
問
に
熱
中
し
、
家
を
子
に
譲
っ
て
江
戸
に
転
居
、

日
本
橋
新
右
衛
門
町
に
塾
舎
「
時
習
堂
」
を
開
き
教
学

に
あ
た
っ
た
。
の
ち
に
国
学
に
転
じ
、
漢
文
の
儒
学
書
や

国
学
神
道
の
随
筆
書
な
ど
、
40
を
超
え
る
書
冊
を
著
し
た
。

郷
土
史
家

福ふ

く

井い

猷ゆ

う

て

い貞

�

（
1
7
6
9
？
～
1
8
2
2
）

　
越
ヶ
谷
宿
の
本
陣
（
幕
府
の
高
官
や
高
家
・
公
家
・
格

式
の
あ
る
僧
侶
の
休
泊
に
あ
て
ら
れ
る
旅は
た
ご籠

）
を
営
む
。

そ
の
か
た
わ
ら
、
大
沢
町
・
越
ヶ
谷
町
の
地
誌
「
大
沢
猫

の
爪
」
、
「
越
ヶ
谷
瓜
の
蔓
」
を
は
じ
め
、
越
谷
の
歴
史

の
み
な
ら
ず
、
日
光
道
中
宿
場
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
欠

か
せ
な
い
史
料
を

数
多
く
残
し
た
。

故
郷
の
窮
民
を
救
済

稲い

な

が

き垣
市い

ち

兵べ

衛え

�

（
1
7
6
8
～
1
8
3
7
）

　
瓦
曽
根
村
の
名
主
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
婿
養
子
と
し

て
入
っ
た
浅
草
の
池
田
屋
を
継
ぐ
と
、
江
戸
で
も
屈
指
の

豪
商
と
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
故
郷
の
瓦

曽
根
村
の
窮
民
救
済
に
尽
力
し
た
実
父
の
遺
志
を
継
い
で

凶
作
に
備
え
金
銭
を
積
み
立
て
、
天
保
７
年
（
1
8
3
6
）

の
大
凶
作
で
、
故
郷
の
瓦
曽
根
村
に
１
０
０
人
近
い
窮
民

が
出
た
折
に
は
、
こ
の
積
立
金
か
ら
、
１
人
に
つ
き
金
一

両
ず
つ
を
施
金
し
て
こ
れ
を
救
っ
た
。

越
谷
の
剣
豪

中な

か

む

ら村
万ま

ん

五ご

郎ろ

う

有う

道ど

う

け

ん軒

�

（
1
7
8
4
～
1
8
6
0
）

　
幼
時
よ
り
剣
道
を
志
し
、
清
久
村
（
現
在
の
久
喜
市
）

と
江
戸
麹
町
で
道
場
を
経
営
し
た
。
後
に
、
故
郷
東
方
村

の
実
家
の
敷
地
内
に
道
場
を
開
く
と
、
門
前
に
市
が
立
つ

ほ
ど
の
盛
況
を
み
せ
、
門
人
は
１
０
０
０
人
を
超
す
ほ
ど

で
あ
っ
た
。

本陣資料一括
（福井家文書）

中村万五郎有道軒 肖像画

越谷吾山 肖像画
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日
本
一
の
力
持
ち

三さ

ん

ノの

宮み

や

卯う

之の

助す

け

�

（
1
8
0
7
？
～
1
8
5
4
）

　
三
野
宮
村
出
身
で
、
江
戸
後
期
に
日
本
一
の
力
持
ち
と

い
わ
れ
た
。
日
本
各
地
に
卯
之
助
が
持
ち
上
げ
た
と
さ
れ

る
力
石
が
残
さ
れ

て
お
り
、
市
内
で

は
越
ヶ
谷
久
伊
豆

神
社
に
１
個
、
三

野
宮
香
取
神
社
に

４
個
、
三
野
宮
向

佐
家
に
１
個
の
計

６
個
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

越
谷
が
世
界
に
誇
る
美
術
家

斎さ

い

と

う藤
豊と

よ

さ

く作

�

（
1
8
8
0
～
1
9
5
1
）

　
西
方
村
の
旧
家
斎
藤
家
に
生
ま
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
新

印
象
派
の
画
風
を
習
得
し
、第
7
回
文
展
に
「
落
葉
か
き
」

と
「
夕
映
の
流
れ
」
の
２
点
を
出
品
し
、
見
事
褒
状
を

受
賞
。
「
夕
映
の
流
れ
」
は
、
代
表
作
と
し
て
東
京
国
立

近
代
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
石
井
柏
亭
ら
10
人
と

共
に
文
展
洋
画
部
門
に
第
二
科
（
の
ち
の
二
科
展
）
を
創

立
し
た
。
大
正
４
年
に
豊
作
が
母
校
の
大
相
模
小
学
校
に

寄
贈
し
た
絵
画
「
風
景
」
は
、
現
在
市
立
図
書
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
。

越
ヶ
谷
順
正
会
旗
揚
げ
に
尽
力

高た

か

は

し

ま

さ

よ

し

橋
正
義

�

（
1
8
9
8
～
1
9
6
1
）

　
生
活
困
窮
者
救
済
の
た
め
、
昭
和
11
年
に
相
互
扶
助
を

目
的
と
し
て
成
立
し
た
「
越
ヶ
谷
順
正
会
」
の
発
起
人

の
１
人
。
越
谷
市
役
所
の
敷
地
内
に
建
つ
「
相
扶
共
済
」

の
碑
に
は
「
国
民
健
康
保
険
の
発
祥
の
地
な
り
」
と
越
ヶ

谷
順
正
会
の
発
足
を
讃
え
る
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

窮
民
を
救
っ
た
農
地
解
放

関せ

き

根ね

宗そ

う

す

け輔

�

（
生
没
年
不
詳
）

　
大
正
時
代
前
期
、
農
村
で
地
主
制
の
も
と
農
事
に
携
わ

る
小
作
人
層
の
生
活
が
困
窮
し
、
各
地
で
小
作
争
議
が
頻

発
し
た
。
増
林
村
の
関
根
宗
助
は
、
大
正
11
年
に
時
価
の

３
割
以
上
安
い
価
格
で
自
発
的
に
田
畑
を
小
作
者
へ
譲
渡

し
、
小
作
問
題
の
解
消
を
図
っ
た
。

顔
研
究
の
文
化
人
・
画
家
（
歯
科
医
師
）

山や

ま

ざ

き崎
清き

よ
し

�

（
1
9
0
1
～
1
9
8
5
）

　
日
本
歯
科
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
後
パ
リ
に
留
学
し
、

三野宮香取神社の力石

「相扶共済」の碑

斎藤豊作遺作　「風景」
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歯
科
と
人
類
学
の
研
さ
ん
を
積
ん
だ
。
西
欧
で
も
有
名
な

学
者
で
、
顔
の
研
究
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
人
相
学
、
随

筆
な
ど
多
く
の
著
書
を
残
す
。
昭
和
38
年
に
越
谷
市
初

の
名
誉
市
民
と

な
っ
た
。

日
本
の
植
物
分
類
学
の
権
威

大お

お

井い

次じ

三さ

ぶ

ろ

う郎

�

（
1
9
0
5
～
1
9
7
7
）

　
日
本
産
種
子
植
物
の
集
大
成
で
あ
る
「
日
本
植
物
誌

顕
花
編
」
を
昭
和
28
年
に
出
版
し
、
日
本
の
植
物
分
類

学
の
基
礎
を
築
い
た
。
同
著
は
40
年
に
英
語
版
も
出
版
さ

れ
、
今
日
も
植
物
誌
の

編
纂
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
貴
重
な
書
物

と
な
っ
て
い
る
。

絶
対
を
問
い
つ
づ
け
た
能
楽
師

関せ

き

根ね

直な

お

た

か孝

�

（
1
9
0
9
～
1
9
9
7
）

　
18
歳
で
能
の
世
界
に
入
り
、
大
正
、
昭
和
と
戦
乱
や
復

興
の
時
代
の
長
い
歳
月
を
、
観
世
流
の
能
楽
一
筋
に
歩
き

通
し
た
達
人
。
ひ
た
む
き
な
求
道
と
厳
し
い
修
行
に
よ
っ

て
体
得
し
た
芸
域
は
、
夢
幻
的
・
神
秘
的
と
評
さ
れ
る
に

至
っ
た
。

能
楽
シ
テ
方
観
世
流
の
重
鎮

関せ

き

根ね

祥し
ょ
う

雪せ

つ

（
祥し

ょ
う

六ろ
く

）

�

（
1
9
3
0
～
2
0
1
7
）

　
兄
・
関
根
直
孝
お
よ
び
二
十
五
世
観
世
左
近
元
正
の
も

と
で
厳
し
い
稽
古
を
積
み
、
芸
術
祭
優
秀
賞
、
日
本
芸
術

院
賞
、
紫
綬
褒
章
、
旭
日
小
綬
章
な
ど
を
受
賞
。
長
年
に

わ
た
る
自
己
研
鑽
と
流
儀
の
み
な
ら
ず
能
楽
界
発
展
へ
の

多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
28
年
に
観
世
宗
家
か
ら
、

宗
家
以
外
で
は
功
績
の
顕
著
な
能
楽
師
に
の
み
許
さ
れ
る

「
雪
号
」
を
授
与
さ
れ
た
。

　
　   

　
参
考
…
川
の
あ
る
ま
ち
　
越
谷
文
化
　
第
18
号
・
第
19
号

　
　   

　
　
　
　
越
谷
市
史
一
通
史
上

　
　   

　
　
　
　
越
谷
市
の
文
化
財〔
第
12
集
〕

「日本植物誌」

関根直孝

関根祥雪

山崎清
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昭
和
60
年
、結
婚
を
機
に
越
谷
に

転
居
し
ま
し
た
。途
中
何
年
か
離
れ

ま
し
た
が
、平
成
12
年
か
ら
、再
び

越
谷
に
住
ん
で
い
ま
す
。自
宅
の
近

く
に
は
元
荒
川
が
流
れ
、越
谷
は
水

辺
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

久
伊
豆
神
社
の
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
も
大
変
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、旧
日
光
街
道
沿
い
の
越
谷
の
街

並
み
の
移
り
変
わ
り
を
興
味
を
持
っ

て
見
て
い
ま
す
。

　

私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
自
然

科
学
が
好
き
で
し
た
。自
然
や
宇
宙

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
、研
究
を
続
け
て

き
た
動
機
で
す
。皆
さ
ん
も
、興
味

が
あ
る
こ
と
は
と
こ
と
ん
続
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

私
が
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
小
さ
い
質

量
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、と
て
も
幸
運
な
こ
と
に
、よ
い

師
、よ
い
仲
間
、よ
い
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
恵
ま
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
吸
収
し
自
分
を
磨
く
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
す
。

　

人
生
を
決
め
る
よ
う
な
大
切
な

出
会
い
は
、い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。広
く
目
と
心
を
開
い

て
、日
ご
ろ
か
ら
大
切
な
も
の
に
出

会
っ
た
と
き
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ

い
。勉
強
す
る
こ
と
も
そ
の
準
備
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
の
た
び
は
越
谷
市
制
60
周
年
、

ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
見
据
え

た
市
政
を
す
す
め
て
い
る
越
谷
市

に
、私
も
何
ら
か
の
形
で
ご
協
力
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
たしと

越
谷
市

わたしと 越谷市「 」

梶
か じ

田
た

　隆
た か

章
あ き

　さん

■東京大学宇宙線研究所長
1959年3月9日生まれ、東松山市出身。越谷市在住。埼
玉大学を卒業後、東京大学大学院修了。理学博士。
2015年ニュートリノ振動の発見によりノーベル物理
学賞を受賞。越谷市名誉市民。

P R O F I L E

　各方面で活躍する、越谷にゆかりの
ある著名人にご登場いただき、越谷市
との関わりや思い出について語ってい
ただきました。
（広報こしがやお知らせ版平成29年11月号〜30年
10月号、季刊版29年冬号に掲載したものを再編集
しました）
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鈴
す ず

木
き

　健
け ん

　さん

　

小
学
１
年
生
か
ら
高
校
を
卒
業

す
る
ま
で
の
学
生
時
代
を
越
谷
で

過
ご
し
、越
谷
市
に
は
多
く
の
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
も
特
に

心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、市
内
を
流

れ
る
元
荒
川
に
設
け
ら
れ
た
赤
水

門
の
近
く
で
遊
ん
だ
こ
と
で
す
。小

学
生
の
と
き
、よ
く
友
達
と
魚
釣
り

を
し
て
い
ま
し
た
。今
で
も
魚
釣
り

は
好
き
で
、イ
シ
ダ
イ
釣
り
に
夢
中

に
な
っ
て
い
ま
す
。知
り
合
い
の
い

る
宮
崎
に
行
き
、一
日
中
仲
間
と
一

緒
に
釣
り
を
し
ま
す
。獲
れ
た
魚
を

酒
の
さ
か
な
に
す
る
の
が
最
高
の

ぜ
い
た
く
で
す
。

　

そ
ん
な
魚
好
き
の
私
は
、鮮
魚
を

求
め
て
越
谷
市
場
に
家
族
と
よ
く

行
き
ま
す
。越
谷
市
場
は
、鮮
魚
、

青
果
な
ど
の
新
鮮
な
食
材
か
ら
日

用
品
ま
で
多
く
の
品
が
そ
ろ
っ
て

い
て
、見
て
い
る
だ
け
で
も
飽
き
ま

せ
ん
。お
正
月
の
買
い
出
し
の
た
め

に
も
利
用
し
て
い
ま
す
。お
い
し
く

て
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
ラ
ン
チ
が

食
べ
ら
れ
る
の
も
越
谷
市
場
に
行

く
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

昨
年
、高
橋
市
長
と
お
話
す
る

機
会
が
あ
り
、越
谷
の
魅
力
を
再
認

識
し
ま
し
た
。今
後
、市
の
ま
す
ま

す
の
発
展
の
お
役
に
立
て
る
な
ら

イ
ベ
ン
ト
等
に
も
積
極
的
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。越
谷
市
制
60
周
年
！　

誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

わ
たしと

越
谷
市

■プロ野球解説者／元プロ野球選手
1970年1月13日生まれ。
南越谷小学校、富士中学校、浦和学院高校卒業。

P R O F I L E

足
あ

立
だ ち

　夢
ゆ

実
み

　さん

■�国士舘大学シンクロナイズドスイミング部監督兼
アーティスティックスイミング選手／
ロンドン2012大会日本代表
1989年2月7日生まれ。
南中学校、浦和東高校、国士舘大学卒業。

P R O F I L E

　

越
谷
市
制
60
周
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

　

私
は
中
学
１
年
生
の
と
き
、越
谷

に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。学
生
の

と
き
は
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ

ン
グ（
以
下
、シ
ン
ク
ロ
）の
練
習
が

大
変
で
し
た
が
、休
み
の
と
き
に
は

母
と
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
に
行
っ

た
り
し
ま
し
た
。

　

今
は
越
谷
を
離
れ
て
１
人
暮
ら

し
を
し
て
い
ま
す
が
、実
家
に
帰
る

と
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
に
行
き
た
く
な

り
ま
す
。レ
イ
ク
タ
ウ
ン
は
買
い
た

い
も
の
を
す
べ
て
そ
ろ
え
ら
れ
て
と

て
も
便
利
で
す
ね
。

　

６
年
前
、ロ
ン
ド
ン
２
０
１
２
大

会
代
表
に
選
ば
れ
激
励
会
を
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
、そ
の
と

き
に
私
の
顔
が
描
か
れ
た
ケ
ー
キ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。食
べ
る
の
が

も
っ
た
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、家

族
み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。そ
れ
が
と
て
も
う
れ
し
く

大
変
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、大
学
の
学
生
た
ち
に
シ

ン
ク
ロ
の
指
導
を
し
な
が
ら
、男
女

ペ
ア
で
行
う
ミ
ッ
ク
ス
デ
ュ
エ
ッ
ト

に
取
り
組
み
世
界
選
手
権
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
越
谷
市
か
ら
多
く

の
ア
ス
リ
ー
ト
が
育
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
。ま
た
皆
さ
ん
に
、シ
ン

ク
ロ
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

93 越 谷 市 制 施 行 6 0 周 年 記 念 誌

第
5
章

越

谷

ゆ

か

り

の

著

名

人



　

私
が
最
近
製
作
し
て
い
る
作
品
は
、

越
谷
で
出
会
っ
た
桐
材
を
使
い
、油
絵

具
で
仕
上
げ
た
立
体
作
品
で
す
。ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
発
表
し
て
い
ま

し
た
が
、平
成
29
年
に
開
催
さ
れ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ア
ー
ト・エ
キ
ス
ポ
に
出

展
す
る
機
会
を
得
て
、本
格
的
な
海
外

進
出
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

28
年
前
、私
は
結
婚
を
機
に
、神
奈

川
県
川
崎
市
か
ら
越
谷
市
に
引
っ
越

し
て
き
ま
し
た
。初
め
て
越
谷
市
に
来

た
と
き
は
、広
が
る
田
園
と
、な
ん
と

も
の
ど
か
な
静
け
さ
に
〝
ホ
ッ
〟
と

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
ん
な

越
谷
市
も
今
で
は
す
っ
か
り
に
ぎ
や

か
な
街
に
な
り
、な
ん
と
言
っ
て
も
レ

イ
ク
タ
ウ
ン
は
県
外
か
ら
も
多
く
の

人
が
集
ま
り
、都
市
を
感
じ
る
場
所

に
な
っ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

小
こ

山
や ま

　佐
さ

敏
と し

　さん

かとう　れいこ　さん

　

こ
の
た
び
は
、市
制
施
行
60
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
の
住

ん
で
い
る
東
越
谷
も
空
き
地
が
少

な
く
な
る
く
ら
い
住
宅
が
増
え
、多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
に
ぎ
や
か
に
登

校
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に
、安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
、市
の
豊
か
な
財
産
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

越
谷
に
は
４
歳
か
ら
大
学
生
に

な
る
ま
で
住
ん
で
い
ま
し
た
。越
谷

で
の
思
い
出
は
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
あ
り
ま
す
が
、そ
の
中
で
も
、し

ら
こ
ば
と
水
上
公
園
の
プ
ー
ル
で

遊
ん
だ
こ
と
が
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

し
ら
こ
ば
と
水
上
公
園
は
子

ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と
お
気
に
入

り
の
場
所
で
、毎
年
夏
に
な
る
と

必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
に
通
っ

て
い
ま
し
た
。小
さ
い
頃
は
家
族

で
、大
き
く
な
っ
て
か
ら
は
友
達

同
士
で
行
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。今
思
う
と
、こ
の
場
所
と
一

緒
に
成
長
し
て
き
た
の
か
な
と
い

う
感
じ
さ
え
し
ま
す
。ど
れ
も
キ

ラ
キ
ラ
し
た
思
い
出
ば
か
り
！　

夏
に
な
っ
た
ら
、私
の
お
す
す
め
、

し
ら
こ
ば
と
水
上
公
園
に
ぜ
ひ

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、今
年
２
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ

Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送
さ
れ
た
地

域
ド
ラ
マ「
越
谷
サ
イ
コ
ー
」で
は
、

主
人
公
加
奈
子（
佐
久
間
由
衣
さ

ん
）の
会
社
の
先
輩
で
あ
る「
佐
藤

ゆ
り
」役
で
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
！　

地
元
越
谷
を
舞
台
に

し
た
ド
ラ
マ
。私
も
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
！

　

こ
の
た
び
は
、越
谷
市
制
施
行
60

周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

私
が
育
っ
て
き
た
す
て
き
な
町
。

大
好
き
で
す
！　

越
谷
！

生命都市―ねじれとゆがみ―
Ｍ１５０　キャンパス・油彩

小山さんの作品

わ
たしと

越
谷
市

■タレント
1969年2月19日生まれ。
大袋北小学校、北中学校、春日部共栄高校卒業。

P R O F I L E

■�現代美術家
1953年熊本県天草市生まれ。
1980年、村上龍著「コインロッカー・ベイビーズ（上・下）」
のカバー装画を手がけるなど作品は多岐に渡る。
東越谷在住。

P R O F I L E
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プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
な
る
以
前
、

就
職
を
契
機
に
越
谷
に
住
む
よ
う

に
な
り
、40
年
が
経
ち
ま
す
。体
が

資
本
の
職
業
な
の
で
、冬
場
の
日
課

と
し
て
、長
年
元
荒
川
沿
い
の
遊
歩

道
を
走
っ
て
い
ま
す
。声
を
か
け
て

い
た
だ
い
た
り
、街
の
風
景
が
年
々

変
わ
っ
て
い
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

越
谷
に
住
ん
で
一
番
よ
か
っ
た
と

感
じ
る
こ
と
は
、「
人
」で
す
。越
谷

の
人
に
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
か
ら

こ
そ
、プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と
し
て
の

今
の
私
が
あ
り
ま
す
し
、こ
れ
か
ら

も
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　

人
生
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、プ
ロ
の
世
界
で
生
き
て
い
る

の
で
、頭
の
中
に
は
常
に
ゴ
ル
フ
の

こ
と
が
あ
り
ま
す
。ず
っ
と
ゴ
ル
フ

笠
か さ

原
は ら

　昌
ま さ

春
は る

　さん

一
筋
で
生
き
て
き
た
の
で
、ほ
か
に

何
か
趣
味
を
見
つ
け
て
し
ま
う
と
ゴ

ル
フ
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
で
、気
分
転
換
の
た
め

の
趣
味
が
持
て
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ

そ
、シ
ー
ズ
ン
中
、毎
週
全
国
を
飛

び
回
っ
て
い
て
、越
谷
に
帰
っ
て
く

る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
ね
。一
番
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
の
は
、越
谷
の
自

宅
で
の
ん
び
り
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
度
は
、越
谷
市
制
60
周
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。越
谷
市
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、ど
れ
も
素
晴
ら

し
い
も
の
ば
か
り
で
す
ね
。子
ど
も

た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
夢
に
向

か
っ
て
歩
ん
で
く
れ
れ
ば
、う
れ
し

い
し
、期
待
し
て
い
ま
す
。私
も
越
谷

市
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

越
谷
市
制
60
周
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

　

私
は
１
歳
か
ら
ず
っ
と
越
谷
に

住
ん
で
い
ま
す
。私
に
は
子
ど
も
が

た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
が
、子
ど
も

が
小
中
学
生
の
と
き
に
学
区
が
変

更
さ
れ
、他
の
小
中
学
校
に
通
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。自
分
の
子
ど
も

が
違
う
学
校
に
通
う
経
験
を
し
た

こ
と
は
、私
に
と
っ
て
よ
い
思
い
出

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

越
谷
に
は
少
年
野
球
の
チ
ー
ム

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。現
在
、

私
は
Ｎ
Ｐ
Ｂ
審
判
員
と
し
て
野
球

の
仕
事
に
携
わ
る
傍
ら
、シ
ー
ズ
ン

オ
フ
な
ど
の
休
日
に
、少
年
野
球
や

高
校
野
球
を
見
に
行
き
ま
す
。職
業

柄
、つ
い
審
判
ば
か
り
見
が
ち
な
の

で
す
が
、野
球
観
戦
は
楽
し
く
、夢

中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
の
越
谷
の
お
気
に
入
り
の
場

所
は
、綾
瀬
川
の
桜
並
木
で
す
。越

谷
側
か
ら
見
る
と
と
て
も
き
れ
い

な
ん
で
す
よ
！

　

越
谷
は
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

化
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
自

然
が
豊
か
で
住
み
や
す
い
ま
ち
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
さ
ら

に
、越
谷
を
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め

る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

わ
たしと

越
谷
市

■プロゴルファー
1955年7月26日生まれ。
日本体育大学卒業。東越谷在住。（一社）日本ゴルフ
ツアー機構が組織するレギュラーツアー6勝。（公社）
日本プロゴルフ協会が組織するシニアツアー19勝
（2017年度ツアー終了時点）。

室
む ろ

田
た

　淳
きよし

　さん

P R O F I L E

■�プロ野球（ＮＰＢ／日本野球機構）審判員
1965年3月1日生まれ。
大間野小学校、武蔵野中学校、東京電機大学高校、東
京電機大学卒業。2017年ＮＰＢ最優秀審判員賞受賞。
2,383試合出場（2017年度シーズン終了時点）。
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市
制
60
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
は
30
代
の
こ
ろ
、と
あ
る
連
載

が
一
区
切
り
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

草
加
か
ら
越
谷
へ
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。そ
れ
ま
で
は
転
々
と
住
ま
い

を
変
え
て
い
ま
し
た
が
、越
谷
の
自

然
の
豊
か
さ
や
不
自
由
な
い
利
便
性

の
よ
さ
か
ら
、長
く
住
む
土
地
に
な

る
と
直
感
し
ま
し
た
。

　

お
気
に
入
り
の
場
所
は
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
そ
ば
ま
で
続
く
元
荒
川
沿
い
の

道
で
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
と
し

て
よ
く
走
っ
て
い
ま
す
。職
業
柄
、絵

に
な
る
場
所
を
い
つ
で
も
探
し
て
い

ま
す
が
、こ
の
川
沿
い
の
光
景
は
見

ど
こ
ろ
が
と
て
も
多
く
、創
造
性
が

豊
か
に
な
り
ま
す
。

森
も り

　圭
け い

介
す け

　さん

よしづき　くみち　さん

　

中
学
生
ま
で
の
私
を
振
り
返
る

と
、初
め
て
の
友
達
、緊
張
し
た
小

学
校
の
入
学
式
、暗
く
な
る
ま
で
友

達
と
遊
ん
だ
公
園
、熱
中
し
た
少
年

野
球
、初
恋
、中
学
校
ま
で
の
あ
ぜ

道
な
ど
、地
元
・
越
谷
に
密
接
に
つ

な
が
る
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
ま

す
。10
代
後
半
で
進
路
に
悩
ん
だ
こ

と
も
、満
員
電
車
に
揺
ら
れ
て
遠
距

離
通
学
し
た
こ
と
も
、１
人
暮
ら
し

を
し
て
親
の
あ
り
が
た
み
を
知
っ

た
こ
と
も
、す
べ
て
が
、越
谷
が
私

に
作
っ
て
く
れ
た
大
切
な
思
い
出

で
す
。

　

現
在
は
、帰
省
に
併
せ
て
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
を
訪
れ
た
り
し
ま
す
が
、子

ど
も
連
れ
で
安
心
し
て
の
ん
び
り
買

い
物
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
と

い
う
の
は
あ
り
が
た
い
な
、と
親
に

な
っ
て
改
め
て
越
谷
の
よ
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

１
９
５
３
年
に
日
本
で
テ
レ
ビ
の

本
放
送
が
始
ま
っ
て
65
年
。テ
レ
ビ

は
、街
頭
テ
レ
ビ
か
ら
一
家
に
一
台
、

白
黒
か
ら
カ
ラ
ー
、ブ
ラ
ウ
ン
管
か

ら
薄
型
、ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
デ
ジ

タ
ル
放
送
と
、そ
の
形
を
変
え
な
が

ら
今
日
に
至
り
ま
す
。テ
レ
ビ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
い
う
仕
事
柄
、こ
れ
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
共
存
で
テ

レ
ビ
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
楽
し

み
で
す
。そ
ん
な
テ
レ
ビ
の
歴
史
と

ほ
ぼ
同
じ
時
を
刻
ん
で
い
る
市
制
施

行
60
年
の
越
谷
市
。〝
60
〟
は
時
計

で
い
う
と
よ
う
や
く
１
周
で
す
。ま

た
次
の
１
周
が
、越
谷
市
と
市
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
時
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
で

の
連
載
が
一
区
切
り
し
て
、前
述
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
再
び
興
じ
つ
つ
、

次
回
作
の
構
想
を
元
荒
川
を
走
り

な
が
ら
練
っ
て
い
ま
す
。今
、と
い
う

よ
り
、い
つ
で
も
面
白
い
漫
画
や
よ

い
絵
を
描
く
こ
と
に
夢
中
で
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
住

み
や
す
く
、安
全
で
自
然
豊
か
な
環

境
を
守
っ
て
い
け
る
越
谷
市
で
あ
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。私
も
一
作

家
と
し
て
我
が
街
の
よ
さ
を
伝
え
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
！

わ
たしと

越
谷
市

■漫画家／イラストレーター
代表作はアニメ・実写映画化もされた「魔法遣いに大
切なこと」。近年では映画「君と100回目の恋」のコミカ
ライズや、中高生に話題の「踊ってみた」を題材とした
「8畳カーニバル」などを手がける。千間台在住。

P R O F I L E

■アナウンサー
1978年11月20日生まれ。
千間台小学校、千間台中学校、東京学芸大学教育学部
附属高校、一橋大学卒業。
日本テレビ放送網株式会社所属。

P R O F I L E

8畳カーニバル
©よしづきくみち/講談社
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わ
たしと

越
谷
市

　

越
谷
市
制
施
行
60
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。平
成
15
年
に
越

谷
に
引
っ
越
し
て
き
て
か
ら
15
年
が

経
ち
ま
し
た
。飽
き
っ
ぽ
い
僕
で
す

が
、鉄
道
写
真
家
と
し
て
毎
日
続
け

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は

毎
日
1
枚
の
写
真
を
撮
影
し
て
公

開
す
る「
1
日
1
鉄
！
」と
い
う
ブ
ロ

グ
で
す
。過
去
に
撮
影
し
た
写
真
で

は
な
く
、毎
日
必
ず
そ
の
日
に
撮
っ

た
写
真
を
公
開
す
る
の
で
、撮
影
場

所
を
探
す
の
が
大
変
で
す
が
、僕
に

は
と
っ
て
お
き
の
切
り
札
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
が「
い
つ
も
の
公
園
」こ
と

越
谷
市
の
出
羽
公
園
で
す
。公
園
の

横
に
武
蔵
野
線
の
線
路
が
あ
る
だ

け
な
の
で
す
が
、行
く
た
び
に
違
う

表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。春
に
は

運
動
場
の
桜
並
木
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

中
な か

井
い

　精
せ い

也
や

　さん

フ
ェ
ス
タ
の
か
わ
い
い
花
の
列
が
、

夏
に
は
広
大
な
ひ
ま
わ
り
畑
が
、鮮

や
か
に
電
車
を
飾
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
お
勧
め
は
秋
。

線
路
に
沿
っ
て
並
ぶ
イ
チ
ョ
ウ
並
木

は
12
月
に
な
る
と
黄
色
く
染
ま
り
、

息
を
飲
む
よ
う
な
美
し
さ
に
な
り
ま

す
。何
か
と
忙
し
い
今
、な
か
な
か
日

常
に
季
節
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な

く
な
り
ま
し
た
。で
も
そ
れ
は
受
け

手
で
あ
る
僕
た
ち
が
、感
じ
よ
う
と

し
て
い
な
い
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。ぜ
ひ
一
度
僕
の「
い
つ
も
の
公

園
」を
訪
ね
て
、ど
ん
な
カ
メ
ラ
で
も

い
い
の
で
、写
真
を
撮
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

き
っ
と
ふ
だ
ん
は
気
付
か
な
い
越

谷
の
す
て
き
な
季
節
に
出
会
え
る
は

ず
で
す
よ
。

■鉄道写真家
テレビレギュラー出演「中井精也のて
つたび」（NHKBSプレミアム）、「ヒル
ナンデス！沿線フォトさんぽ」（日本テ
レビ）、「ひるまえほっと　てくてく散
歩」（NHK総合）。

P R O F I L E

　

生
ま
れ
育
っ
た
越
谷
市
に
は
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
学

生
時
代
の
思
い
出
で
す
。

　

例
え
ば
、南
越
谷
の
阿
波
踊
り

と
市
役
所
周
辺
で
行
わ
れ
る
花
火

大
会
。ど
ち
ら
も
越
谷
市
の
夏
の
風

物
詩
で
、友
達
や
家
族
と
毎
年
見
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

南
越
谷
周
辺
も
、学
校
が
終
わ
っ

た
あ
と
や
休
日
に
友
達
と
過
ご

し
た
思
い
出
の
場
所
で
す
。当
時
は

「
赤
い
く
つ
南
越
谷
店
」や
サ
ン
シ

テ
ィ
の
１
階
に
あ
っ
た「
ピ
ザ
＆
パ

ス
タ
る
ー
ぱ
ん
」に
よ
く
行
っ
て
い

ま
し
た
し
、ダ
イ
エ
ー（
現
在
の
イ

オ
ン
）に
入
っ
て
い
た
喫
茶
店
の
紅

益
ま す

若
わ か

　つばさ　さん

茶
パ
フ
ェ
も
と
っ
て
も
お
い
し
く
て

大
好
き
で
し
た
。

　

私
は
現
在
、越
谷
市
に
は
住
ん
で

い
ま
せ
ん
が
、実
家
が
あ
る
越
谷
市

に
は
息
子
を
連
れ
て
よ
く
帰
っ
て

き
て
い
ま
す
。息
子
は
実
家
近
く
の

公
民
館
で
私
の
父
と
卓
球
な
ど
を

し
て
遊
ん
で
い
る
の
で
す
が
、私
自

身
も
昔
は
父
と
そ
の
公
民
館
で
よ

く
卓
球
を
し
て
い
た
の
で
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

越
谷
市
は
本
当
に
住
み
や
す
く

て
す
て
き
な
街
だ
と
思
い
ま
す
。そ

ん
な
越
谷
市
も
今
年
で
60
年
。今
後

ま
す
ま
す
の
発
展
を
楽
し
み
に
、こ

れ
か
ら
も
遊
び
に
行
き
ま
す
！　

60
周
年
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

■モデル／商品プロデューサー
1985年10月13日生まれ。
蒲生南小学校、南中学校、草加東高校卒業。
20歳までを越谷市で過ごす。

P R O F I L E

中井さんのブログ
「1日1鉄！」
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越
谷
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
は
、

越
谷
で
の
思
い
出
が
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の

中
で
も
特
に
思
い
出
深
い
場
所
を

挙
げ
る
な
ら
、久
伊
豆
神
社
で
す
。

大
会
前
に
は
必
ず
祈
願
に
訪
れ
ま

し
た
し
、大
会
が
終
わ
っ
て
帰
国
す

る
と
お
礼
参
り
に
行
き
ま
し
た
。初

詣
に
も
必
ず
行
き
ま
し
た
ね
。

　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
２
０
１
６

大
会
の
と
き
に
は
、越
谷
市
内
で

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
盛

大
に
開
催
し
て
い
た
だ
き
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、こ

し
が
や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で
私
を
描

い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
、と
て
も

よ
い
思
い
出
で
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

前
は
海
外
に
い
ま
し
た
の
で
母
に

市
い ち

川
か わ

　由
ゆ

紀
き

乃
の

　さん

星
ほ し

　奈
な

津
つ

美
み

　さん

　

こ
の
た
び
は
、越
谷
市
制
施
行
60

周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
中
学
1
年
生
の
と
き
に
越
谷

に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。い
ろ
い

ろ
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、編
入

し
た
光
陽
中
学
校
で
、よ
い
友
達
と

よ
い
先
生
に
出
会
え
た
と
思
い
ま

す
。3
年
生
の
と
き
、ほ
ん
の
数
日

で
す
が
学
校
に
行
き
た
く
な
く
な
っ

た
と
き
も
、担
任
の
先
生
が
毎
朝
迎

え
に
来
て
く
れ
て
、越
谷
に
引
っ
越

し
て
来
て
よ
か
っ
た
な
と
し
み
じ
み

思
い
ま
し
た
。

　

演
歌
歌
手
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

の
は
中
学
時
代
で
、地
元
や
近
隣
の

歌
謡
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。当

時
、広
報
こ
し
が
や
の「
わ
が
ま
ち
こ

の
人
」の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

17
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、一
時
活
動
を

休
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
28
年
、さ
ら
に
29
年
と
、念
願

だ
っ
た
N
H
K
紅
白
歌
合
戦
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。初
出
場

が
決
ま
っ
た
と
き
は
う
れ
し
涙
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
も
越
谷
の
実
家
に
は
母
が
住
ん

で
い
て
、で
き
る
だ
け
顔
を
出
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。二
人
で
よ
く
買
い
物

に
も
出
か
け
ま
す
。

　

お
気
に
入
り
の
場
所
は
花
田
苑
で

す
。和
の
た
た
ず
ま
い
と
四
季
を
感

じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
好
き
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、同
じ
越
谷
を

地
元
に
持
つ
身
近
な
存
在
と
思
っ
て

い
た
だ
い
て
、も
し
街
で
見
か
け
た

ら
、気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け

る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　

越
谷
市
の
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展

を
、心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

写
真
を
送
っ
て
も
ら
い
、励
み
に

な
り
ま
し
た
。帰
国
後
に
実
際
に

見
に
行
っ
た
と
き
は
本
当
に
感
動

し
ま
し
た
。そ
し
て
帰
国
後
、越
谷

市
民
栄
誉
賞
を
い
た
だ
き
、多
く

の
皆
さ
ん
の
前
で
表
彰
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
私
は
水
泳
を
引
退
し
、フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
む
な
ど
の
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。ま
さ
に
水
か
ら

陸
へ
と
フ
ィ
ー
ル
ド
を
変
え
、新
た

な
挑
戦
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

（
笑
）。

　

そ
ん
な
私
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も

越
谷
市
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。大

好
き
な
越
谷
市
、60
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
!!

■�元水泳選手／ロンドン2012大会・リオデジャネイロ
2016大会競泳女子200ｍバタフライ銅メダリスト
1990年8月21日生まれ。鷺後小学校、栄進中学校、春
日部共栄高校、早稲田大学卒業。

P R O F I L E

■�演歌歌手
1976年1月8日生まれ。光陽中学校卒業。
平成28年・29年にNHK紅白歌合戦に出場。
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第6章

越谷未来の
　越谷のまちには、子どもたちの笑顔や夢、希望があふれています。

　ここでは、未来の越谷を担っていく子どもたちの思いが詰まった、写真・絵画・作文を紹介します。

産
業
フ
ェ
ス
タ
で

甲
冑
姿
！

蔵屋敷で
ガーヤちゃんと！

リユース展望台
から！

南
越
谷
阿
波
踊
り
に
参
加
！
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ひまわりフェスタで花いっぱい！

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
と
一
緒
に
！

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
ス
テ
ー
ジ
で
ダ
ン
ス
！

田んぼアート
の前で！

みんなで防災キャンプ！
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工場見学で勉強中！

チームで力を合わせて勝利！

一糸乱れぬよさこい！

み
ん
な
楽
し
い
市
民
ま
つ
り
！

はしご車の
前でポーズ！

消防音楽隊の
前で披露！
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越ヶ谷小　3年　小林　幸四郎
「�まず日本と中国をまぜました。あと、こしがやしょうもかいて
ロボットもかいて、こしがやをみらいぽくしました」

大沢小　3年　八木橋　那弥
「�越谷市がもっとにぎやかになるように、いちょうの形のロケッ
トやたくさんのシラコバトを描きました。10 年後には今より
もっと楽しい越谷になりたいという思いを込めました」

新方小　2年　岡田　萌生
「�わたしが大好きな、こしがやのふうけいは、リユースです。リ
ユースのまわりの車がロボットや、くもになっていたりリユー
スのまわりが、とかいみたいになっていたらいいと思います」

越ヶ谷小　5年　小林　幸乃
「�未来の越谷駅を想像してみました。花や木が未来にもあった
らいいなと思い、楽しい遊園地と一緒に描きました」

大沢小　6年　牛渡　結香
「�この絵は、10年後の越谷をイメージして空飛ぶ車や高いビル
を書きました。この絵で最も工夫した所は空飛ぶ車をカラフル
にした所です。また遠い車は小さくしました」

絵画集

越谷未来の

　誰にでもある、地域のお気に入りの場所、大好きな風景。
それらは、10年後の未来、

どのようになっているでしょうか。

　ここに載っている作品は、小学生の思いが

たくさん詰まった、10年後の越谷の風景です。
（順不同・敬称略）

大好きな地域の
未来の風景〜 〜
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大袋小　2年
谷内　由奈

「�車と電車が、ち
下をはしれば、
わたしたちが思
いきりあそべる
大きな広場が、
たくさんできま
す」

桜井小　3年　高山　友那
「�筆箱に乗って、自分の好きなことをしながら越谷市を一周して
います。川や建物がたくさんあって、とても楽しいです」

新方小　6年　鈴木　葉瑠
「�中央の木にゴミを入れると、川に流れるきれいな水に変わった
り、車の燃料に変わったり、田んぼに水をふらす雲になったり、
空飛ぶ乗り物のエネルギーになったりします。そんな木が発明
されて、もっと豊かになる越谷をイメージしました」

桜井小　5年　木島　理絵
「�これから先も、この素晴らしい伝統が受けつがれていってほし
いです。未来の越谷にいつまでも残り続けると願っています…」

大袋小　5年　井手　恵美花
「�大袋の自然が残り、まちも発展して欲しいです。車が通る道
を透明ガラスで囲んだところを工夫しました」
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荻島小　5年　松沢　柚杏
「�未来の越谷市に近づけるようにいろいろな建物の色を変えたり
して町をカラフルにしました。そして、季節ごとに風景を変え
たりして、未来を想像しました」

荻島小　3年　加藤　愛
「�この絵は人やガーヤちゃんがうちゅうで遊んだりうかんだりし
ているようすです。みらいではいつでも自由にこし谷からうちゅ
うに遊びにいけるような絵にしました」

蒲生小　2年　猪股　柚子
「�十年ごのわたしのこしがやです。車は、空をとびます。くもの
上もにじの上ものれます。生きものとなかよくなれます。どん
な人でもあそべます」

出羽小　6年　宮脇　清子
「�新しい生物、乗り物たくさんの新しいがあって、だれでも幸せ
になれる町になったよ」

出羽小　3年　平田　心路
「�越谷で有名なチューリップ。10 年後は、チューリップででき
たショッピングモールができたらいいな」
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大相模小　3年　鈴木　紗圭
「�おとうさんがじんじゃのでんきをなおしたことがあるのでかき
たいと思いました。がんばったことはやねの線です」

蒲生小　5年　石﨑　心裕
「�ガーヤちゃんに家ぞくができて、みんなであわおどりをおどる
10年後」

増林小　5年　関根　隆保
「�リユースタワーの上から見た学校の周りは、公園ができたり、
ふん水ができたりして楽しくなりました。増林小からは友だち
の明るい笑い声が聞こえます」

増林小　3年　落合　龍之介
「�学区探検で『いちごタウン』に行きました。10年後の『いち
ごタウン』では、ロボットが水やりやへた集めなどの仕事をし
ているのではないかと思います」

大相模小　4年　戸部　莉亜来
「近所にある、こいのぼり公園の未来のすがたをかきました」
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川柳小　6年　佐々木　琥太郎
「�ぼくは家の近くのレイクタウン前の池をえがきました。早朝に
書きに行ったぼくはさわやかな風にふかれてとても良い気持ち
になりました。この場所をもっとたくさんの人が知れば今より
もっと良い越谷になると思います」

川柳小　3年　金子　莉音
「�越谷市はいちごが名産なので、いちごの列車を描きました。
また、私の大好きな場所は、そのまま残ってほしいという思い
で描きました」

蒲生第二小　3年　川俣　遥
「�私は、近所のお友達と花火をしたときの絵をかきました。色と
りどりの光がお花のようでとてもきれいでした」

南越谷小　5年　中田　泰陽
「�今年のゴールデンウィークに家族でこいのぼりを見に行きまし
た。大きくてかっこいいと思いました。風になびくこいのぼり
を見て空の上の春を感じました」

南越谷小　2年　蓮見　優梨愛
「�ハッピーランドには、おんせんやお花畑があります。川には魚
がいて楽しそうにおよいでいます。みんなハッピーになれます」
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東越谷小　2年　玉置　玲衣
「�レイクタウンのいけで、ふねにのってあそんだり、サーフィン
をすることができ、それをみんなで、たのしんでいます」

蒲生第二小　6年　高瀬　鉄平
「�私はこの絵をかく前、『未来に花はあるか』と考えました。そ
こで未来のまちに花をかき、未来に花が残ってほしい願いを表
しました」

大沢北小　6年　村岡　柚香
「�コシガヤホシクサの野生復帰を願ってかきました。川で遊んだ
り、木にハンモックやブランコがあったり…だれでも自然とふ
れ合える場所があったらいいなと思います」

大沢北小　3年　井上　未悠
「�今年はたん生日だったチューリップフェスタ。10 年後行った
時は私の大好きな水色のチューリップもあるかも」

東越谷小　5年　増山　輝
「�未来の越谷駅はとても派手であざやかなになっているなと思い
ました」
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大袋北小　6年　花島　奈々
「�この絵は、現在の建物などでつくれない物や、越谷に高層タ
ワーができたらいいなと思ってかきました」

大袋北小　6年　土井　穂莉
「�私は、空を飛ぶ不思議なイスに乗って、新しいモノレールや
楽しい遊園地をながめています。笑顔いっぱいな未来の越谷
市を描きました」

北越谷小　1年　田中　美寧
「�いつも見ている家の前の元荒川。10年後には蛍が生息するほ
ど水がきれいで、たくさんの人が遊ぶ川になっています」

蒲生南小　5年　正木　陽和
「�緑はのこして新しいビルや建物がたって車が飛んでいる。川の
水はきれいになりみんなが遊べるようになる」

蒲生南小　3年　吉岡　花音
「�何十年たっても、人や生き物やしぜんがなかよくくらしていけ
るようにイメージしました」

108KOSHIGAYA CITY 60TH AnnIverSArY 



大袋東小　2年　福田　彩乃
「�川が泳げるくらい綺麗になっていて、みんなが仲良く暮らせる
明るい越谷です」

北越谷小　5年　井沢　ほの香
「�私は 10年後でありながら、あえて場所や遊具を変えていませ
ん。なぜかというと、10年経っても今のままのこりつづけて、
ほしいからです。私は、そうゆう思いをこの絵にたくしました。
この思い、とどくといいです！私の大好きな四丁目公園（かえ
る公園）」

大袋東小　5年　高野　莉央
「�元荒川の桜並木とその上にある東武線の風景が大好きです。
桜並木を大切に保護して十年後も変わらない風景が見られる
ことを願います」

平方小　6年　山口　紗羅
「�越谷市がお花の世界に包まれた絵にしました。お花だけじゃな
くて、カラフルなにじもかき、色を明るくしました。また、み
んなが楽しんでいるような絵にしました」

平方小　2年
六笠　遥希
「�10 年後の越谷
を描きました。
空に浮かぶマン
ションがあった
り、巨人と小人
が一緒に住んで
いたりします」
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弥栄小　6年　清水　愛花
「�10 年後の越谷に、あこがれのタワーがあるといいなと思って
かきました。今も、10年後も、100 年後も、越谷にいるみん
なが笑顔で、平和な越谷をイメージしました」

弥栄小　1年　上神谷　杏夢
「�カラフルな花が咲き、動物も人も宇宙人も一緒に生活できるよ
うな平和な越谷」

宮本小　2年　小髙　紗奈
「�みらいの越谷に動物公園があったらいいなと思って描きました。
動物公園では、動物に乗っても大丈夫。ぞうのしっぽですべったり、
ライオンとおいかけっこをしたりできます。みんななかよしです」

大間野小　6年　斉藤　颯汰
「�この絵は、最近ぼく達が利用している七左第三公園の 10 年
後を予想して書きました。10年後は空にういている公園になっ
ていたらいいなと思って書きました」

大間野小　2年　北村　優芽
「�たのしくてべんりでみどりがあふれる10 年後になってほしい
からです」
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西方小　3年　一柳　美尋
「�未来の越谷は、元荒川が天の川のようにきれいでほうきのむ
りょうタクシーがあり、車がなくてもみんな自由に空をとんで
いどうができます」

宮本小　6年　柏﨑　惺太
「�日本の未来はこんなかんじかなと思いながらかきました。空を
飛んでいる車や、横を向いているビルは、こんなすごい日本に
なってほしいと思ったのでその絵をかきました。そして、なる
べく細かく遠くの物までリアルな絵をかきました。そして、今
ある日本の建物も再現してかきました」

西方小　4年　小久保　奏音
「�昔、ライトアップされていたようだが、電気の省エネ化が進ん
でまた橋がライトアップされたらいいなと思いました」

鷺後小　5年　千葉　日虹
「�虹の信号や越谷の特産物の建物をつくったりして、未来感を
出しました。また、川遊びのできるようなキレイな川になって
ほしいのでザリガニなどを書きました」

鷺後小　3年
栗坪　映瑠
「�私は越谷に流れ
る元荒川の桜並
木が好きで毎年
春になると、お
花見に行きます。
そこに生き物と
人が楽しくくら
せたらいいなと
思いました。す
む場所は桜の木
の上のツリーハ
ウスです」
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明正小　5年　青野　優
「�美季の杜のジャングルジムから見たレイクタウン。緑が成長し、
湖はもっときれいで青くすんでいます。私をおだやかにさせて
くれる、大好きな場所です」

明正小　2年　成瀬　想真
「�僕の大好きな大相模調節池。10 年後は、湖の周りに遊園地
や動物園、プールやキャンプ場があって、カヌーで行き来でき
るといいなと思います」

桜井南小　5年　深野　裕希
「�この絵は、ひさいずじんじゃの、池をかきました。がんばった
のは、水と木の色が同じ『みどり』だったので、すこし色をか
えてみました」

千間台小　6年　山田　陸眞
「�エアコンから想ぞうして未来の飛行機をかき、そこから未来の都
市を想ぞうをふくらませてかき、電車やドローンなどもかきました」

千間台小　3年　平野　瑞季
「�魚たちが、カラフルなサメの船に入って遊びに来ています。船
の中ではテレビを見たり料理を作ったりしています」
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花田小　3年　後上　凛乃
「�だるまのポスト、ねぎの車、たろべえもちのボート、イチゴの
ヘリコプターやタワーなど、越谷のとくさん物を使ったおもし
ろい町に末来の越谷がなってほしいと思ってかきました」

桜井南小　6年　野口　隼志
「�東武スカイツリーラインの駅やホームは、全部ガラス、街の景
色がよく見えるよ。空飛ぶ車や電車は、もちろん自動運転」

城ノ上小　5年　成田　真央
「�私は学校が大好きです。大きくなったら城ノ上小学校の先生
になります。自然がいっぱいのこの風景を10年後、教育実習
生として見たいです」

城ノ上小　3年　屋嘉比　香織
「�未来の越谷の『ネギ公園』をかきました。ネギを食べたりあ
そんだりできます。ネギがもっとすきになります」

花田小　4年　野澤　慧華
「�車は自動運転、排気はお花が出て緑いっぱいになります。
二十になる私はこんな越谷に住みたいです」
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協
力
は
伝
統
へ
と

�

中
央
中
２
年　

戸
井
田　

尚
子

　　

十
年
後
私
は
何
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
今
の
自

分
よ
り
幸
せ
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
疑
問
が
脳
裏
を
横

切
っ
た
。

　

私
が
今
、
夢
見
て
い
る
こ
と
は
、
宝
塚
歌
劇
団
に

関
わ
る
職
に
就
く
こ
と
だ
。
こ
の
夢
を
抱
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
少
し
前
の
こ
と
。
初
め
て
宝
塚
を
観
に

行
っ
た
時
だ
っ
た
。
音
楽
が
鳴
り
は
じ
め
た
瞬
間
に

タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
達
は
華
麗
に
舞
い
、
キ
ラ
キ
ラ
輝

い
て
い
た
。
私
は
一
瞬
に
し
て
と
り
こ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
宝
塚
に
つ
い
て

多
く
の
こ
と
を
調
べ
た
。
彼
女
達
は
な
ぜ
輝
い
て
い

る
の
か
。
そ
の
答
え
は
彼
女
ら
の
努
力
、
そ
し
て
、

裏
で
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
力
に
よ
る
も
の
が
大
き
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ヌ
達
の
衣
装
を
つ
く
る

衣
装
部
、
ス
タ
ー
を
照
ら
す
照
明
さ
ん
、
ダ
ン
ス
の

の
指
導
を
す
る
振
付
師
の
方
な
ど
、
実
に
た
く
さ
ん

の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
の
も
と
、
こ
の
劇
は
完
成
し
て

い
る
の
だ
。

　

今
や
日
本
の
娯
楽
と
い
わ
れ
て
い
る
宝
塚
。
百
年

と
い
う
長
い
歴
史
の
中
で
伝
統
が
途
絶
え
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
。
そ
れ
は
み
ん
な
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
実
現
し
た
こ
と
。
私
は
ど
ん
な
小
さ
な
仕
事

で
も
い
い
、
そ
こ
に
携
わ
り
伝
統
を
守
り
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

十
年
後
の
私
へ
。
こ
れ
が
十
四
歳
の
私
が
抱
い
て

い
る
こ
と
だ
。
二
十
四
歳
の
私
の
夢
は
変
わ
っ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
、
忘
れ
た
く
な
い
こ

と
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
伝
統
を
守
り
続
け
る
こ

と
。
現
在
「
Ａ
Ｉ
」
の
技
術
が
発
展
し
、
人
の
手
が

い
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
日
本
の
文
化
、
伝

統
が
消
え
つ
つ
あ
る
。
そ
ん
な
世
の
中
で
も
守
り
た

い
と
思
う
人
が
一
人
、
二
人
い
る
だ
け
で
伝
統
は
は

る
か
未
来
ま
で
続
く
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
は
身
近

に
あ
る
も
の
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
伝
統
へ
の

第
一
歩
で
は
な
い
の
か
。
そ
う
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

大
好
き
な
越
谷
市

�

中
央
中
３
年　

關　

音
花

　　

「
越
谷
市
の
良
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
だ
ろ
う
。
」

　

そ
う
考
え
る
と
た
く
さ
ん
の
良
い
と
こ
ろ
が
見
つ

け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
」
な

ど
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
自
然

に
囲
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、「
し
ら

こ
ば
と
運
動
競
技
場
」
と
い
う
大
き
な
競
技
場
も
あ

る
。
そ
し
て
、
家
か
ら
少
し
歩
け
ば
、「
能
楽
堂
」や「
花

田
苑
」
な
ど
伝
統
、
歴
史
に
直
接
触
れ
る
こ
と
も
で

き
る
。
そ
ん
な
活
気
に
あ
ふ
れ
た
越
谷
市
が
十
年
後

ど
の
よ
う
な
風
景
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
考
え

た
だ
け
で
も
わ
く
わ
く
し
て
く
る
。

　

十
年
後
、
私
は
二
十
五
才
に
な
る
。
大
人
に
な
っ

て
も
越
谷
を
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち
は
変
わ
ら
な

い
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
畑
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
段
々
と

住
宅
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
イ
捨

て
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

続
い
て
し
ま
っ
た
ら
暗
い
空
気
に
な
っ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
に
は
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
だ

か
ら
私
は
、
ポ
イ
捨
て
を
注
意
し
た
り
、
積
極
的
に

参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

越
谷
の
良
い
と
こ
ろ
は
越
谷
に
住
ん
で
い
る
私
た

ち
に
し
か
分
か
ら
な
い
。
二
年
後
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
外
国
人
や
た
く
さ
ん
の
人
が

越
谷
に
も
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、「
越
谷
っ

て
良
い
と
こ
ろ
だ
な
。」
と
思
わ
れ
る
た
め
に
も
、

十
年
後
、
自
然
も
都
市
も
共
存
し
て
い
る
た
め
に
も
、

今
の
私
達
に
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
。
全
て
は
、
私
の
大
好
き
な
越
谷
の
た
め
に
。

　
　
　

昔
の
自
分

�

東
中
３
年　

陽
岡　
一
路

　　

十
年
後
の
自
分
。
そ
ん
な
も
の
は
想
像
で
き
ま
せ

ん
。
五
年
前
の
自
分
が
今
の
自
分
を
想
像
で
き
て
い

な
か
っ
た
の
に
、
二
倍
先
の
事
を
思
い
浮
か
べ
る
方

が
無
理
で
す
。
就
き
た
い
仕
事
も
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
か
ら
、
社
会
人
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
自
分

が
何
を
し
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、
僕
は
十
年
後
に
大
切
に
し
て
い
て
ほ
し

い
過
去
の
話
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
引
っ
越
し
を
し
て
、
越
谷
に
来
ま
し
た
。
二

年
の
夏
の
こ
と
で
す
。
学
校
も
変
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
僕
は
前
の
学
校
に
入
学
し
た
時
、
当
然
の
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り
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
十
年
後
、
自
分
の
実

力
で
海
外
で
仕
事
を
す
る
と
い
う
夢
を
叶
え
て
い
た

ら
、
今
し
て
い
る
努
力
が
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
証
明
に
な
る
か
ら
だ
。

　

私
に
は
、
海
外
の
小
さ
な
お
店
で
作
ら
れ
て
い
る

お
い
し
い
物
を
、
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
世
界
中
に
発
信

す
る
と
い
う
夢
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
私
の
家
族
が

全
員
、
料
理
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
国
内
外
問
わ
ず
、
小

さ
い
頃
か
ら
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
機
会
が
多

か
っ
た
た
め
、
世
界
の
料
理
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
海
外
で
働
く
日
本
人
バ
イ
ヤ
ー
を

テ
レ
ビ
で
見
て
、
か
っ
こ
い
い
な
と
感
じ
た
こ
と
か

ら
海
外
で
仕
事
を
す
る
と
い
う
夢
が
生
ま
れ
た
。

　

今
私
は
、
こ
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、
海
外
の
映

画
を
字
幕
で
見
た
り
、
常
に
家
で
英
語
の
曲
を
聴
い

た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
些
細
な
こ
と
か
ら
努

力
を
重
ね
、
学
校
の
授
業
で
も
手
を
抜
か
ず
、
意
識

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

先
生
と
積
極
的
に
英
語
で
関
わ
る
こ
と
で
、
外
国
語

が
異
文
化
だ
と
い
う
先
入
観
を
な
く
す
よ
う
に
努
力

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
努
力
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、
十

年
後
の
自
分
に
は
、
世
界
へ
羽
ば
た
い
て
活
躍
す
る

と
い
う
こ
と
を
約
束
し
て
ほ
し
い
。

　

し
か
し
、
十
年
の
道
の
り
の
中
で
自
分
自
身
の
人

見
知
り
が
原
因
で
相
手
と
上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
ず
、
挫
折
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
現
状
が
既
に
分
か
っ

て
い
る
な
ら
ば
、
今
の
う
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
と

関
わ
り
、
一
刻
も
早
く
人
見
知
り
を
直
し
た
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
人
と
関
わ
る
時
に
、
自
ら
心
を
開
い

て
歩
み
寄
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

　

夢
を
実
現
さ
せ
る
そ
の
日
ま
で
、
進
路
希
望
で
あ

る
料
理
専
攻
の
高
校
や
語
学
の
専
門
学
校
で
今
で
き

よ
う
に
そ
の
学
校
を
卒
業
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
今
、
こ
こ
に
い
る
の
だ
か
ら
、
十
年
先

に
は
何
が
起
き
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
本
気

で
思
い
ま
す
。

　

転
校
し
た
の
は
二
学
期
で
ク
ラ
ス
内
で
の
関
係
性

も
決
ま
っ
て
い
る
中
に
入
る
の
は
、
難
し
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
転
校
し
て
二
ヶ
月
く
ら
い
は
毎
日
が

大
変
だ
っ
た
の
を
し
っ
か
り
覚
え
て
い
ま
す
。
周
り

に
い
る
の
は
知
ら
な
い
人
だ
け
で
、
学
校
の
こ
と
も

ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
不
安
で
し

た
。
学
校
に
行
く
の
が
つ
ら
か
っ
た
時
期
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
投
げ
出
さ
ず
に
学
校
に
行
く
う
ち
に
慣

れ
て
き
て
、
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
投
げ

出
さ
ず
に
学
校
に
行
け
た
の
は
、
何
か
い
い
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
前
向
き
に
捉
え
ら
れ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
つ
ら
い
時
を
乗
り
切
る

方
法
だ
と
嫌
々
学
校
に
通
っ
た
間
に
学
び
ま
し
た
。

学
校
に
行
く
の
が
本
当
に
つ
ら
か
っ
た
か
ら
、
無
理

に
で
も
そ
う
思
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
は
今
の
自
分
に
と
っ
て
、
自
信
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
自
分
の
い
る
環
境

が
変
わ
っ
て
も
、
大
丈
夫
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
僕
は
来
年
に
は
高
校
生
で
、
知
ら
な
い
事

も
た
く
さ
ん
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
上
手
く
や
れ
る

は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。

　

十
年
後
、
自
分
が
何
を
し
て
い
る
の
か
、
今
は
全

く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
経
験
を
自
信
に
し
て

上
手
に
生
き
て
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
十
年
後
の
自
分
に
贈
り
た
い
言
葉

�

東
中
３
年　

齋
藤　

瑠
那

　　

私
は
、十
年
後
の
自
分
へ
「
実
力
は
自
分
が
頑
張
っ

て
努
力
し
た
分
し
か
つ
か
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
贈

る
か
ぎ
り
の
努
力
を
積
み
重
ね
、
そ
の
努
力
に
見

あ
っ
た
実
力
を
つ
け
、
明
る
く
楽
し
い
輝
い
た
十
年

後
を
迎
え
た
い
。
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今
の
私
は
「
今
」
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
て
え
ら
そ
う
に
言
っ
て
い
る

け
れ
ど
、
未
来
の
自
分
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下

さ
い
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

西
中
３
年　

深
井　

菜
々
子

　　

十
年
後
の
私
、
つ
ま
り
二
十
四
歳
の
私
は
、
ど
の

よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
だ
進
路

は
、
想
像
も
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
本
当
に
想
像
が

つ
か
な
い
で
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
主
に
三
つ

の
事
を
知
り
た
い
の
で
す
。

　

ま
ず
一
つ
。
「
進
路
は
実
現
し
て
い
ま
す
か
。」
十

年
後
の
私
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
高
校
だ
と
は
思
い

ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
一
年
後
、
始
め
て
自
分
で

選
ん
だ
進
路
で
す
。
も
し
か
し
て
、
今
考
え
て
い
る

所
と
は
違
う
所
で
し
た
か
。
だ
と
し
て
も
、
楽
し
い

高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
私
は
そ
れ

で
十
分
で
す
。

　

二
つ
目
。
「
新
し
い
家
族
が
い
た
り
し
ま
す
か
。
」

お
母
さ
ん
は
そ
れ
く
ら
い
で
結
婚
し
た
の
で
、
あ
り

え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
今
は
な
く
て
も
、
い
つ
か

は
い
る
と
い
い
な
。
料
理
が
多
少
は
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

　

最
後
で
す
。
「
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。
」

正
直
、
一
番
不
安
で
あ
り
期
待
し
て
ま
す
。
自
分
に

合
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
も
そ
も
仕
事
し
て
ま
す
か
。

テ
レ
ビ
に
出
て
る
と
か
は
あ
ま
り
に
非
現
実
的
す
ぎ

る
の
で
、
お
そ
ら
く
無
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
何
を

し
て
い
ま
す
か
。

　

私
は
、
今
よ
り
も
っ
と
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ

て
い
て
ほ
し
い
。
こ
の
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
な
、
と
思
え
る
よ
う
な
私
で
い
て
ほ
し
い
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

西
中
３
年　

藤
井　

茉
白

　　

未
来
の
自
分
、
何
を
し
て
い
ま
す
か
。
今
、
十
五

歳
の
私
は
進
路
の
事
で
悩
ん
で
い
る
真
っ
最
中
で

す
。
今
の
将
来
の
夢
は
幼
稚
園
の
先
生
に
な
る
こ
と

で
す
。
も
し
、
未
来
の
私
の
意
志
が
変
わ
っ
て
い
な

い
と
し
た
ら
、
新
米
先
生
と
し
て
日
々
頑
張
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
も
し
か
し
た
ら
、
今

の
私
に
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
違
う
道
に
進
ん

で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
い
ず
れ
に
せ
よ
今
の

私
は
未
来
の
私
を
知
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
け
れ

ど
、
私
ら
し
く
日
々
奮
闘
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

十
五
年
間
生
き
て
き
た
今
の
私
。
こ
の
十
五
年
間

で
作
っ
た
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
小
学
校

の
頃
の
一
番
の
思
い
出
は
林
間
学
校
。
中
学
校
で
の

一
番
の
思
い
出
は
今
の
と
こ
ろ
修
学
旅
行
で
す
。
こ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
い
る
の
は
七
月
で
す
が
、

た
ぶ
ん
卒
業
す
る
頃
に
は
、
中
学
校
生
活
一
番
の
思

い
出
は
三
年
間
全
部
な
ん
て
言
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
未
来
の
私
は
も
う
二
十
五
歳
。
な
の
で
も

う
ず
っ
と
昔
の
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
二
十
五
歳
だ
っ
た
ら
忙
し
く
て
昔
の
事
を
思
い

出
す
暇
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

　

今
の
私
に
と
っ
て
は
、
二
十
五
歳
と
い
っ
た
ら
す

ご
く
大
人
で
、
ま
だ
自
分
に
は
手
の
届
か
な
い
世
界

で
す
。
け
れ
ど
十
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、
気
が

つ
い
た
ら
も
う
二
十
五
歳
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
も
う
二
十
五
歳
。
け
れ
ど
ま
だ
二
十
五
歳
。

駆
け
出
し
の
社
会
人
に
と
っ
て
は
微
妙
な
年
齢
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
一
つ
だ
け
今
の
私
に
言
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
過
去
は
戻
っ
て
こ

な
い
」
と
い
う
こ
と
。
今
と
未
来
は
自
分
の
力
で
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
、
過
去
は
変
え
ら
れ

な
い
。
だ
か
ら
未
来
の
私
が
後
悔
し
な
い
よ
う
に
、

も
し
か
し
た
ら
、
思
い
も
よ
ら
な
い
困
難
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
後
悔
し
て
い
な
い
で
ほ
し
い
。

　

三
つ
の
質
問
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な

い
。
で
も
、十
年
後
、今
の
私
を
思
い
出
し
て
大
丈
夫
、

順
調
だ
と
思
え
る
よ
う
に
、
今
せ
め
て
で
き
る
こ
と

を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
未
来
の

私
の
た
め
に
私
な
り
の
方
法
で
努
力
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
、
健
康
に
生
活
し

て
い
ま
す
よ
う
に
。
そ
れ
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

　
　
　

今
の
私
か
ら
未
来
の
自
分
へ

�

南
中
３
年　

髙
﨑　

彩
楓

　

十
年
後
の
私
は
、
何
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

未
来
の
私
は
二
十
五
歳
を
む
か
え
て
い
る
頃
で
す

ね
。
順
調
な
ら
ば
、
き
っ
と
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
な
っ
て
何
年
か
経
ち
、
先
輩
と
い
う
立
場
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仕
事
は
楽

し
い
で
す
か
。
私
の
こ
と
だ
か
ら
、
失
敗
ば
か
り
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
ま
で
私
は
、
早
く
大
人
に
な
り
た
い
と
考
え
て

き
ま
し
た
が
、
受
験
生
と
い
う
時
季
を
む
か
え
て
、

不
安
し
か
な
い
で
す
。
こ
の
受
験
が
終
わ
っ
て
も
、

三
年
後
に
は
ま
た
受
験
が
あ
り
ま
す
。
未
来
の
私
は

本
当
に
理
想
を
現
実
に
で
き
て
い
ま
す
か
。
今
の
私

に
は
、
限
ら
れ
た
選
択
肢
の
中
か
ら
最
良
の
も
の
を

選
ぶ
道
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
未
来
の
私
に
は

そ
ん
な
狭
い
生
き
方
を
し
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

人
生
の
選
択
肢
を
多
く
持
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
の
多
く
の
選
択
肢
を
得
る
た
め
に
は
、
今
の
私
が

道
を
切
り
拓
い
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私

の
未
来
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
私
は
今
自

分
が
で
き
る
全
て
を
全
力
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
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影
響
を
受
け
た
事
も
あ
る
が
、
な
に
よ
り
も
小
学
校

一
年
生
の
時
か
ら
続
け
て
い
る
剣
道
を
活
か
せ
る
か

ら
だ
ろ
う
。
十
年
後
の
自
分
は
、
今
の
私
が
目
指
す

警
察
官
に
な
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
十
年
後
の
自
分
は
、
な
に
か
悩

ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
辛
い
こ
と
を
た
く
さ
ん

経
験
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
あ
る
言

葉
だ
け
は
、
忘
れ
な
い
で
い
て
も
ら
い
た
い
。
だ
か

ら
私
は
、
十
年
後
の
自
分
へ
向
け
て
そ
の
言
葉
を
書

き
残
し
て
お
き
た
い
。

　

私
が
書
き
残
し
た
い
言
葉
、
そ
れ
は
山
本
五
十
六

の
男
の
修
行
だ
。

　

苦
し
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

云
い
度
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

不
満
な
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

腹
の
立
つ
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

泣
き
た
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
を
じ
っ
と
こ
ら
え
て
ゆ
く
の
が

　

男
の
修
行
で
あ
る
。

　

十
年
後
の
自
分
は
、
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
私

が
目
指
し
た
か
っ
こ
い
い
男
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
い
や
、
ま
だ
道
の
途
中
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
困
難
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な

男
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
十
年
後
の
自
分
に
向
け
て
書
い

て
き
た
が
、
理
想
の
自
分
に
な
る
に
は
、
こ
れ
か
ら

の
高
校
受
験
な
ど
を
含
め
、
今
の
私
が
頑
張
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
十
年
後
の
自
分
に
は
、
私
が
し
っ

か
り
と
理
想
の
男
に
な
る
た
め
の
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
ま

で
待
っ
て
い
て
も
ら
い
た
い
。

す
。
時
に
は
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
そ
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
た
私
は
一
歩
成
長
し
、
大
人
に
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、

「
私
ら
し
さ
」
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

未
来
の
私
に
は
、
十
五
歳
の
私
で
は
見
ら
れ
な
い

世
界
が
広
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
苦
労
し
て
そ

こ
に
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
正
直
、
諦
め
か
け

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
私
は
前

向
き
に
生
き
て
ほ
し
い
で
す
。
個
性
を
大
事
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。
自
分
自
身
や
、
周
り
の
人
の
こ
と
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
や
り
た
い
こ
と
を
す
る

の
な
ら
、
妥
協
せ
ず
、
努
力
を
し
て
、
そ
の
先
に
見

え
る
景
色
を
、
努
力
し
た
人
に
し
か
見
れ
な
い
景
色

を
見
て
ほ
し
い
で
す
。
今
の
私
は
、
た
く
さ
ん
の
後

悔
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
未
来
の
私
に
は
決
し
て

後
悔
の
な
い
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
か
ら
、
私
は
今

自
分
の
未
来
の
た
め
に
一
つ
一
つ
色
々
な
こ
と
を
経

験
し
て
、
よ
り
よ
い
道
を
選
ぶ
た
め
に
、
今
日
も
全

力
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

南
中
３
年　

宮
野　

秀
隆

　

今
か
ら
十
年
後
と
い
う
と
、
私
が
二
十
五
歳
に

な
っ
て
い
る
頃
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
十
年
間
、

す
ご
く
苦
労
す
る
の
か
、
は
た
ま
た
す
ご
い
幸
運
に

恵
ま
れ
て
い
る
の
か
、
正
直
今
の
私
に
は
想
像
も
つ

か
な
い
。
し
か
し
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
今
の
私
は
十
年
後
の
自
分
に
、
た
く
さ
ん

の
困
難
を
乗
り
越
え
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

私
は
今
、
警
察
官
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
は
、
私
の
両
親
が
警
察
官
と
い
う
こ
と
で
強
く
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い
生
活
が
送
れ
ま
せ
ん
。
健
康
第
一
で
、
毎
日
笑
顔

で
一
度
き
り
の
人
生
を
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
！

　
　
　

未
来
に
願
い
を

�

北
中
３
年　

矢
野　

凪
紗

　　

手
紙
を
読
ん
で
い
る
あ
な
た
は
、
ど
こ
で
な
に
を

し
て
い
ま
す
か
。
仕
事
は
な
に
を
し
て
い
ま
す
か
。

結
婚
は
し
て
い
ま
す
か
。

　

聞
き
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

答
え
は
十
年
後
に
確
か
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

私
は
今
、
一
年
生
か
ら
所
属
し
て
い
た
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
を
引
退
し
、
ち
ょ
う
ど
受
験
勉
強
の
ま
っ
最

中
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
数
学
が
苦
手
な
の
で
、

定
期
テ
ス
ト
で
も
北
辰
テ
ス
ト
で
も
足
を
ひ
っ
ぱ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
未
来
の
私
は
少
し
で
も
数
学
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ら
い
い
な
。

　

十
年
後
の
私
は
社
会
人
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
学
校
生
活
が
終
わ
り
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
生
活
は
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
今
の
私
は
「
人
の
た
め
に
、
人
に

直
接
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

十
年
後
の
私
も

「
人
を
助
け
た
い
」

こ
の
思
い
を
強
く
思
っ
て
い
る
と
い
い
な
。
そ
し
て
、

「
周
り
に
助
け
ら
れ
て
生
き
て
き
た
」

と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
忘
れ
ず
に
い
て
ほ
し
い
で

す
。
い
つ
か
あ
な
た
が
誰
か
を
支
え
て
あ
げ
て
下
さ

い
ね
。「
や
り
が
い
が
あ
る
」
と
思
え
る
仕
事
を
見

つ
け
て
、
自
分
の
長
所
を
の
ば
し
、
誰
か
の
た
め
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
怠
け
る
の
は
絶
対
に
だ
め
で
す

よ
。

　

私
は
今
、
友
達
や
家
族
、
先
生
な
ど
の
大
切
な
人

に
囲
ま
れ
て
生
き
て
い
ま
す
。
今
が
と
て
も
幸
せ
で

す
。
十
年
後
の
私
に
も
、
大
切
と
思
え
る
人
は
い
ま

　
　
　

二
十
三
歳
の
私
へ

�

北
中
１
年　

松
﨑　

琴
音

　　

十
年
後
、
私
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
。
今
の
私
の

頃
の
こ
と
、
覚
え
て
い
ま
す
か
。

　

十
三
歳
の
私
か
ら
未
来
の
私
に
伝
え
た
い
こ
と

は
、「
一
度
き
り
の
人
生
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
で
す
。

　

具
体
的
に
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
何
か

楽
し
い
と
思
え
る
も
の
や
熱
中
で
き
る
も
の
を
持
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
私
は
、
中
学
校
に
入
学
し
て
初
め

て
の
夏
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
今
の
私
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
熱
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
時
間
が
と
て
も
楽
し
く
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
二
十
三
歳
の
私
も
、
そ
ん
な
風
に
熱
中
で
き
る

も
の
に
出
会
え
て
い
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
自
分
が
就
く
職
業
に
つ
い
て
で
す
。

私
の
将
来
の
夢
は
、
子
供
の
笑
顔
の
た
め
に
働
け
る

職
業
に
就
く
こ
と
で
す
。
私
は
二
人
の
い
と
こ
や
年

下
の
子
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
で
す
。
自
分
が
小
さ
い

頃
に
よ
く
し
て
も
ら
っ
た
人
に
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
未
来
の
私
に
は
ぜ
ひ
子
供
と
関
わ

る
職
業
に
就
い
て
、
子
供
た
ち
を
笑
顔
に
し
て
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
家
族
や
友
人
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。
あ
な
た
が
今
幸
せ
な
ら
、
そ
れ
は
家
族
や
友

人
の
存
在
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
絶
対
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
家
族
や
友
人
の
力
に
な
れ

る
大
人
に
な
れ
て
い
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

最
後
に
、
今
は
と
て
も
暑
か
っ
た
り
、
台
風
で
大

雨
だ
っ
た
り
と
天
気
が
不
安
定
な
毎
日
で
す
。
十
年

後
は
ど
う
で
す
か
。
さ
ら
に
最
高
気
温
が
上
が
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
健
康
を
第
一
に
考

え
て
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。
健
康
で
な
け
れ
ば
楽
し

す
か
。
も
し
い
る
の
な
ら
、
そ
の
人
を
大
事
に
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
人
を
信
じ
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
大
事
に
し
た
分
、
信
じ
た
分
、
い
つ
か
自
分

に
返
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

未
来
は
ロ
ボ
ッ
ト
や
電
気
自
動
車
が
実
用
化
さ
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
よ
り
も
便
利
な
生
活
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
変
わ
っ
て
い
く
時
代
、変
わ
っ

て
い
く
自
分
。
そ
の
中
で
私
が
最
も
望
む
こ
と
は
、

「
今
よ
り
ち
ょ
っ
と
で
も
幸
せ
に
暮
ら
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も
、
自

分
ら
し
く
真
っ
す
ぐ
に
生
き
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

富
士
中
２
年　

渡
辺　

泰
成

　

十
年
後
、
も
う
す
ぐ
二
十
四
歳
と
な
る
自
分
。
恐

ら
く
も
う
社
会
に
出
始
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ど

の
よ
う
な
職
業
に
つ
い
て
い
ま
す
か
。
今
の
自
分
に

は
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
。
将
来
、
自
分
が
何
を
し
た

い
の
か
、
今
は
考
え
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
一

つ
分
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
と
て
も
大
変
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
な
た
は
今
、
何
か
し
た
い
こ

と
が
頭
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実

と
し
て
、
そ
の
職
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
だ
と
し
て
も
、
今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
っ

て
下
さ
い
。
大
変
な
こ
と
、
嫌
な
こ
と
な
ど
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
仕
事
を
や
め
た
い
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
は
大
変
な
こ
と

も
、
嫌
な
こ
と
も
全
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
み
て
下
さ
い
。
王
貞
治
さ
ん
の
言
葉
に
こ
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
。

も
し
報
わ
れ
な
い
努
力
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は

ま
だ
努
力
と
呼
べ
な
い
。」
今
ま
で
も
努
力
し
て
も

上
手
く
い
か
な
か
っ
た
と
諦
め
て
困
難
か
ら
逃
げ
る
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大
切
な
仲
間
や
友
人
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
は
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
私
か
ら
見
え
る
景
色
は
、

鮮
や
か
に
明
る
く
色
づ
い
て
お
り
ま
す
。
「
受
験
生
」

と
い
う
重
圧
を
抱
え
な
が
ら
も
、
個
性
豊
か
な
学
級

で
過
ご
し
な
が
ら
友
人
と
語
り
合
い
、
先
生
方
や
家

族
に
温
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
送
る
毎
日
は
、
き
っ

と
こ
の
先
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
色
褪
せ

る
こ
と
な
く
未
来
の
私
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
の
で

し
ょ
う
。
も
し
、
あ
な
た
が
困
難
な
状
況
に
陥
り
、

現
実
に
対
し
失
望
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

今
ま
で
の
努
力
、
行
動
、
出
会
い
や
別
れ
、
体
験
、

抱
い
た
感
情
な
ど
の
過
去
の
私
の
経
験
は
、
絶
対
に

あ
な
た
を
裏
切
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
た
と
え
ど
の
よ
う
な
状
況
で

あ
っ
て
も
、
私
と
あ
な
た
は
確
か
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
互
い
に
決
し
て
一
人
で
は
な
い
の
で
す
。
未
来

の
私
へ
よ
り
よ
い
私
自
身
の
道
を
示
し
、
繋
げ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
の
私
も
本
気
に
な
れ

る
よ
う
な
こ
と
を
求
め
、
日
頃
か
ら
様
々
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
十
年
後
の
私
の
健
康
や

更
な
る
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま

た
い
つ
か
、
あ
な
た
が
私
を
思
い
出
し
た
と
き
に
、

会
い
ま
し
ょ
う
。

　

十
年
後
の
私
。

　

あ
な
た
は
今
、
幸
せ
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

�

平
成
三
十
年
九
月
二
十
四
日　
　
　
　
　

�
現
在
の
私
よ
り　

の
で
な
く
、
今
ま
で
の
努
力
と
思
っ
て
い
た
も
の
は
、

ま
だ
努
力
と
呼
べ
る
も
の
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
と

困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
下
さ
い
。
自
分
も
勉
強
や
部

活
で
様
々
な
困
難
と
直
面
し
て
も
面
と
向
か
っ
て
立

ち
向
か
い
、
目
標
達
成
に
向
け
、「
努
力
」
と
堂
々

と
言
え
る
ほ
ど
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

最
後
に
一
つ
、
約
束
し
て
ほ
し
い
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
他
人
の
た
め
に
何
か
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
が
、
仕
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
何
か

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

仕
事
に
し
て
も
直
接
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
仕
事

か
も
し
れ
な
い
し
、
見
る
人
を
魅
了
す
る
よ
う
な
仕

事
か
も
し
れ
な
い
、
ま
た
、
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で

人
の
役
に
立
っ
て
い
る
仕
事
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
と
え
ど
ん
な
仕
事
に
つ
い
て
い
る
と
し
て
も
、
あ

な
た
は
自
分
よ
り
他
人
や
世
の
た
め
に
働
い
て
い
て

ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
積
極
的
に

参
加
し
、
他
人
の
た
め
に
率
先
し
て
何
か
を
す
る
。

こ
れ
を
自
分
も
や
っ
て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
あ
な
た

に
も
こ
の
約
束
は
守
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

十
年
後
の
私
へ

�

富
士
中
３
年　

種
橋　

萌

　
　

拝
啓

　

鈴
虫
の
音
が
美
し
く
響
い
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
十
年
後
の
私
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
現
在
の
私
は
受
験
生
と
な
り
、
新
た
な
学
び

や
発
見
で
満
ち
溢
れ
た
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
お
り

ま
す
。

　

十
年
後
の
私
。
あ
な
た
は
今
、
ど
の
よ
う
な
景
色

を
眺
め
て
い
ま
す
か
？
現
在
の
私
と
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
程
数
多
く
の
出
会
い
、
別
れ
を
繰
り
返
し
体

験
し
続
け
た
末
に
辿
り
着
い
た
未
来
の
居
場
所
に
、
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こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
悩
ん
だ
り
苦
し

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

試
練
を
乗
り
越
え
て
、
力
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
十
年
後
の
私
に
胸
を
張
っ
て
会
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
。
あ
な
た
も
自
分
を
信
じ
て
、

他
人
を
思
い
や
り
、
心
優
し
い
人
で
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

未
来

�

北
陽
中
３
年　

小
野
寺　

恋
々

　　

十
年
後
の
私
た
ち
は
社
会
に
出
て
働
く
人
や
大
学

院
な
ど
の
学
校
で
学
ぶ
人
と
様
々
な
人
が
い
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
私
自
身
が
将
来
ど
ん
な
仕
事
を

す
る
か
自
分
で
は
ま
だ
想
像
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

今
ま
で
「
こ
ん
な
職
業
に
就
い
て
こ
ん
な
事
を
し
た

い
」
と
何
度
も
考
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

度
に
「
自
分
に
は
合
わ
な
い
無
理
で
は
な
い
か
」
と

マ
イ
ナ
ス
な
方
向
に
考
え
、
や
め
て
お
こ
う
と
諦
め

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
十
四
歳
の
私
は
、
将

来
の
夢
が
明
確
に
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

中
学
三
年
生
に
な
っ
て
進
路
に
つ
い
て
考
え
た

時
、
仕
事
を
す
る
な
ら
自
分
が
好
き
な
事
を
し
て
楽

し
く
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
、
将

来
好
き
な
英
語
を
活
か
せ
る
職
業
に
就
き
た
い
で

す
。
そ
の
職
業
に
就
く
為
に
は
、
大
学
な
ど
で
沢
山

の
英
語
を
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
よ
い
環
境

で
英
語
を
学
ぶ
為
に
も
、
今
か
ら
し
っ
か
り
勉
強
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
は
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
事
は
好
き
で
す

が
、
人
前
に
立
っ
て
話
す
事
が
と
て
も
苦
手
で
す
。

緊
張
し
過
ぎ
て
声
が
出
な
く
な
る
事
や
、
恥
ず
か
し

く
て
顔
が
赤
く
な
っ
て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。
外

国
の
人
々
と
関
わ
る
職
業
と
い
う
と
様
々
な
内
容
が

あ
り
、
大
勢
の
人
の
前
で
話
す
仕
事
が
多
く
存
在
し

　
　
　

十
年
後
の
私
へ

�

北
陽
中
２
年　

永
野　

由
華

　　

二
十
四
歳
に
な
っ
た
私
へ
。
あ
な
た
は
今
、
何
を

し
て
い
ま
す
か
？

　

越
谷
で
生
ま
れ
、
越
谷
で
育
っ
た
私
。
今
ま
で
の

十
四
年
間
を
振
り
返
る
と
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

甦
っ
て
き
ま
す
。

　

人
見
知
り
で
、
な
か
な
か
友
達
と
話
す
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
幼
稚
園
時
代
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑

戦
し
、
喜
び
と
苦
し
み
を
知
っ
た
小
学
校
時
代
。

　

そ
し
て
、
中
学
生
に
な
っ
た
今
は
、
勉
強
に
部
活
、

生
徒
会
本
部
の
仕
事
に
一
心
不
乱
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
私
は
、
う
ま
く
周
り
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
北
川
崎
に
は
、
二
百
二
十
七
年

の
歴
史
を
持
ち
、
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
北
川
崎
の
虫
追
い
」
と
い
う
行
事
が
あ
り
ま

す
。
私
は
、
毎
年
、
こ
の
行
事
で
松
明
を
担
い
で
い

ま
す
。
地
域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん

の
人
と
接
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手
に

取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
十
年
後
の
私
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ず
っ
と
地

域
の
方
々
と
共
に
松
明
を
担
い
で
い
て
く
れ
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
今
私
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
小
学
校
一
年
生
か
ら
習
っ
て
い
る
英
語
で

す
。
将
来
は
、
英
語
に
携
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
果
た
し
て
ど
う
で
し
ょ
う
。

今
の
私
の
努
力
が
二
十
四
歳
の
私
の
力
に
な
り
、
中

学
生
の
時
に
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
て
い
る
と

い
い
で
す
。
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、
精
一
杯
努
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
今
の
私
で
は
、
こ
の
様
に
す
ぐ
や
め
て
お
こ

う
と
諦
め
ず
に
、
今
後
は
苦
手
を
克
服
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

十
年
経
つ
と
、
世
の
中
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
新
し
い
職
業
が
生

ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
誰
が
、
ど
ん
な
職

業
に
就
き
、
ど
ん
な
事
を
し
て
い
る
か
、
そ
れ
は
想

像
が
つ
か
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
変
わ

ら
な
い
事
は
「
夢
は
努
力
し
て
つ
か
む
」
と
い
う
事

で
す
。
夢
を
叶
え
る
為
に
私
に
足
り
な
い
も
の
は
、

や
ろ
う
と
す
る
勇
気
と
そ
れ
を
続
け
る
気
持
ち
で

す
。
こ
れ
か
ら
様
々
な
事
に
挑
戦
し
て
、
強
い
志
を

持
ち
、
努
力
し
続
け
ら
れ
る
人
に
十
年
後
成
長
し
た

い
で
す
。

　
　
　

十
年
後
の
私

�

栄
進
中
１
年　

木
村　

く
る
み

　

十
年
後
の
あ
な
た
は
笑
顔
で
い
ま
す
か
。
周
り
の

人
を
笑
顔
に
し
て
い
ま
す
か
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
世
界
で
活
躍
す
る
バ
レ
エ
ダ

ン
サ
ー
に
な
っ
て
見
て
く
れ
た
人
を
笑
顔
に
す
る
こ

と
で
す
。
子
供
の
頃
か
ら
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
私
は
四
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
す
ぐ

に
母
に
お
願
い
し
バ
レ
エ
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
髪

を
結
っ
て
も
ら
い
ピ
ン
ク
の
レ
オ
タ
ー
ド
を
着
て

レ
ッ
ス
ン
に
出
か
け
る
時
の
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち

は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
小
学
三
年
生
の
時
に
栃
木
か
ら
両
親
の

地
元
越
谷
に
転
居
し
新
し
い
先
生
と
出
会
い
、
そ
れ

ま
で
た
だ
好
き
で
踊
っ
て
い
た
バ
レ
エ
を
将
来
の
職

業
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

の
様
に
楽
し
い
だ
け
の
レ
ッ
ス
ン
ば
か
り
で
無
く
、

心
が
折
れ
る
位
辛
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
で
す
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う
に
な
り
た
い
の
で
す
。
ま
た
、
十
年
後
と
短
い
期

間
で
は
あ
り
ま
す
が
『
平
和
に
人
々
が
暮
ら
せ
る
』

と
い
う
こ
と
を
社
会
全
体
で
達
成
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
の
で
す
。

　

『
平
和
に
人
々
が
暮
ら
せ
る
』
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
人
工
知
能
を
使
っ
て
、
今
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
よ
う
に
研
究
し
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
現
状

を
確
認
し
て
一
人
ひ
と
り
が
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
も
参
加
し
て
み
る
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
十
年
後
と
は
い
わ
ず
、
今
か
ら
で
も
、

身
近
な
『
環
境
』
に
つ
い
て
節
水
・
節
電
を
心
が
け

て
み
た
り
、
今
も
ま
だ
苦
し
ん
で
い
る
日
本
の
『
相

対
的
貧
困
』
の
人
々
や
、
世
の
中
に
あ
る
『
貧
困
』

の
人
々
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
ま

だ
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
々
の
為
に
募
金
を
し
て
み

よ
う
、
と
今
回
の
こ
と
を
調
べ
て
み
て
思
い
ま
し
た
。

　

今
は
ま
だ
年
齢
的
に
も
出
来
る
こ
と
は
大
人
に
比

べ
た
ら
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
薬
剤
師
に
な
っ
た
ら

い
ろ
い
ろ
な
面
で
社
会
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
薬
剤
師
と
し
て
は
薬
で
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
、

一
人
の
人
間
と
し
て
は
身
体
は
も
ち
ろ
ん
、
心
も
助

け
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
私
は
昔
、
薬
で
助

け
て
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
、
薬
剤
師
の
仕
事
に
就
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
次
は
、
私
が
助
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
人
々
を
安
心
さ
せ
ら
れ
る
存
在
に
な
り

ま
す
。

　

十
年
後
に
必
ず
実
現
で
き
ま
す
よ
う
に
…
。

が
私
の
舞
台
を
見
て
く
れ
た
家
族
や
友
人
た
ち
の
笑

顔
は
そ
の
辛
さ
を
も
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
何
事
に
も

代
え
難
い
物
で
す
。
ま
た
両
親
に
は
レ
ッ
ス
ン
の
送

迎
や
食
事
面
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
無
く
、
学
校
と
バ

レ
エ
の
両
立
の
た
め
に
、
そ
し
て
何
よ
り
私
の
夢
の

実
現
の
た
め
に
共
に
向
き
合
い
、
支
え
て
も
ら
い
今

の
私
が
あ
り
ま
す
。

　

世
界
の
舞
台
で
活
躍
す
る
ダ
ン
サ
ー
に
な
る
に
は

バ
レ
エ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
無
く
内
面
か
ら
溢
れ

る
人
間
性
が
重
要
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に

も
今
の
学
校
生
活
の
中
で
様
々
な
経
験
を
し
、
内
面

を
み
が
き
成
長
す
る
こ
と
が
将
来
の
目
標
に
つ
な
が

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
私
が
目
標
と
す
る
ロ
シ
ア

の
バ
レ
エ
団
に
入
団
す
る
た
め
に
は
海
外
の
バ
レ
エ

学
校
へ
の
留
学
が
不
可
欠
と
な
り
言
葉
も
生
活
習
慣

も
違
う
中
、
家
族
や
友
人
と
離
れ
一
人
で
頑
張
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
の
こ
の
思
い
を
決
し
て
忘

れ
ず
家
族
に
恩
返
し
が
出
来
る
様
、
日
々
努
力
を
重

ね
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

十
年
後
の
私
へ
。
あ
な
た
は
今
ど
こ
で
踊
っ
て
い

ま
す
か
？
あ
な
た
の
周
り
に
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
す

か
？

　
　

多
く
の
願
い
と
私
の
希
望

�

栄
進
中
２
年　

大
越　

雅
子

　

十
年
後
。
誰
も
予
測
で
き
な
い
私
の
未
来
。
一
体

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
薬
剤
師
に
な
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
薬
を
作
っ
た
り
し
て
苦
し
ん
で
い
る
人
を
助

け
て
あ
げ
た
い
。
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

身
近
な
人
だ
っ
た
り
、
病
院
に
い
る
人
も
で
す
が
世

界
中
の
栄
養
失
調
の
子
供
達
だ
っ
た
り
と
ま
だ
ま
だ

助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
地
域
に
も
活
躍
で
き
る
よ
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会
話
で
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
十
年
後
の
自
分
と
、
日
々
の
努
力
を
大
切

に
し
、
周
り
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と

を
約
束
し
ま
す
。
そ
し
て
、
誰
に
で
も
優
し
く
、
明

る
く
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
十
年
後
の
自
分

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
努
力
は
必
ず
報
わ
れ

る
」
こ
の
言
葉
と
自
分
を
信
じ
て
、
前
に
進
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

　
　
　

大
人
に
な
っ
た
私
へ

�

光
陽
中
３
年　

関
口　

美
来

　　

十
年
後
、
越
谷
は
ど
ん
な
市
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た
越
谷
は
、
今
よ
り

も
大
き
く
輝
き
、
人
々
が
笑
顔
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

越
谷
は
今
、
中
核
市
へ
移
行
と
な
り
、
福
祉
に
も

力
を
入
れ
て
、
身
近
で
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
年
々
、
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。
日

本
全
体
は
、
人
口
が
減
少
す
る
自
治
体
が
多
い
中
で

と
て
も
良
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
約
十
年
前
、
越
谷

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
が
で
き
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
は
大
勢
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
も
多
く

建
っ
て
お
り
、
小
さ
い
子
ど
も
達
も
多
く
見
か
け
て

い
ま
す
。
そ
の
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
の
中
心
に
は
「
市
民

が
水
辺
と
出
会
え
る
空
間
」
と
し
て
大
相
模
調
節
池

が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
を
し
た
り
、
散
歩
を
し
た
り
、

時
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
楽
し
む
人
が
い
て
、

素
敵
な
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
「
少
子
高
齢
化
」
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
の
も
現
実
で
す
。
こ
の
先
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

く
中
で
、
私
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
と
考
え
た
時
に
、

高
齢
者
の
方
に
優
し
く
接
し
て
あ
げ
る
こ
と
は
も
ち

　
　

今
、
伝
え
た
い
こ
の
思
い

　
　
　
　
　

―
十
年
後
の
自
分
へ
―

�

光
陽
中
３
年　

塚
田　

羽
奈

　　

十
年
後
の
私
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
。
夢
だ
っ
た

看
護
師
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
違
う
職
業

を
し
て
い
ま
す
か
。

　

平
成
十
五
年
、
私
は
越
谷
市
立
病
院
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
私
の
妹
も
越
谷
市
立
病
院
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
私
が
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
、
母
が
妹
を
出
産
す
る
た
め
に
入
院
を
し
て

い
て
、
私
が
祖
母
と
お
見
舞
い
に
行
っ
た
と
き
で
す
。

看
護
師
さ
ん
が
と
て
も
優
し
く
接
し
て
下
さ
り
、
素

敵
な
仕
事
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

十
年
後
の
私
は
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
大
切
で
す
か
。
聞
き
た
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
私
が
分
か
っ
て
い
る
こ

と
は
、
日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
勉
強
も
部
活
も
一
つ
一
つ
の
練
習
を
大

切
に
し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
十
年
後
の

未
来
に
向
け
て
日
頃
の
練
習
の
積
み
重
ね
を
大
切
に

し
て
、
少
し
ず
つ
看
護
師
の
夢
に
近
づ
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

十
年
後
の
私
に
一
番
伝
え
た
い
こ
と
は
、
今
ま
で

に
お
世
話
に
な
っ
た
家
族
、
先
生
、
地
域
の
方
々
、

そ
し
て
、
越
谷
に
感
謝
を
す
る
こ
と
で
す
。
教
科
書

や
学
校
の
設
備
、
中
学
生
ま
で
無
償
で
病
院
で
の
診

察
を
受
診
で
き
る
制
度
な
ど
、
越
谷
市
の
税
金
の
お

か
げ
で
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
家
族
・
先
生
・
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

自
分
達
が
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
図

る
こ
と
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
看
護
師

は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
職
業
で
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

ろ
ん
、
車
イ
ス
の
使
い
方
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
あ
る

場
所
な
ど
を
し
っ
か
り
知
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
介
護
に
つ
い
て

勉
強
し
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
私
は
将
来
、
子
ど
も
達
と
接
す
る
仕
事
に
つ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
未
来
に
つ
な
ぐ
子
ど

も
た
ち
に
、
楽
し
く
笑
顔
で
い
ら
れ
る
越
谷
だ
と
い

う
こ
と
を
教
え
、
伝
え
て
い
く
役
目
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
高
齢
者
も
皆
、
笑
顔
で
暮

ら
し
て
い
け
る
越
谷
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

十
年
後
も
こ
の
越
谷
で
暮
ら
し
、
多
く
の
魅
力
が

あ
る
こ
と
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
ま
た
、「
越
谷
」
に
訪
れ
る
人
に
も

興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
街
作
り
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
　
　
「
夢
」
を
見
つ
け
る

�

平
方
中
３
年　

磯
野　

匠

　　

十
年
後
の
自
分
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
。
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
て
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
か
。

「
夢
」
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

僕
に
は
ま
だ
将
来
の
夢
が
あ
り
ま
せ
ん
。
「
〜
に

な
り
た
い
。」、「
〜
し
た
い
。」
と
い
う
こ
と
が
な
か

な
か
見
つ
か
ら
ず
、
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。
昔
は

た
く
さ
ん
夢
が
あ
り
ま
し
た
。
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
な

り
た
い
、
大
工
に
な
り
た
い
、
自
動
車
の
整
備
士
に

な
り
た
い
…
。
で
も
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
未

来
の
自
分
の
姿
が
全
く
想
像
で
き
な
い
の
で
す
。
と

り
あ
え
ず
、
高
校
、
大
学
に
は
進
学
す
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
十
年
後
の
自
分
は
、「
二
十
五
歳
」
で
す
。

社
会
人
と
し
て
生
活
し
て
い
る
年
齢
で
す
。
今
の
僕

か
ら
す
る
と
不
安
で
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
先
日
、
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き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
十
年
後
じ
ゃ
大
学
受
験
も
終

わ
っ
て
ま
す
ね
、
大
学
に
行
っ
た
の
な
ら
。
成
人
式

も
終
え
て
、
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
昔

か
ら
の
友
達
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
。
自
分
の
こ

と
に
つ
い
て
聞
き
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ

ど
、
私
が
聞
き
た
い
の
は
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
の
日
本
は
、
平
和
で
す
か
。
苦
し
ん
で
る
人
は

い
ま
せ
ん
が
。
十
年
後
の
私
は
覚
え
て
い
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
熊
本
で
大
震
災
が
お
き
、
西
日
本
で

平
成
最
悪
と
言
わ
れ
た
災
害
が
起
き
ま
し
た
。
千
葉

で
も
地
震
が
発
生
し
、
埼
玉
も
ゆ
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ス
を
見
る
だ
け
で
苦
し
く
な
り
、
も
し
か
し
た
ら
越

谷
に
も
く
る
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
わ
そ
わ
し
て
い

ま
す
。
も
し
も
越
谷
に
も
大
き
な
災
害
が
起
き
た
ら
、

田
ん
ぼ
が
広
が
る
越
谷
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、

と
。
で
も
、
私
は
そ
ん
な
暗
く
な
っ
た
越
谷
市
は
嫌

で
す
。
十
年
後
も
二
十
年
後
も
、
越
谷
市
は
き
っ
と

明
る
い
は
ず
。
私
は
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。

　

中
学
三
年
生
の
私
か
ら
、
十
年
後
の
私
へ
。
こ
の

先
の
未
来
の
こ
と
は
な
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も

自
分
が
や
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
、
途
中
で
諦
め
ず

に
必
ず
や
り
と
げ
て
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
、

近
所
の
人
や
友
達
と
た
く
さ
ん
関
わ
っ
て
、
越
谷
市

を
自
慢
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。

十
年
後
も
二
十
年
後
も
、
自
然
豊
か
な
越
谷
市
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　

な
り
た
い
自
分
へ

�

武
蔵
野
中
１
年　

村
中　

悠
那

　　

未
来
の
自
分
は
、
優
し
く
礼
儀
正
し
い
人
に
な
り

た
い
。
少
し
前
の
私
は
、
こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と

な
ん
て
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
こ

ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が
き
ち
ん
と
で
き
る
人
が

か
っ
こ
い
い
の
だ
と
気
付
い
た
。

　

そ
の
か
っ
こ
よ
さ
に
気
付
い
た
の
は
、
部
活
動
の

と
き
だ
っ
た
。
優
し
く
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
先
輩

の
姿
が
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
先
生

の
前
を
通
る
と
き
に
は
、
か
が
ん
で

「
失
礼
し
ま
す
。」

と
言
っ
て
通
る
な
ど
の
礼
儀
も
部
活
動
で
学
ん
だ
。

こ
の
優
し
さ
や
礼
儀
を
普
段
の
生
活
に
も
活
か
そ
う

と
思
う
。
こ
れ
を
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て
い
け
ば

習
慣
に
な
っ
て
い
き
、
未
来
の
な
り
た
い
自
分
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。
優
し
さ
や
礼
儀
は
も
ち
ろ

ん
、
思
い
や
り
や
謙
虚
さ
も
合
わ
せ
持
っ
た
人
に

な
っ
て
い
き
た
い
。

　

私
は
、
将
来
の
夢
が
ま
だ
明
確
に
決
ま
っ
て
な
い
。

で
も
、
海
外
で
働
い
て
み
た
い
と
い
う
夢
が
あ
る
。

海
外
で
働
く
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
人
で
は
な
い
人

と
、
日
本
語
で
は
な
い
言
葉
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
時
に
、

も
ち
ろ
ん
言
語
を
習
得
す
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
先

輩
か
ら
学
ん
だ
優
し
さ
や
礼
儀
、
他
に
も
思
い
や
り

や
謙
虚
さ
も
持
っ
て
い
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
や
す
く
な
る
。
今
、
学
ん
で
い
る
こ
と
が

将
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、
今
の
う

ち
か
ら
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
き
ち
ん
と
で
き
る
よ

う
な
人
に
な
る
。

　

こ
の
部
活
動
で
学
ん
だ
優
し
さ
や
礼
儀
を
忘
れ
ず

に
、
思
い
や
り
と
謙
虚
さ
も
合
わ
せ
持
っ
た
人
に
な

れ
る
よ
う
に
、
今
か
ら
目
標
を
た
て
て
頑
張
り
た
い
。

学
校
で
「
進
路
講
演
会
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
異

な
る
仕
事
に
つ
い
て
い
る
二
名
の
方
か
ら
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
方
た
ち
は
僕
の
よ
う
に
夢
が
見
つ

か
ら
な
い
人
た
ち
へ
向
け
て
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。「
今
見
つ
か
ら
な
く
て
も
高
校
、
大
学
に

行
く
に
つ
れ
て
見
つ
け
て
い
け
ば
い
い
。」
と
。
確

か
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
僕
は
「
今
」
夢
が

ほ
し
い
の
で
す
。
夢
は
自
分
の
目
標
で
あ
り
、
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
思
う
原
動
力
に
も

な
り
ま
す
。
そ
れ
が
ほ
し
い
の
で
す
。

　

だ
か
ら
十
年
後
の
自
分
は
ど
ん
な
姿
を
し
て
い
る

の
か
不
安
に
思
い
ま
す
。
で
も
楽
し
み
で
も
あ
り
ま

す
。
特
定
の
夢
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
選
択
肢
が

無
限
に
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
今
あ
る
選
択

肢
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
必
要
な
事
は
何
か
。
そ
れ

は
「
学
ぶ
こ
と
」
で
し
ょ
う
。
様
々
な
事
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
学
べ
て
い
れ
ば
あ
る
程
度
の
職
に
は
就
け
る

と
考
え
ま
す
。
十
年
後
の
自
分
に
も
学
び
続
け
て
い

て
ほ
し
い
。
苦
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
「
夢
を
見
つ
け
る
」
と
い
う
夢
を
諦
め
な
い
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
十
年
後
に
夢
が
叶
え
ら
れ
て
い

た
ら
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

未
来
の
私
へ
の
約
束

�

平
方
中
３
年　

木
村　

美
咲

　　

今
、
あ
な
た
は
な
に
を
し
て
い
ま
す
か
。
社
会
に

で
て
、
人
の
役
に
立
っ
て
ま
す
か
。
幸
せ
で
す
か
。

中
学
三
年
生
の
今
、
部
活
も
引
退
し
て
日
々
「
受
験

生
だ
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。
高
校
受
験
の
こ
と
は
覚

え
て
い
ま
す
か
。
こ
の
手
紙
を
か
い
て
い
る
私
か
ら

し
た
ら
、
高
校
受
験
は
未
来
の
こ
と
で
す
が
、
あ
な

た
に
と
っ
て
高
校
受
験
は
過
去
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

志
望
校
を
見
つ
け
ら
れ
て
、
入
試
に
臨
ん
で
合
格
で
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も
や
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
で
き
て
立
派
に
な
れ
ば

一
人
前
だ
。

　

今
の
私
が
で
き
る
事
は
や
り
、
大
人
に
な
っ
て
必

要
な
こ
と
が
身
に
付
く
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
だ
か

ら
十
年
後
の
私
も
厳
し
い
こ
と
か
ら
逃
げ
ず
、
乗
り

越
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
乗
り
越
え
た
ら
乗
り
越
え

る
前
よ
り
必
ず
成
長
し
て
る
か
ら
。
頑
張
れ
！

　
　
　

二
十
五
歳
の
私
へ

�

大
袋
中
３
年　

小
松　

桜
綺

　　

二
十
五
歳
の
私
、
お
元
気
で
す
か
。
夢
は
叶
い
ま

し
た
か
。
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
十
五
歳
の
私
か
ら
は
、
二
十
五
歳
と
い
う

年
齢
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

　

二
十
五
歳
は
、
仕
事
に
も
慣
れ
て
く
る
頃
だ
と
思

い
ま
す
。
教
師
と
い
う
夢
も
叶
え
、
憧
れ
の
先
生
に

少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。
小
学
六
年
生

の
時
、
何
も
出
来
な
か
っ
た
私
を
変
え
て
く
れ
た
の

が
担
任
の
先
生
で
し
た
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
は
、
未
来
の
私
も
一
番
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
私
の

目
標
と
す
る
人
で
す
。
今
の
私
も
、
自
分
の
得
意
分

野
を
生
か
し
、
生
徒
に
力
を
与
え
ら
れ
る
教
師
に
な

り
た
い
の
で
す
。
未
来
の
私
は
、
そ
ん
な
教
師
に
な

れ
ま
し
た
か
。

　

十
年
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
憧
れ
の
先
生
は
、
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
十
五
歳
の
私
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
私

は
失
敗
を
恐
れ
ず
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
十
年
後
、
教
師
に
な
っ

た
ら
、
今
よ
り
も
大
き
く
成
長
し
た
私
を
、
先
生
に

見
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。
二
十
五
歳
の
私
、
必

　
　
　

十
年
後
の
私
へ

�

武
蔵
野
中
１
年　

髙
橋　

花
歩

　　

十
年
後
の
私
は
、
二
十
三
歳
。
ま
だ
若
い
で
す
ね
。

今
の
私
は
ど
う
で
す
か
。

　

二
〇
十
八
年
の
私
は
中
学
一
年
生
で
す
。
ま
だ
ま

だ
子
供
で
分
か
ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

で
す
が
、
入
学
当
時
に
比
べ
友
達
が
増
え
頼
れ
る
人

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
今
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は

部
活
と
勉
強
で
す
。
部
活
は
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
で
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
ド
リ
ブ
ル
で
す
。

理
由
は
、
利
き
手
の
右
手
で
は
自
由
に
ボ
ー
ル
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
で
す
が
、
利
き
手
で
は
な
い

左
手
は
な
か
な
か
上
手
く
い
か
な
い
事
が
多
く
、
失

敗
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
練
習
し
て
失
敗
を
な
く
せ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
勉
強
は
、
も
う
本
当

に
苦
手
で
得
意
だ
っ
た
の
は
体
育
と
音
楽
だ
け
。
大

人
に
な
っ
て
か
ら
役
に
立
つ
も
の
は
全
て
苦
手
で
、

今
は
全
然
分
か
ら
な
い
け
ど
し
っ
か
り
理
解
し
て
次

に
生
か
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
中
学
校
の
勉
強

は
結
構
大
切
な
時
期
に
も
関
係
し
て
く
る
か
ら
、
そ

れ
に
備
え
て
役
に
立
つ
勉
強
が
身
に
つ
く
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
三
年
生
頃
に
は

十
五
位
以
内
に
入
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

十
年
後
の
私
は
、
ど
ん
な
人
で
す
か
。
今
の
私
は

負
け
ず
嫌
い
で
「
や
る
」
と
決
め
た
ら
や
り
き
る
人

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
十
年
後
の
私
も
変

わ
っ
て
い
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。
ど
ん
な
に
苦
し
い

状
況
で
あ
っ
て
も
前
を
向
い
て
進
ん
で
行
っ
て
ほ
し

い
。
何
に
も
で
き
な
い
と
思
っ
た
ら
誰
か
に
手
伝
っ

て
も
ら
っ
た
り
す
れ
ば
い
い
。
そ
の
か
わ
り
手
伝
っ

て
く
れ
た
人
が
困
っ
て
い
た
ら
、
助
け
て
あ
げ
れ
ば

い
い
。
ど
ん
な
場
で
も
、
借
り
は
返
す
。
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
大
人
に

な
っ
て
も
「
あ
た
り
前
」
な
こ
と
は
言
わ
れ
な
く
と

ず
先
生
に
会
っ
て
、
た
く
さ
ん
話
を
し
て
き
て
く
だ

さ
い
。
十
五
歳
の
私
と
の
約
束
で
す
。

　

「
あ
な
た
は
今
、
幸
せ
で
す
か
。」
二
十
五
歳
の
私

は
ど
の
よ
う
に
答
え
ま
す
か
。
今
は
自
信
を
も
っ
て

幸
せ
だ
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

未
来
を
つ
く
る
の
は
今
の
私
で
す
。
で
す
か
ら
、
自

分
が
信
じ
る
道
を
、
精
一
杯
進
も
う
と
思
い
ま
す
。

ど
の
道
を
選
択
す
る
こ
と
が
正
解
と
い
う
こ
と
は
無

い
は
ず
で
す
。
た
と
え
間
違
え
て
い
た
と
し
て
も
、

自
分
で
決
め
た
こ
と
な
ら
後
悔
し
な
い
と
思
い
ま

す
。
今
の
私
に
は
、
今
を
全
力
で
頑
張
る
こ
と
し
か

出
来
ま
せ
ん
。
二
十
五
歳
の
私
が
、
胸
を
張
っ
て
幸

せ
だ
と
答
え
ら
れ
る
た
め
に
今
を
懸
命
に
生
き
て
い

き
ま
す
。

　
　

十
年
後
の
自
分
に
伝
え
た
い
こ
と

�

大
袋
中
３
年　

三
井　

陽
太

　　

高
校
生
の
自
分
、
大
学
生
の
自
分
、
働
い
て
い
る

自
分
、
二
十
五
歳
の
自
分
。
遠
い
未
来
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
自
分
の
姿
は
想
像
が
つ
か
な
い
。

　

順
調
に
い
け
ば
、
二
十
五
歳
な
ら
も
う
働
き
始
め

て
、
少
し
仕
事
に
慣
れ
て
き
て
い
る
頃
で
は
な
い
か

と
思
う
。
今
の
自
分
は
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
を
心
の
中

に
溜
め
や
す
い
と
感
じ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
も
し
か

し
た
ら
、
二
十
五
で
は
も
う
疲
れ
き
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
ん
な
と
き
の
僕
の
心
の
拠
り
所
は
友

達
に
な
る
。
自
分
の
中
で
の
そ
れ
は
、
今
も
先
も
変

わ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

僕
に
は
唯
一
無
二
の
親
友
が
い
る
。
そ
の
親
友
が

自
分
の
家
の
近
く
に
引
っ
越
し
て
く
る
こ
と
が
な
け

れ
ば
、
僕
は
小
中
学
校
を
ま
る
で
違
う
形
で
過
ご
し

て
い
た
と
思
う
。
幸
運
な
こ
と
に
、
僕
に
は
そ
の
親

友
以
外
に
も
た
く
さ
ん
友
達
が
で
き
た
。
親
友
の
家
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懸
命
育
て
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
は

絶
対
に
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。
二
十
二
年
間
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
は
育
て
て
く
れ
た
し
、
や
り
た
い
事

を
さ
せ
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
必
ず
恩
が
え
し
を
し
て

あ
げ
て
下
さ
い
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

新
栄
中
１
年　

田
村　

聖
来

　　

私
が
今
ま
で
過
ご
し
て
来
た
、
生
き
て
き
た
場
所

は
ど
ん
な
に
時
間
が
経
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
私
が

10
年
後
、
20
年
後
ど
こ
に
行
こ
う
と
変
わ
ら
な
い
。

　

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
「
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
な
っ
て

み
た
い
な
ぁ
。
」
と
心
の
中
で
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
周
り
の
人
に
「
聖
来
の
将
来
の
夢
は
何
？
」

と
聞
か
れ
る
と
「
ピ
ア
ノ
の
先
生
。
」
と
言
っ
た
事

は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
自
分

が
本
当
に
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
な
り
た
い
の
か
ど
う
か

分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
小
学
六
年
生
の
時
。

私
は
特
別
勉
強
が
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
む
し

ろ
頭
は
悪
い
ほ
う
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
私
が
で

き
る
事
と
言
え
ば
ピ
ア
ノ
ぐ
ら
い
で
し
た
。
親
か
ら

も
「
将
来
音
大
に
通
っ
て
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
な
り
な

よ
。」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
現
在
中
学
一
年

生
の
私
は
自
分
で
も
「
自
分
に
は
ピ
ア
ノ
し
か
と

り
え
が
な
い
し
。
や
っ
ぱ
り
将
来
は
ピ
ア
ノ
の
先
生

か
。」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
私
の
住
ん
で

い
る
越
谷
市
は
そ
ん
な
に
い
な
か
で
は
な
い
け
ど
、

越
谷
市
の
中
の
い
な
か
な
場
所
に
住
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
一
人
で
音
楽
大
学
に
通
う
の
は
自
分
で
も

無
理
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
校
生
に
な
っ
て
し
ま

え
ば
大
学
生
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
ん
な
思
い
は

消
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
も
し
自
分

が
ピ
ア
ノ
の
先
生
と
し
て
人
生
を
進
ん
で
い
る
と
し

た
ら
と
思
う
と
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
今
自
分
が
心
か
ら
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
も

し
か
し
た
ら
東
京
に
上
京
す
る
の
が
い
や
だ
な
あ
と

思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
そ
う
だ
と

思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
越
谷
市
は
と
て
も
い
い
場
所

だ
か
ら
で
す
。
特
別
何
か
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
け

ど
、
私
に
と
っ
て
は
一
番
大
好
き
な
居
場
所
で
す
。

大
人
に
な
っ
て
も
、
そ
の
気
持
ち
は
決
っ
し
て
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
気
持
ち
を
心
に
し
ま
っ
て

自
分
の
好
き
な
よ
う
に
、
自
分
が
一
番
楽
し
い
と
思

え
る
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
、
今
現
在

中
学
一
年
生
の
私
の
夢
で
す
。

は
す
ぐ
近
く
だ
し
、
こ
れ
か
ら
も
切
っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
が
続
い
て
い
く
と
思
う
。
し
か
し
、
せ
っ
か

く
小
中
学
校
で
仲
良
く
な
っ
た
友
達
は
、
何
人
か
と

は
関
わ
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
、
友
達
と
の
関
わ
り
を
と
て
も
大
切
に
し
て

い
る
自
分
に
と
っ
て
、
大
き
な
打
撃
だ
。

　

そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
十
年
後
の
自
分
に
伝
え
た
い

こ
と
は
、
古
く
か
ら
の
友
達
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
、

と
い
う
こ
と
だ
。
今
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
友
達
、
こ

れ
か
ら
出
会
う
で
あ
ろ
う
新
し
い
友
達
、
そ
の
一
人

一
人
と
ず
っ
と
仲
良
く
し
て
い
て
ほ
し
い
。
そ
う
す

れ
ば
、
き
っ
と
自
分
の
人
生
は
豊
か
に
な
っ
て
い
く

と
思
う
。

　

十
年
後
も
含
め
、
将
来
の
自
分
が
、
友
達
と
の
関

係
を
大
切
に
し
、
心
の
拠
り
所
に
し
な
が
ら
、
辛
い

物
事
を
乗
り
越
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

新
栄
中
１
年　

幸
田　

姫
希

　　

二
十
二
才
の
自
分
は
元
気
で
す
か
。
今
、
専
門
学

校
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。
も
し
行
っ
て
る
な
ら
、
き

ち
ん
と
将
来
の
夢
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

下
さ
い
ね
。

　

そ
れ
と
、
妹
と
弟
と
は
仲
良
く
や
っ
て
い
ま
す
か
。

今
は
、
毎
日
毎
日
ケ
ン
カ
し
て
て
全
然
仲
良
く
や
っ

て
な
い
で
す
よ
。
４
人
姉
弟
の
一
番
上
な
ん
だ
か
ら

大
人
に
な
っ
て
も
し
っ
か
り
し
て
、
お
母
さ
ん
と
お

父
さ
ん
を
安
心
さ
せ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
お
父
さ
ん

は
ま
だ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。
今
で
は
、
仕
事
が

い
そ
が
し
く
最
近
な
か
な
か
会
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大

人
に
な
っ
て
も
お
父
さ
ん
と
過
ご
す
日
々
を
大
切
に

し
て
下
さ
い
。
お
母
さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
お
母
さ
ん
は
私
達
４
人
を
一
生
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ら
れ
る
こ
と
に
。
私
に
、
夢
を
与
え
て
く
れ
た
先
生

の
様
な
、
養
護
教
諭
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
様
、

今
を
一
生
懸
命
、
頑
張
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
十
年
後
の
私
が
、
周
り
も
明
る
く
で
き

る
ほ
ど
、
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
様
に
。

　

十
年
後
の
私
へ

　
　
　
　
　

中
学
二
年
生
の
私
よ
り
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

大
相
模
中
３
年　

荒
井　

幹
太

　

十
年
後
の
自
分
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

今
、
思
い
描
い
て
い
る
夢
が
叶
っ
て
い
る
の
か
、
そ

れ
と
も
普
通
に
就
職
を
し
て
バ
リ
バ
リ
働
い
て
い
る

の
か
。
は
た
ま
た
生
き
て
い
る
の
か
死
ん
で
い
る
の

か
も
今
の
自
分
に
は
分
か
ら
な
い
。
こ
の
作
文
を
書

く
と
き
は
っ
き
り
い
っ
て
何
を
か
け
ば
い
い
の
か
分

か
ら
な
か
っ
た
。
で
も
十
年
後
の
自
分
に
き
き
た
い

こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
。
そ
の
中
で
一
番
き
き
た
い
こ

と
は
、
夢
が
叶
い
今
も
野
球
を
続
け
て
い
る
か
ど
う

か
だ
。

　

つ
い
先
日
、
あ
る
方
が
夢
を
持
っ
て
い
る
人
は
強

い
と
熱
く
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
違
う
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
。
夢
を
持
っ
て
い
る
人
が
強
い

の
で
は
な
く
自
分
を
持
っ
て
い
る
人
が
強
い
の
だ
と

私
は
思
う
。
誰
が
ど
ん
な
夢
を
見
よ
う
と
そ
の
人
の

勝
手
だ
。
し
か
し
必
ず
し
も
叶
う
も
の
で
は
な
い
。

だ
か
ら
壁
に
あ
た
っ
た
と
き
、
夢
よ
り
も
心
の
中
に

し
っ
か
り
と
し
た
自
分
が
い
る
方
が
よ
り
よ
い
選
択

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
十
五
歳
と
い
う

年
齢
で
将
来
を
見
す
え
る
と
い
う
こ
と
は
極
め
て
難

し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
つ
ま
り
将
来
の
「
夢
」
ば
か

り
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
る
の
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ

と
だ
。
こ
れ
か
ら
自
分
は
よ
っ
ぽ
ど
の
こ
と
が
な
け

　

十
年
後
の
私
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
様
に
。

�

大
相
模
中
２
年　

清
水　

ひ
か
り

　

丁
度
十
年
前
、
私
は
北
海
道
か
ら
越
谷
に
引
っ
越

し
て
来
ま
し
た
。
十
年
後
、
二
十
四
歳
の
私
は
、
ど

こ
に
居
ま
す
か
。
何
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

今
の
夢
を
叶
え
て
、
養
護
教
諭
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。
一
人
で
も
多
く
の
子
供
を
笑
顔
に
で
き
る
先
生

だ
と
い
い
な
。
そ
れ
か
ら
、
毎
日
笑
顔
を
忘
れ
な
い

私
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　

十
年
後
の
私
は
、
何
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
。

今
の
私
は
、
自
分
ら
し
く
、
笑
顔
で
い
る
事
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
私
は
、
素

の
自
分
で
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ

し
て
、
今
の
私
が
、
自
分
ら
し
く
、
た
く
さ
ん
笑
っ

て
い
ら
れ
る
の
は
、
大
好
き
な
友
達
や
、
先
生
が
い

て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
い
つ
で
も
、
人
を

思
い
や
る
こ
と
と
、
大
好
き
な
人
た
ち
へ
の
感
謝
を

忘
れ
な
い
。
と
い
う
こ
と
も
、
私
の
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
の
一
つ
で
す
。

　

い
つ
で
も
自
分
ら
し
く
、
笑
顔
で
い
る
こ
と
と
、

感
謝
を
忘
れ
な
い
こ
と
は
、
十
年
た
っ
て
も
、
変
わ

ら
ず
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
未
来
に
つ

な
が
る
今
が
大
事
な
の
だ
と
、
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
十
年
後
、
一
人
で
も
多
く
の
子
供
を
笑
顔

に
で
き
る
養
護
教
諭
に
な
る
た
め
に
、
今
、
保
健
委

員
と
し
て
、
い
つ
で
も
周
り
を
見
て
行
動
し
、
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
の
健
康
面
で
も
、
心
の
面
で
も
支
え
ら
れ

る
様
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
十
年
後
の
私
も
、
素
の
ま
ま
の
自
分
で

み
ん
な
と
笑
っ
て
過
ご
せ
る
様
に
、
こ
れ
か
ら
も
自

分
ら
し
く
、
大
好
き
な
友
達
と
、
楽
し
く
笑
っ
て
過

ご
す
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
十
年
後
、
毎
日
笑
顔
の
私
で
い

れ
ば
高
校
に
進
学
し
大
学
に
も
行
く
だ
ろ
う
。
そ
の

中
で
新
た
な
友
人
や
先
生
な
ど
と
も
出
会
い
価
値
観

も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。
そ
し
て
自
分
の
進
む
べ

き
道
も
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
そ
ん

な
時
で
も
私
は
心
の
中
に
自
分
を
し
っ
か
り
と
持
ち

続
け
た
い
。
そ
の
た
め
に
今
や
る
べ
き
こ
と
を
が
む

し
ゃ
ら
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
今
の
私
に
で
き

る
唯
一
の
こ
と
だ
。

　

十
年
後
、
こ
の
作
文
を
読
ん
だ
自
分
が
ど
ん
な
形

で
な
に
に
な
っ
て
い
よ
う
と
「
や
れ
る
だ
け
や
っ
た

ん
だ
後
悔
は
な
い
」
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
人
で

あ
り
た
い
。

　
　
　

あ
き
ら
め
ず
に
今
を

�

千
間
台
中
１
年　

須
田　

亜
実
香

　　

あ
な
た
が
読
む
10
年
前
の
今
、
私
は
こ
の
手
紙
を

書
い
て
い
ま
す
。
10
年
後
の
自
分
は
、
二
十
二
歳
か

二
十
三
歳
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
10
年
後
の
今
、

ど
こ
で
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
か
、
ど
ん
な
気
持
ち
で

こ
の
手
紙
を
手
に
し
て
い
る
か
、
誰
と
読
ん
で
い
る

か
、
も
し
く
は
１
人
で
読
ん
で
い
る
か
、
今
の
私
で

は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
未
来
へ
の
こ
れ
か
ら
の
道

は
広
く
、
何
事
に
も
可
能
性
は
無
限
大
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
今
こ
の
時
間
の
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
つ
だ
け
約
束
し
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
何
が
あ
っ
て
も
、
自
分
の
今

の
夢
に
あ
き
ら
め
ず
に
進
む
こ
と
で
す
。

　

私
は
今
、
将
来
の
夢
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
、

未
来
の
自
分
が
何
を
し
て
い
る
か
、
全
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
未
来
の
自
分
が
ど
う
あ
っ
て
ほ
し
い

の
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
少
し
未
来
が
見
え
る
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
結
果
が
残
る
も
の
、

達
成
感
が
出
る
も
の
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
で
き
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す
。
で
も
、
一
番
の
理
由
は
「
良
い
図
書
館
を
創
っ

て
、
利
用
客
さ
ん
の
笑
顔
を
つ
く
り
た
い
」
か
ら
で

す
。
今
は
図
書
委
員
と
し
て
、
返
却
作
業
や
本
の
整

理
を
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

貴
方
は
今
、
ど
ん
な
事
を
し
て
い
ま
す
か
。
社
会

人
一
年
目
か
、
ま
だ
仕
事
を
探
し
て
い
る
か
、
そ
れ

と
も
も
っ
と
勉
強
す
る
た
め
に
海
外
留
学
し
て
い
る

か
。
司
書
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
、
貴
方
が
就
い
た

仕
事
が
目
指
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
の
な
ら
、
し
て

い
て
と
て
も
楽
し
い
は
ず
で
す
。
父
は
前
、
こ
う
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
好
き
な
事
は
好
き
な
だ
け
、
心
ゆ
く
ま
で
や
り

な
さ
い
。」

こ
の
言
葉
は
、
ず
っ
と
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
私
は

今
、
読
書
と
絵
を
描
く
事
が
好
き
で
す
。
二
つ
と
も
、

家
や
習
い
事
で
し
て
い
た
小
学
校
の
頃
よ
り
、
読
書

時
間
が
増
え
、
部
活
で
沢
山
絵
を
描
け
る
今
の
方
が

格
段
と
楽
し
く
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
好
き
な
事
を
心

ゆ
く
ま
で
や
っ
て
、
沢
山
楽
し
ん
で
欲
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
ど
ん
な
時
で
も
、
笑
顔
は
欠
か
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
辛
い
時
や
悲
し
い
時
に
少

し
で
も
笑
っ
て
み
る
と
、
明
る
く
、
前
向
き
に
な
れ

る
は
ず
で
す
。

　

「
好
き
な
事
を
心
ゆ
く
ま
で
」「
笑
顔
で
い
る
こ
と
」

こ
の
二
つ
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。
私
な
ら
、
貴
方

な
ら
、
き
っ
と
大
丈
夫
で
す
。

　

十
二
歳
、
十
年
前
の
貴
方
よ
り

る
も
の
の
３
択
で
す
。
こ
れ
ら
に
目
覚
め
た
理
由
は

部
活
で
す
。
色
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
今
、

私
は
部
活
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
最
近
あ
っ
た
初

め
て
の
大
会
で
う
ま
く
い
か
ず
、
泣
き
そ
う
で
し
た
。

で
も
、
親
友
の
「
絶
対
あ
き
ら
め
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
。」

と
い
う
強
気
の
言
葉
が
、
私
を
前
向
き
に
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
逆
転
で
初
め
て
取
っ
た
一

勝
は
、
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
大
き
な
自
信
に
な
り

ま
し
た
。
部
活
ほ
ど
、
真
剣
に
取
り
組
み
が
ん
ば
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
目
標
に
向
か
っ
て

が
ん
ば
っ
た
あ
と
に
残
る
結
果
は
、
き
っ
と
ど
ん
な

も
の
で
あ
ろ
う
と
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
を
強
く
し
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
こ
と
も
、

10
年
後
の
自
分
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
あ

き
ら
め
ず
に
勝
ち
取
っ
た
「
何
か
」
は
、
私
に
大
き

な
目
標
と
自
信
を
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

れ
か
ら
も
、
約
束
を
胸
に
、
自
分
の
道
を
歩
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
　
　

忘
れ
て
は
い
け
な
い
二
つ
の
事

�

千
間
台
中
１
年　

倉
淵　

咲
名

　　

二
十
二
歳
、
十
年
後
の
私
へ

　

こ
ん
に
ち
は
。
十
二
歳
の
貴
方
で
す
。
元
気
に
過

ご
し
て
い
ま
す
か
。

　

私
は
今
、
少
し
慣
れ
て
き
た
中
学
校
で
一
生
懸
命

勉
強
し
た
り
、
部
活
で
絵
を
描
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

学
校
以
外
の
時
間
で
も
習
い
事
や
宿
題
が
あ
っ
て
大

変
で
す
が
、
楽
し
い
事
が
沢
山
あ
っ
て
充
実
し
た
毎

日
を
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
は
将
来
図
書
館
の
司
書
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
本
が
好
き
で
、
本
に
囲

ま
れ
て
出
来
る
仕
事
だ
か
ら
と
い
う
理
由
も
あ
り
ま
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データでみる越谷
［ 地勢・人口、憲章・宣言 ］

Koshigaya City

第 7章

Saitama

所在地　埼玉県越谷市越ヶ谷四丁目2番1号
経緯度　東経139度47分　北緯35度53分

市役所の位置

越谷市は埼玉県の南東部に位置し、面積は60.24k㎡（東西8.6km、南北11.5km）。
大宮台地と下総台地にはさまれた中川流域の沖積平野にあり、丘陵のない平坦な土地です。

位置・地勢

人　口　342,152人（男170,179人  女171,973人）
世帯数　152,512世帯

人口・世帯数（平成３０年９月１日現在）

地勢・人口

わたくしたちは、
越谷市民であることに誇りと責任を持ち、
水と緑と太陽に恵まれた豊かなまちを築くため、
限りない願いをこめて、ここに市民憲章を定めます。

1．教養を豊かにし、人間性あふれる文化のまちをつくります。
1．きまりを守り、信じあい心豊かな明るいまちをつくります。
1．自然を愛し、お互いに助けあい、きれいなまちをつくります。
1．健康で楽しく働き、明るいスポーツのまちをつくります。

 昭和53年11月3日制定

越谷市民憲章

水と緑と太陽に恵まれた越谷市の未来を担うわたしたちは、
夢と誇りを持ち、
みんな仲良く助け合って生きていくことを誓い、
ここに「越谷市子ども憲章」を定めます。

自立　わたしたちは、互いに認め励まし合い、
 自分の道を歩んでいきます。
責任　わたしたちは、礼儀正しく、きまりを守り、
 責任を持って行動します。
健康　わたしたちは、生命を大切にし、明るく、たくましく
 生きていきます。
感謝　わたしたちは、思いやりの心と、
 “ありがとう”の気持ちを持ち続けます。
環境　わたしたちは、自然や文化を大切にし、
 環境にやさしくします。

 平成10年11月3日制定

越谷市子ども憲章

憲章・宣言
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清らかな川の流れと豊かな緑、青い空。
昔から水郷こしがやとして親しまれてきた
わたしたちの郷土は、先人達が遺（のこ）してくれた
かけがえのないふるさとである。
わたしたちは、
先人から受け継いだ恵みを守り、はぐくみ、
さらに、人間愛に満ちた
ゆとりと潤いと安らぎのある文化のまちを創（つく）って
次の世代に引き継いでいこう。
みんなで心と力をあわせて、
わがまち越谷  と  だれもが誇れるまちづくりをすすめ、
生涯を心豊かに過ごせるような市民生活を築いていこう。
市制25周年にあたり、
越谷市を「文化都市」とすることを宣言する。

 昭和58年11月3日制定

文化都市宣言

　わがまちは、古くから「水郷こしがや」として親しまれて
きた水と緑と太陽に恵まれた美しいまちであります。
　そして、このかけがえのない自然と明るく平和なくらし
は、越谷市民すべての願いであります。
　わが国は、先の大戦による戦禍にみまわれ、世界で唯
一の被爆国として、尊い命や貴重な財産を失ってきまし
た。この戦争の悲惨さや核兵器の恐ろしさを後世に伝え
ていかなければなりません。
　わたしたちは、未来に向けて平和で豊かな社会を築き、
美しい自然環境を新しい世代に引き継ぐため、人類共通
の願いである世界の恒久平和実現を希求し、市制施行
50周年を期して、ここに平和都市宣言をいたします。

 平成20年11月3日制定

平和都市宣言

　わたしたち越谷市民は、生涯にわたって、すこやかに、いきいきと、人間らしく、川の流れるこの豊かなまちに、
安心して暮らせることを願っています。
　そのためには、個人、家庭、地域、企業、行政などが、しっかりと手をたずさえ、知恵をだしあい、
それぞれの役割を自覚し、責任を果たしていかなければなりません。
　すべての市民が、ふるさとと実感でき、愛着のもてる福祉のまちをめざして、この憲章を定めます。

ともに生きよう　かけがえのない　あなたのいのち　明日に向けて　みんなでつくろう　やさしいまちを
ともにつなげよう　あなたのちから　わたしの経験　知恵をだしあい　みんなで築こう　住みよいまちを
ともにかけあおう　ほほえみと　思いやり　手をとりあって　みんなで育てよう　ふれあいのまちを
ともに高めよう　すこやかな　こころと体　明るい家庭　みんなで愛そう　ふるさとのまちを

 平成11年9月15日制定

越谷市福祉憲章

　最近における産業、経済、文化の発展と交通量は極度に増加し、交通事故が頻発して大きな社会問題となっている。
また火災の発生も文化生活の向上、暖房用火器具類の発達普及に併行して増加の傾向にある。よって全市民とともに
安全都市造成の理想を達成するため「安全都市」とすることを宣言する。（抜粋）

 昭和37年3月制定

安全都市宣言

　水と緑と太陽に恵まれた私たちのまち、越谷市も急激な開発と人口増加により、美しい自然と生活洋式様式に大きな変
化がもたらされました。
　私たちは、いつも美しい自然にあふれ、健康で明るく人間性豊かなまち越谷市でありたいと思います。
　私たちは、ひとりひとりが生活をとおしてスポーツ・レクリエーションを親しみ、健康でたくましい心とからだをつくると
ともに、さらに市民の交流を深め、連帯感に支えられた明るく豊かな住みよいまちを築くことを誓い、次の目標をかかげ
て越谷市を「スポーツ・レクリエーション都市」とすることをここに宣言します。

●すべての市民がスポーツ・レクリエーションを楽しみましょう。
●すべての市民が力を合わせてスポーツ・レクリエーションのできる場をつくりましょう。
●すべての市民がスポーツ・レクリエーションに進んで参加しましょう。
●すべての市民が身近にスポーツ・レクリエーションのできる仲間をつくりましょう。

 昭和49年9月26日制定

スポーツ・レクリエーション都市宣言

憲章・宣言
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データからみた

越谷市の推移
項  目　  　　　　年  代 昭和33年 昭和43年 昭和53年 昭和63年 平成10年 平成20年 平成30年

人　口
（４月１日現在） 48,048人 105,492人 207,575人 271,964人 302,368人 320,802人 341,095人

世　帯
（４月１日現在） 8,342世帯 26,803世帯 59,486世帯 85,258世帯 108,239世帯 130,392世帯 151,228世帯

人口密度
（４月１日現在） 796人／k㎡ 1,766人／k㎡ 3,475人／k㎡ 4,553人／k㎡ 5,014人／k㎡ 5,319人／k㎡ 5,662人／k㎡

１世帯当たり人員
（４月１日現在） 5.8人 3.9人 3.5人 3.2人 2.8人 2.5人 2.3人

１日当たり
出生数 2.77人 8.85人 9.90人 7.85人 8.70人 7.60人 7.57人

（29年中）

１日当たり
死亡数 1.18人 1.34人 2.13人 2.98人 3.99人 5.49人 7.36人

（29年中）

１日当たり
婚姻数 0.98件 4.19件 3.72件 4.43件 5.29件 4.89件 4.54件

（29年中）

１日当たり
離婚数 0.06件 0.21件 0.68件 0.91件 1.64件 1.85件 1.65件

（29年中）

１日当たり
転入者数 4.90人 47.24人 46.43人 49.51人 46.16人 39.82人 39.83人

（29年中）

１日当たり
転出者数 4.58人 18.37人 40.19人 38.59人 42.71人 35.41人 35.42人

（29年中）

１日当たり
交通事故 0.44件 3.65件 5.23件 13.38件 21.42件 18.32件 21.0件

（29年中）

１日当たり
救急出動 － 3.8件 10.1件 16.0件 22.0件 31.3件 43.2件

（29年中）

１日当たり
犯罪件数 1.9件 4.5件 5.3件 9.7件 17.5件 19.9件 10.7件

（29年中）

１日当たりごみ
排出量（家庭系） － 18.8t 100.0t 188.2t 233.8t 213.2t 198.6ｔ

（29年度）

市内駅１日
当たり乗車人員 9,126人 49,391人 112,096人 182,602人 216,506人 229,826人 272,552人

（29年度）

病　院
診療所 18カ所 42カ所 81カ所 119カ所 149カ所 172カ所 208カ所

（29年度）

児童数
生徒数 10,023人 13,421人 37,410人 39,405人 27,428人 27,868人 26,956人
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データ編

年次 人口 増加率年次 人口 増加率

資料：昭和55年以前は国勢調査（各年10月1日）。60年以降は埼玉県町（丁）字別人口調査（各年1月1日）
（注）総数には「年齢不詳」を含む。したがって、3区分人口の合計とは一致しない。

年次 総数 15歳未満 15～64歳 65歳以上
実数 割合 実数 割合 実数 割合

昭和35年 49,585 16,817 33.9 30,201 60.9 2,567 5.2
　　40 76,571 21,738 28.4 51,641 67.4 3,192 4.2
　　45 139,368 40,389 29.0 94,049 67.5 4,930 3.5
　　50 195,917 60,982 31.1 127,538 65.1 7,300 3.7
　　55 223,241 64,984 29.1 148,024 66.3 10,233 4.6
　　60 248,626 63,397 25.5 172,516 69.4 12,713 5.1
平成  2 年 281,523 55,295 19.6 209,550 74.4 16,678 5.9
　　  7 296,601 48,184 16.3 226,220 76.3 22,197 7.5
　　12 308,077 46,268 15.0 230,870 74.9 30,939 10.0
　　17 317,731 46,295 14.6 226,828 71.4 44,608 14.0
　　22 325,862 45,927 14.1 218,032 66.9 61,903 19.0
　　27 333,736 44,984 13.5 211,785 63.5 76,967 23.1
　　30 340,862 44,892 13.2 212,232 62.3 83,738 24.6

（単位：人、％）

各年1月1日（単位：％）

資料：昭和33年は「埼玉県統計年報」
　　　昭和43年以降は資産税課

年次 田 畑 宅地 雑種地 その他
昭和33年 55.8 16.7 7.8 … 19.7
昭和43年 50.8 15.7 13.9 … 19.6
昭和53年 41.8 17.7 24.9 2.2 13.4
昭和63年 32.3 11.4 31.5 2.7 22.1
平成10年 23.7 8.5 33.8 6.8 27.2
平成20年 19.6 7.3 35.9 8.4 28.8
平成30年 15.3 6.5 40.3 7.4 30.5

地目別土地面積割合

年齢3区分人口

各年4月1日（単位：人、％）

（注）昭和60年までは住民基本台帳人口であり、61年からは総数（住民基本台帳＋外国人登録数）である。
　　平成24年の外国人登録制度廃止に伴い、27年以降は住民基本台帳人口。

年次 人口 増加率
昭和32年 47,480 -
昭和33年 48,048 1.2
昭和34年 48,800 1.6
昭和35年 49,460 1.4
昭和36年 50,793 2.7
昭和37年 52,285 2.9
昭和38年 55,648 6.4
昭和39年 62,637 12.6
昭和40年 70,600 12.7
昭和41年 80,540 14.1
昭和42年 95,113 18.1
昭和43年 105,492 10.9
昭和44年 118,570 12.4
昭和45年 131,887 11.2
昭和46年 145,878 10.6
昭和47年 159,931 9.6
昭和48年 172,555 7.9
昭和49年 181,822 5.4
昭和50年 190,079 4.5
昭和51年 197,087 3.7
昭和52年 202,857 2.9

昭和53年 207,575 2.3
昭和54年 212,977 2.6
昭和55年 218,817 2.7
昭和56年 223,687 2.2
昭和57年 229,656 2.7
昭和58年 236,406 2.9
昭和59年 243,328 2.9
昭和60年 248,435 2.1
昭和61年 256,486 3.2
昭和62年 264,487 3.1
昭和63年 271,964 2.8
平成元年 277,144 1.9
平成2年 281,623 1.6
平成3年 284,836 1.1
平成4年 288,101 1.1
平成5年 291,519 1.2
平成6年 294,257 0.9
平成7年 296,426 0.7
平成8年 297,822 0.5
平成9年 299,870 0.7

平成10年 302,368 0.8

平成11年 305,566 1.1
平成12年 308,047 0.8
平成13年 309,743 0.6
平成14年 311,737 0.6
平成15年 314,667 0.9
平成16年 316,466 0.6
平成17年 317,033 0.2
平成18年 317,483 0.1
平成19年 319,164 0.5
平成20年 320,802 0.5
平成21年 323,886 1.0
平成22年 326,881 0.9
平成23年 328,749 0.6
平成24年 329,712 0.3
平成25年 330,428 0.2
平成26年 332,745 0.7
平成27年 334,693 0.6
平成28年 337,181 0.7
平成29年 339,677 0.7
平成30年 341,095 0.4

人　口
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資料：事業所・企業統計調査、経済センサス - 基礎調査
（注）昭和35年・平成26年は7月1日。
（注）事業所・企業統計調査に代わって実施される経済センサスは、2～3年に一度の周期で実施している。

資料：工業統計調査（各年12月31日）
（注）昭和50年以降は従業者数4人以上の事業所のみを集計している。

産　　業 昭和35年 平成3年 平成26年
件数 割合 件数 割合 件数 割合

総数 1,717 100.0 11,994 100.0 11,554 100.0
卸売・小売業､ 飲食店 829 48.3 4,907 40.9 4,461 38.6
製造業 420 24.5 2,019 16.8 1,105 9.6
サービス業 332 19.3 2,843 23.7 3,610 31.2
建設業 96 5.6 1,133 9.4 1,063 9.2
その他 40 2.3 1,092 9.1 1,315 11.4

年　　次 工場数 従業者数
昭和33年 252 1,498
　　40 622 9,165
　　50 652 14,341
　　60 763 13,970
平成 7 年 763 12,389
　　17 576 10,719
　　26 408 9,341

（単位：件、％）

（単位：件、人）

（単位：件数、人、億円）

資料：商業統計調査、経済センサス－活動調査（各年6月1日）
（注）平成23年は24年2月1日、26年は7月1日現在。
（注） 平成23年・28年分は「経済センサス－活動調査」の調査結果のうち、管理、補助的経済活動のみを行う事業所、産業細分類が格付不能の事業所、卸売の商

品販売額（仲介手数料を除く）、小売の商品販売額および仲介手数料のいずれの金額も無い事業所は含まない。
（注）平成26年は、日本標準産業分類の第12回改定および調査設計の大幅変更に伴い、19年調査の数値とは接続しない。

年次 総数 卸売業 小売業 従業者数 年間商品販売額
昭和33年 749 … … 1,864 24
　　 41 1,194 179 1,015 3,595 201
　　 45 1,633 173 1,460 5,304 369
　　 49 2,072 220 1,852 7,293 886
　　 54 2,611 317 2,294 10,029 2,007
　　 60 2,929 464 2,465 13,178 3,727
平成 3 年 3,376 794 2,582 23,288 8,305
　　 9 3,104 675 2,429 21,003 8,036
　　 14 2,824 650 2,174 21,811 7,049
　　 19 2,563 579 1,984 21,926 7,426
　　 23 2,109 491 1,618 18,121 7,155
　　 26 2,134 484 1,650 18,687 7,272
　　 28 2,397 537 1,860 21,992 8,225

産業別事業所割合

資料：国勢調査（各年10月1日）

年　　齢 昭和45年 平成27年
総数 66,675 167,115
15～19歳 4,501 2,548
20～24歳 10,828 10,859
25～29歳 11,479 13,739
30～34歳 11,896 15,280
35～39歳 9,138 18,033
40～44歳 6,112 23,678
45～49歳 4,024 20,917
50～54歳 3,086 16,615
55～59歳 2,587 13,533
60～64歳 1,730 12,806
65歳以上 1,294 19,107

（単位：人）
労働力人口年齢別構成

資料：農林業センサス（各年2月1日）
（注）平成12年調査から販売農家にのみ専業・兼業別を調査している。したがって専業と兼業の合計は総数とは一致しない。
（注）平成22年調査から農家人口は販売農家のみの集計値となっている。

年次

農家数 農家人口

総数 専業 兼業 計 男 女第1種
兼業

第2種
兼業

昭和35年 4,123 1,644 2,479 1,481 998 27,571 13,569 14,002
　　40 3,803 962 2,841 1,652 1,189 25,052 12,383 12,669
　　45 3,416 597 2,819 1,226 1,593 21,307 10,473 10,834
　　50 3,013 424 2,589 888 1,701 17,781 8,757 9,024
　　55 2,661 345 2,316 716 1,600 15,072 7,439 7,633
　　60 2,461 238 2,223 500 1,723 13,460 6,663 6,797
平成 2 年 2,272 267 2,005 166 1,839 12,009 5,946 6,063
　　 7 1,970 206 1,764 269 1,495 9,794 4,872 4,922
　　12 1,694 196 1,077 153 924 8,179 4,108 4,071
　　17 1,414 203 884 96 788 6,360 3,179 3,181
　　22 1,323 191 650 99 551 3,694 1,852 1,842
　　27 1,217 212 463 76 387 2,589 1,290 1,299

（単位：戸、人）
農家数・農家人口

商店数・年間商品販売額と従業者数

工  場  数

132

802740　越谷市60周年誌_(P128-135_データ)　再念校.indd   132 2018/10/05   11:23



資料：リサイクルプラザ
（注）昭和43年度については、4月1日から12月31日まで。

資料：埼玉県統計年鑑、東武鉄道㈱、東日本旅客鉄道㈱　平成29年度は各駅調べ
（注）昭和33年・43年度は「埼玉県統計年鑑」から算出
（注）越谷レイクタウン駅は平成20年3月開業

年　度 供用面積
昭和56年度 36.24

59 39.54
62 42.48

平成 2 年度 45.01
5 57.65
8 65.87

11 66.75
14 68.15
17 76.89
20 78.13
23 82.77
26 85.55
29 87.61

年度 総数 蒲生 新越谷 越谷 北越谷 大袋 せんげん台 南越谷 越谷
レイクタウン

昭和33年度 9,126 1,010 － 6,112 1,280 723 － － －
38 19,973 3,466 － 12,246 2,754 1,507 － － －
43 49,391 10,688 － 19,049 9,043 5,256 5,356 － －
49 86,661 12,740 5,258 26,466 14,867 10,737 10,284 6,309 －
53 112,096 11,371 16,100 26,684 16,728 11,547 14,228 15,438 －
58 136,192 11,186 25,131 27,393 17,652 11,372 21,246 22,212 －
63 182,602 12,389 37,818 30,169 21,675 12,094 30,495 37,962 －

平成 5 年度 215,182 12,566 47,723 30,615 25,030 12,495 33,860 52,893 －
10 216,506 9,653 53,925 25,995 23,728 10,859 32,361 59,985 －
15 216,877 8,577 60,200 22,532 24,467 9,607 31,153 60,341 －
20 229,826 8,566 66,236 23,077 26,592 9,295 31,425 64,635 －
25 260,825 8,577 71,503 24,130 26,613 8,915 30,662 70,818 19,607
29 272,552 8,817 74,130 24,989 26,406 9,218 29,271 74,191 25,530

年度 総量 収集量 市民一人当たり
ごみの量（kg）可燃物 不燃物 資源物

昭和43年度 6,860 … … … 65.0
48 27,047 21,661 5,386 … 156.7
53 36,487 28,600 7,887 … 175.8
58 47,582 37,460 10,122 … 201.3
63 68,706 56,885 11,821 … 252.6

平成 5 年度 78,301 65,564 12,737 … 268.6
10 85,333 75,655 9,678 … 282.2
15 87,936 76,072 8,812 3,052 279.5
20 77,833 66,399 3,813 7,621 242.6
25 74,559 63,063 3,467 8,029 225.6
29 72,492 62,080 3,276 7,136 213.4

（単位：人）

（単位：ｔ） （単位：ha）

資料：公園緑地課（埼玉県公園調書）（各年3
月31日）

各駅別１日平均乗車人員

ごみ収集量（家庭系）

資料：下水道課（各年3月31日）
（注）1. 公共下水道は昭和58年4月1日から供用開始。
　　2. 普及率＝処理人口 ÷ 行政人口 ×100

年度 供用開始面積
（ha）

行政人口
（人）

処理人口
（人）

処理世帯
（世帯）

普及率
（％）

水洗化率
（％）

未水洗化人口
（人）

昭和58年度 94.00 243,328 6,453 1,942 2.65 35.43 4,167
61 211.60 264,487 19,297 6,285 7.30 68.17 6,142

平成元年度 1,072.00 281,623 96,382 32,463 34.22 69.92 28,996
5 1,848.18 294,257 180,105 64,344 61.21 76.85 41,703

10 2,259.07 305,566 224,585 83,669 73.50 85.08 33,503
15 2,499.16 316,466 248,297 98,299 78.46 88.96 27,403
20 2,622.15 323,886 264,216 110,507 81.58 92.66 19,394
25 2,736.54 332,745 275,093 118,553 82.67 94.11 16,206
29 2,767.14 341,095 284,200 127,298 83.32 95.52 12,743

各年度末
公共下水道

都市公園
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資料：平成27年以前は国勢調査（各年10月1日）
　　　平成30年の埼玉県・越谷市については「埼玉県町丁字別人口調査人口」（1月1日）
　　　平成30年の全国については「人口推計月報」（1月1日）

（注）国勢調査の総数は年齢不詳を含む。全国の総数、実数は、単位が万人。

年次
全国 埼玉県 越谷市

総数 65歳以上人口 総数 65歳以上人口 総数 65歳以上人口
実数 割合 実数 割合 実数 割合

昭和35年 9,430 540 5.7 2,430,871 133,006 5.5 49,585 2,567 5.2
　　40 9,921 624 6.3 3,014,983 157,685 5.2 76,571 3,192 4.2
　　45 10,467 739 7.1 3,866,472 198,589 5.1 139,368 4,930 3.5
　　50 11,194 887 7.9 4,821,340 256,014 5.3 195,917 7,300 3.7
　　55 11,706 1,065 9.1 5,420,480 333,874 6.2 223,241 10,233 4.6
　　60 12,105 1,247 10.3 5,863,678 420,099 7.2 253,479 13,534 5.3
平成 2 年 12,361 1,489 12.0 6,405,319 530,539 8.3 285,259 17,756 6.2
　　 7 12,557 1,826 14.5 6,759,311 681,172 10.1 298,253 23,581 7.9
　　12 12,693 2,200 17.3 6,938,006 889,243 12.8 308,307 33,353 10.8
　　17 12,777 2,567 20.1 7,054,243 1,157,006 16.4 315,792 47,559 15.1
　　22 12,806 2,925 23.0 7,194,556 1,464,860 20.4 326,313 64,514 19.8
　　27 12,709 3,347 26.6 7,266,534 1,788,735 24.8 337,498 80,330 23.9
　　30 12,659 3,523 27.8 7,362,941 1,877,316 25.5 340,862 83,686 24.6

（単位：人、％）
全人口に占める65歳以上人口の割合

資料：埼玉県保健統計年報（各年10月1日）

死因 昭和35年 昭和58年 平成20年 平成28年
悪性新生物 86.7 92.1 206.9 252.6
心　疾　患 82.7 55.0 109.2 126.7
脳血管疾患 223.8 64.5 61.8 63.8
老　　　衰 52.4 6.6 8.4 37.6
不慮の事故 40.3 19.4 14.4 20.6

主な死因別人口10万対死亡率

資料：昭和33年は学校基本調査における県平均（各年5月1日）
　　　昭和58年以降は学校課

年次 小学6年生　男子 小学6年生　女子
身長 体重 身長 体重

昭和33年 135.0 29.9 136.3 31.0
　　58 143.0 36.4 145.1 37.7
平成20年 145.2 39.0 146.5 38.8
　　30 145.1 38.4 146.9 39.1

（単位：cm、kg）
児童の平均身長・体重

資料：学校基本調査（各年5月1日）
（注）私立を含む。

年次 小学校 中学校
学校数 児童数 学校数 生徒数

昭和33年 10 7,413 9 2,610
　　43 12 9,414 5 4,007
　　53 25 27,513 10 9,897
　　63 28 24,313 15 15,092
平成10年 29 17,918 15 9,510
　　20 30 18,816 16 9,052
　　30 30 18,019 16 8,937

（単位：校、人）
小学校・中学校
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資料：図書館要覧
（注）1. 昭和33年度については、4月1日から11月3日まで
　　2. 北部市民会館図書室、南部図書室、移動図書館、市民活動
　　　支援センター 中央図書室を含む。

資料：1. 昭和44年以前については市勢要覧｢こしがや1970｣
　　　2. 昭和45年～63年については｢越谷市消防史 -30周年記念 - ｣
　　　3. 平成2年以降は消防本部

資料：くらし安心課（越谷警察署）

年　度 利用者数
昭和45年度 26,044

50 261,680
55 516,558
60 509,731

平成2 年度 502,992
7 540,563

12 582,211
17 688,295
20 716,816
25 740,575
29 701,674

年次 総事故件数 人身事故 物損事故件数 死者 傷者数
昭和33年 160 … 19 164 …
　　38 615 … 15 365 …
　　43 1,332 777 34 1,049 555
　　48 1,830 937 23 1,237 893
　　53 1,909 766 15 967 1,143
　　58 3,155 957 13 1,184 2,198
　　63 4,882 1,049 27 1,310 3,833
平成 5 年 6,756 1,100 17 1,447 5,656
　　10 7,819 1,778 12 2,285 6,041
　　15 8,448 2,103 13 2,614 6,345
　　20 6,706 2,105 7 2,469 4,601
　　25 7,208 1,702 9 2,057 5,506
　　29 7,663 1,124 10 1,348 6,539

年次 総数 内訳
急病 交通事故 一般負傷 その他

昭和37年 154 23 111 13 7
　　40 820 351 317 68 84
　　45 2,333 1,180 698 241 214
　　50 3,451 1,743 641 392 675
　　55 4,095 1,953 901 487 754
　　60 5,234 2,226 1,344 503 1,161
平成 2 年 6,141 2,884 1,642 553 1,062
　　 7 7,103 3,486 1,686 658 1,273
　　12 9,192 4,710 1,879 1,007 1,596
　　17 11,692 6,781 1,834 1,357 1,720
　　22 12,611 7,598 1,648 1,614 1,751
　　27 14,001 9,147 1,399 1,898 1,557
　　29 15,769 10,438 1,397 2,186 1,748

年度 蔵書冊数 貸出冊数
昭和33年度 4,400 13,222

43 19,308 19,871
53 55,857 191,996
63 240,558 575,713

平成10年度 439,894 1,503,036
20 545,567 1,497,694
29 652,552 1,781,877

（単位：件）

（各年中）（単位 : 件）

（単位：冊） （単位：人）

資料：生涯学習課

図  書  館

交通事故

公民館（地区センター）利用者数

救急車の出動
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越谷市 60年のあゆみ
年表 
　古代 
　中世 
　近世 
　近代 
　昭和 30年代 
　昭和 40年代 
　昭和 50年代 
　昭和 60年～平成 6年 
　平成 7年～平成 20年 
　平成 21年～平成 30年 

越谷市 この 10年間の変遷 
越谷今昔物語 
あの頃、あの時、懐かしの写真集 

第1章

越谷で触れる四季と“らしさ” 

いつまでも残したい風景 
いつまでも残したい自然 

越谷の観光第2章

伝統工芸 
農産物 

越谷の産業第4章

未来の越谷
子どもたちの写真コーナー 

小学生の絵画 
中学生の作文 

第6章

いにしえの越谷を伝える 
越谷の伝承を歌う 

越谷の文化財・史跡・伝統第3章

こしがやの歴史を支えた人物館 
わたしと越谷市 

越谷ゆかりの著名人第5章

データでみる越谷第7章

● シンボルマーク● 市章

● 越谷市の歌

　10個の外輪は､ 合併し
た2町8カ村を表し､ 中央
にカタカナの「コ」の字を4
つ集めて「越」の意味､ 中
心は「谷」の文字を図案化
しました。この図案は町村
合併後に､ 町章として町民
の皆さんから募集したもの
で､ 昭和30年1月10日に
制定しました。その後､ 市
制施行とともに市章となり
ました。

　「水郷こしがや」と親子の
シラコバトが未来にはばた
く様子を表現しています。
市民の皆さんとともに暮ら
しやすいまちづくりを進め
るためのシンボルとして､
全国公募の中から市民投
票によって選ばれました。

平成10年11月3日選定

市制施行 60周年記念

　市民の皆さんから募集し、応募のあった63作品から、市民
委員会による選考と市民投票によって選ばれました。
　笑顔の越谷市民と文化と自然が調和しながら、次世代へつ
ながる道が上に伸びている姿を図案化しました。緑色は越谷
市民の文化創造を、青色は水郷こしがやの豊かな自然を象徴
しています。

● ロゴマーク　（髙田伸一さん 作）

　市民の皆さんから募集し、応募のあった52作品から、市民
委員会による選考で選ばれました。
　市民とともに歩んできた60年の節目を喜び祝うと同時に、
みんな（市民）＝越谷（市）が、さらなる飛躍を遂げるよう、未来
に向かって市の鳥（シラコバト）のように羽ばたくイメージです。

● キャッチフレーズ　（倉科さん 作）

市の木　ケヤキ
昭和53年11月3日制定

市の花　キク
昭和53年11月3日制定

市の鳥　シラコバト
昭和63年11月3日制定

椎木一男　作詞　／　宮沢章二　補作　／　奥村　一　作曲

一、流 れ　 幾 す じ　 波 お ど り
空 へ 舞 い 立つ　しらこばと
歌おう　望みを　よろこびを
水 と　 み ど り と　 太 陽 の
わ が 市　 わ が 町　 越 谷 よ

二、花 の い の ち に　 飾 ら れ て
愛 が　 かおるよ　 人 の 輪 に
生きる日　励む日　夢みる日
共 に　 根 を 張り　 幸 を 生 む
わ が 市　 わ が 町　 越 谷 よ

三、昇 る 朝 日 の　 ほ ほ え み は
今 日と　 明 日を　 むすぶ 虹
ひかりを集めて　さわやかに
老 いも　 若きも　 肩 を 組 む
わ が 市　 わ が 町　 越 谷 よ

昭和53年11月3日制定

　市ホームページに、「越
谷市の歌」の音楽ファイル
と楽譜を掲載しています。
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	802740　越谷市60周年誌_(P128-135_データ)　再念校
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